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曾 告

創立廿五年記念事業計重に就て

本合は大:i F. 六年三 J- : l 闘阿建築協合と稀 し弧々 の聾 を奉げ大正八年一月、日本建

築協合と改柄、大 j [ 十五年イ- 月枇! 剖法人の龍、可 を': Ｑｾｊ Ｎ 逐年院盛の 一 路 を 辿り今日に

及び明春は ＧＱ 合 も 創立 ｗ Ｚｉ ｩ ｾ Ｑ 三に 相常 す

顧れば此1[¥1本令がな し1: る諸事業は相官民範聞 に亘 り頑土台に貢献せし所不砂も

就中都市計主と五11築物法問題、イR宅問題、炭火災問題、防空問題、建材問題騒工

教化問題等は共重要事項のー にして、特に都市計笠並に建築法貨施は本合努力の

結晶 1: l] 、文住宅11¥1題は夙に力 をi t ぎつ〉あるが大正十一年の交棋ケ丘に於ける

住宅改造大博覧令の女fI き嘗時五扮前倒 のE 費 を投じ多大の致果を牧め本多11に於け

る此種催のl問先とす、克に聞東大淀災には調査員の減遺組立住宅の提供 をな しTこ

る外各地iJi 火災には常に献身的努力を績けつ〉あり、降而昭和八年開西に防空演

習開始せ らる〉や卒先! 好勝市と協力演習に参加し叉支那事務起るや南京上海の戦

跡視察結果 の 殺表 等 ｦ， Ｑ ｾ 来引続き防寝問題の研究と諸施設の促進に努力を重ね居 れ

り。

一面合誌主主築とI ! l ! :f.i Ｉ Ｑｦｾに各種岡 ｽ ｬ［ Ｚ 出版共他各常設委封合などは年々不断の調査

研 究を進め居り之等三Ji :明は枚= 埋まに也ーなし 、か くて昭和七、八年には創立十五年記

念として各地 にイt 宅 IHfi 令外各種 の ｾ ＧｮＺ業 をなしにる が今や古今未曾有 の 世界大動

笛Lに直面して蕊にー11'五年 のlI l: 年jり] を迎 えにる 本令は剛緯として魚すべ き多くの任

務と建築家と して 待心臓域ポ公の械 を地すべき事を痛威し尤も緊急; を要する防空

問題に一大重鈷奇? 泣 き此の記念 すべき 廿五年の;ni : 業となすべ 〈目下犬今計者成案

を念ぎつ〉あり。

然しなが ら本事業は相常軍大I:r] :也. にして制り本件の力のみ にては共目的達成至

難にして大方諸賢の絶大な る制l焚 "iJ と御援助 を乞ひ以 て組閣円本の 凶土防衛に諜

さんと す 、 キひ憂 ｼ 州各杭 の御 協力と相 ｬ 鞭位賜 らん ｾ ｊ ｲ を 熱望して止まぎる月 ｲｲ 謂なり

昭 和 十 六 年 寸 ・ー 月 一 口

祉 法 国 人

日 本 建 築 協 曾



舎 告

十 一 月 見 事 並 に 観 劇 舎 開 イ 寵

本月見皐及有志観劇曾下の遁り開催行: 候 年内木幹事合主似の見皐

は之を以て最終につき何卒脊而御参曾あらん ｾ ｩ Ｎ を熱甲Ｎ致 ｦｩｉｩ り候

曾

十一 月十四 11 ( 金) 午後正二時( 時間蹴行・ O，¥iiHＱ ｾ 論 Ｉ

大阪府立間当事皐枝( 池田市字紳田)

阪念沿線石橋下車 l川! すJ 徒歩約一l' :Ij_ 分

l副委事皐椛及 biJ 枝問場

曾

十一 月十四 11 ( 金) 午後五時間令

北野劇場( 版元主本副;北)

金話棲劇凶

金三回 七 十 銭 ( 一等入場料及夕食代共一人分)

問主基準校は合員 に| 恨り合員草- 絶韮J着mのよjt

1悦! 割合は合H 及 j t - 家族、担し小児 を除く

杭復 J 、ガキにて十一 月十日迄申込の事

11誕劇合は脱出の都介上定員に達 し1: る時光信l I iHIこ締切 111 依

l国劇0r l;t， 出向人nに相 官す る令代前納の 'Jl: ( Ijij 納. - x.以外はお断

りfド上11長)

振替大阪 39975 Ｍ ｪ許 ｎｉｾ 込み又は本件 ど ｊｉ Ｚ 務所 へ 持参ｾ tl 1: しO

O 園 事 皐 校

創立後十七年 の ｉｬｩ｝ 校 は 敷地 三 ｄｾ 六千坪、建主 ｆ 二千四 ｬ 立た ｆ Id '1: 本的住築中

蛍 Hは同校永田敬立fi より出問、花井、競菜、果樹、力| 仁[ 、者売、外 l司肢に闘す

る有益なる講演 あ り1: る後間内災地見墜す

見 事

1 日 時

1 集 曾 所

1 見 串 先

有 志 翻 劇

1 日 時

l 所

1 観 劇

1 曾 費

1 参 加 者

1 申 込

時局柄閑地利用 を1111.ばれ る秋本見串は尤 も立義 める べき乎

O 観 耳目l 曾

斯界 の 人気者笑劇 の 大家金 ｉ 話機 Ｍ Ｉｾ ｴ はエンタツ、アチャコ並 に 浪ＡＣ佑 ｊ ｉＧ ｾｽｽ￪ｪ 左右 ＿

加lへ居り、本年最終の有志親陀ti 3!. 底IJ0rと して尤も限 しき ものな らん切 に多数中

込 を敷迎す

昭和十六年十一月 一 [1 11 木 建 築 協 合

併勢幹事令幹事長 谷 l¥!: lj慌

。曾員各位にお願

件EJ. ｦＧＮＢ ，ゆ ＱＱ の 件本年十，ｾＺＩ己 の ｩｾ Ｑｉ努力 によ りえ， ｾｩｾ 一 名 の ぷ ｦ 壬 ￭Ｎｲ ｩ ｾ ｉＡ ＮＡＺｪｾ し 下さ る 以前 ね て

ｾｾｉｬ願司 ， Ｑ 上依
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戦 時 穂 制 下 の 建 築 展 覧 曾

場-

i切

円本建築協合建築材料綜合陳列場

大阪市北区中ノ島朝日ピル 4 貯?

内 昭 和 1 6 年 1 0 月 2 5 日

y . 同 年 1 1 月 1 5 日

ｩｮｩｦ 火木 材、 ｬ 耐 火壁Ｉ［ｪｾ材、硬 化竹 筋

出 品 物 f  ¥: nJ 働、マグネシヤ製品 、ヂベル各頼、防爆ガラス

Jl Jセ 日 フ ァ ン 等 、 J t:のT也

44?主 111¥のもとに 臨J戦下、我が建築界の緊要な

るHU題 D ー として新興建築資材l亡就いて、上j氾の

i通り展覧合開催す。

陳列Iihの主なる ものは、 iR i わた木材、代川樋、 i耐

火壁、床材 、硬化竹筋、セメント 配合材、ヂペノレ

各種、防爆カ‘ ラス) - f J セロファン等を網羅 してゐ

る。 Ｑ ，Ｇ ， ｊ 去にｽ［ｾ集せるあやめ 地 位宅展入選固案と最

近住宅笹岡、市、 各電錨合祉で設計ー建築中の佐宅

のお尻 、 Ｇ ｉ ｾ 面｛品開［の展示は ｩｬｬ ｬｕ 上撃を添へ、連日参

ｬ 問者 ー からＱＧ ｴｾ 賛を憎し つ〉あり。

此の期 令l亡令Ii 諸氏は江ヲ1:御躍の上! j ; 9( <御宜伸

を者i 竺.す。

昭 和 I 1  6 年 I I  J-l 1 円

il il : 閣 法 人 11 本 辿 築 協 合

建築資料綜合瞭列場幹事省幹事長地 問 '::¥・ 珪
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木 造 新 架 構 に よ る 屋 内 館 操 携 と 講 堂

東京府立第十高等女皐校屋内程探場が昭和 13年

12月落成して、規模は一般中等製，校 のそれと 鑓 ち

はないに拘今 、?こ Y 、 「ヂペ J レ」構造の先鞭を付

けにと云う t.: けで、首時新聞 l乞も載っ? こりして多

少、時局的な話題に登つ ? こりし? こ刷係もあってか

その後随分色々 の人に見て頂い? こりし? このであっ

＿こが ＭＭ Ｍ ｾＧＮ い も の であれからもう、 Ｓ 年経 ＿こう と

してゐる 。

いき' 賓』犯と な るとス パンは僅か 18!Jl であっ Tこが

文献も乏しく、日本{ オによる強度試験の、被告もな

いと云う有訟で、計設か ら設計- 入札迄の聞に 一年

近くもか〉ているの何をそんなに苦しんt.: かと問

はれて見ても今は返事K 窮するわりt.: が、計算か

ら詳細設計、それに議構器までー と通り山揃う迄

には事とんの11主力ではそ の位か〉る の も止なを手写な

かっ? こ。しか し乍ら 我 々がそ の頃常に忠つに耳iーは

ドイで20年も l苅ーか ら2聖地 されている取が木造のた

進闘である我闘で何故賓施せ られないのであるカ、

主云う疑問であっ? こ。

2  

いさ' 乎を付 りて見ると印臨接合の; 儀式としては

輪型ヂ ベルの外に乎近かないものはな L、。ところ

が此のヂベル では第 1闘の主u<、車Ihb臨力大なるに

つ従て部材の敢がどんどん増えて行〈 のであるか

ら化粧小屋として不臨裁でいか十賓 f-c l利つに。 'iliiJ

駄を外して第 2 闘の如く やって行りは官 数L 、が刺1

ん f 一一一一ー に; 二二三二二二コ→ちく

「 ← L一一一一- r二三二二二コ →T/
τ 〆2

h  一 一 ｟ ｟ ｊｾ 工二 ご二〉 巧
ンつ y - - ，_ _ _  • ! _，___ L  

J  二二二二コててここ二二白J → 'f;c 
...... . 、 .， I 、 J

花 、 」 一 一τ ギ二二二コ→月

111 1
11 

手持象者はH比五t府管紛練技師

天 野 ｬｅｾ 持

線と部材が一致しない ので按みが 、恐ろしい6 守

やる 訴がせす・きり主てこれを 一致せしめ様と すれ

主投ー

第 2 園

JlJ 3 圃

ば 1¥11材 の介;怖はやむを得ないと云つ? こわりで 、こ

れでは奈々 施工困難なばか りでな〈見ばも惑い、

そこで考 え付い? このが部分的なガセ' ツトプレ ート

の使用である n これに輪割ヂ ベルを熔接して 、古11

材を分許IJ せす' f"L耐 ) j を得せしめる事第 3 闘の如〈

し?こ。 これで不甥裁は免れ? こが金物の使用費が楠

加する のは如何にも 残念であっ? この111ぅK上り馬鹿

は第 4 岡の通り。

3.  

輪型ヂ べ凡の登場以来、続々新ヂ.';: }l の考案張

ポ があっ＿ こ が 、 Ｇ ＱＧ で も大 破 Ｑ 行管結 ＱＱｾ 財局 の 鋲 ヂベ

ｉｾ はそ の後 ｬ ζ 於げる 、 木村 ｴｩ［ 主 ｷ の ｾ Ｇ ｲ 亡に答［ぇ、本

Ｎ ｊＮｪＧ昨起ｾｾ早 の 紫 ｲ ｴ はえ 一 方 ｬ と 於て新ヂ ベノ レの殻 Ｑ Ｑｊ Ｑ 考案

を促し? こ。

しかしヂ ベル 金物の功却は何と云つでも木材に

よる自治: なる架椛の選揮か可能主なつに黙にある

1  XI  



第 4 liI 

第 5 圃

X I 2  

と云う事が出来る。東京府立第十高等t: 拳校では

If. 内開よ足場ーはり |続い て、講堂の建築を進めなげれ

ばならなかっ Tこが 、草花一つ困つTこ事が起っ た。

それは板合の首初計査によると 、講堂が校舎の二

附 に采r る4J Hc なっている震であっ?こ。断面岡を書

いて見るし軒高は Ｙ ｭ ｾ ｽ 坦 過し、核 拍 ｩ ま ｦ こ Ｑ Ｓｭ を

i:ii 11: }也; 泌する事と 'i. って 、こ れでは市街地建築物

法随行令! と抵織して 、ュ: 合が思い。尋常の矩計ーで

は不可能主云う1 ; ・が分つ Tこ。 依って色々苦心の本

14 6 圃 ( 4)

第 6 圃 ( 2) 2 階 平 面 E



一「

g  

ｾ 邸 主 Ｑ ｭ 非同ル

IJ 6 圃 ( 2) 1 階 平 面 図

天 井位 置 を 取 り得られ る ｴｾ Ｎ げ

一杯 κ 取 り架構はしのE考会の

昼間に、 お さまる様に と云 う

ので第 6 闘の様な架構となっ

?こ。

この架構 も節黙結合の様 式

を凡て ヂペル による事 と輪型

ヂベノレ及大臓省の鋲ヂぺJ レの

並用含以てしに。出来上つに

講堂は軒 高 ぎり---.....-- の9mに

k って、向講堂の天井高 5. 3

4m Ｎ ｾ 得＿こ。 天 井 直 ｩ が比較的

低かっ た事は、 音響的には大

成功であつに、 講堂の隅々迄

良〈撃が通 h余響の闘係もよ

ろしL、。向先の屋内瞳操場 色

亦壁天井にあら はれた小屋組

の駕反響が打消されて、 音響

的tて大 なる牧獲を得Tこ。

4.  

以上 2 つのヂベル架構の粧

l践を通 じて得 7こ縮工上の注意

ｾ 申上 げ度 い 。

ィ、輪型ヂベ・ルを使用の際

は必す・穿溝の深 さを 一定に な

る様注意が必要、接解材の溝

の探 きが異って、 デペルが一

方に深 〈、 一方にあきくなっ

?このでは何に もなら ぬ。

ま?こ 、.架構 はー熔椴組の上

ボルト 孔 ｾＭ 曜 に 操んで貰 い

度い。 墨/:I J のJ 二部材別に探む

のは結局誤差が出来 て、ヂべ

)J...が うまく入らなくなる。

ロ、音jl材接合黙の木表 、*

裏の闘係を注意 して使用 され

皮 い 。 ｾ ｾ 5 闘の如〈 古11材が背

中高? 反り 合 う様 では後に充分

なる張度が期待出来な い。

ハ、ボル トの締直 しは是非

賀 行され 度 い 。 木は乾燥 ｾｦｌ 伴

っ て や せて 予 ｾる。初めから 乾

3  x， 
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11 8 圃

燥材を使用せしめる

ならば問題ないが 、

そうでなかっ?こら 必

すもやせて来 る。そう

すると ボル トが弛む

工事中 、叉は工事竣

功後必する締め直 しを

する様致 し度 い。

5  x， 



釘 寺I 充 腹

新興木構造の特徴は一言にして云へば、接合部

の構造の進歩 し 小さい 叉は薄い部材を以て梁、

柱、小屋梁等を構遣す る力撃の進歩K ありい、へ

ょう。このうち でも経情的見地に立つ時最も宥利

なのは・、梁を小さい 薄 ｾｾ材 料で丈夫 ｬ て 造り得 るこ

主である。これが最も新興木構造の現代l亡撒迎せ

られる庭である。

小屋組については、新興木構造の効は従米永久

的の建物には賞施上殆ど不可能 主考へら れに、 大

スパンの建物を中聞に柱なしに構造し得るに至つ

? ここ主である 。 この外に従ういー迄路工されてゐTこス

パ ンのものにヂ ベル等を用ひてこれを構造しでも

経済的見地から考へれば、大壁有手i J i: ｾ 、 ｩ 、事は出

来な い。経桝的になすにはノj 、屋組と小屋組の間隔

を大 i亡し 、木材量を減じ母屋の構造を組立式、1%

は立韓的筋違式にするより方法は ない。

三えに桂について粧憐的見地の l吟l床をすれば、柱

は力撃的に考へでも 、梁程の大材を要しな いこと

が多い。故に現在我閤木材市場にでも容易K 得ら

れるし、又ノl、部材よ りなる組立材を使用しで もそ

の僚を甚t:: 減じ得ないのであ る。

梁については上記の小屋組や柱とは事情が異る

梁は 力皐計算上大材を要 し、スパン 7m以上のも

のになると、我問木材市場で容易に得 られる以上ー

の大材を必要とする。 i伎に従米はこの梁には大部

分米関産の松材を使用してゐ Tこやうな戎郊で ある

所が現在の虫rl < これ等の梁を米材に仰 ぐ事が不可

能主 なつ ?こ場合は 、どうしても 小さ な部い市場で

容易に得られる材 ｾ 以て楠造しなければな ら ね。

この?こめ我闘に於ても早〈よりこの質施及び研究

が始められ? このである。

きそ新興木構造の梁のうち 、ト ラス 型K 組む梁

とこ、にのべる釘打の充) 血梁とが考へられる。私

の考ではト ラス型K 組む方は必令 ヂベルを使間す

る必要がある故、 施工上の注意が充分でない時は

設計者の嫁 め考へTこ以上に弱L、も のが出来 る可能

抜・筆者は西野田工業拳校教諭

x I 6  

梁 い11と てつ

堀
士

口口 甚

性が多い。殊に現在の如〈大工のいそいfご仕事振

t りか らこの心配が多いのであ る。 叉 このトラス型

のも のはヂベルの完全さを信じないと賞施す( . > I ' ' L

危践を感今る。ぞれに比すれば、釘打充腹梁は 、

最も安全 性にとむ。 即 も設計者の考へ? こ強度ーを著

じく低減する こと な 〈賞砲し得る可能性が多い。

?こ ちJ その昧鞘は釘を多〈 要するこ主である。然し

私は釘の入手の都合がつりばこ の釘打充腹梁の賞

施 をの ぞみ ?こい。

さてこ の木造の釘打充腹梁を設計す るに確賞 な

指針となるものがあるかと いふと、甚ピ乏し いの

である。即ち昭和 9 年に出 ?こ 「高等建築肇」の第

，8 巻の森徹氏記述の 「木構造強度計算」は全然こ

れに蝿れてゐなし、昭和 13年11 月の「建築雑誌J

K 輩表され? こ武藤博士長沼重氏の「新形式の木構

造計算法」にも全然記述が ない。昭和 14年5月「建

築雑誌J t'L出 Tこ「新興木構造の話J ，K は 1 1形の

もの 、材の雨側に放を貼つ Tこも のが使用されに例

がある が之等は賞験 を行ひ、弦材聞 の連絡程度を

考へ理論を交へて賓験式を作 るが理想的である 。

賓験無しに理論式を: ， 1こて ることは、銭骨構造主異

な り疑合の綾みの大き い木造にまうI しては危険と い

はねばならぬ j と武藤博ー1: は述べられてゐる。

「建築雑誌_i ＱＴ 年 Ｗ 月践 に ＱＱｬＱｪｾ沖子氏堀地 康 夫氏

によって「木造ノj 、製校 2 階染 色してノj 、角材よりな

る合成梁設計のー案及共質縄報告」 の護去 がなさ

れTこ。これは大盟、鎖骨' 榔地のプ レイ トガ ーダ{

の方法 {f r，; rli し、設計しにものである 。即 ち梁は

l羽端支持主 して求めに最大曲げモーメレトに抵抗

し且つ最大技み1/400乃王1/ 700 なる却 〈断面を 広

めに もの で あ る 。断[国係数の算定には低減係数

0. 9  {f 乗 じてゐ られる 。 叉努断力 K 封する算定を

プレ ー トガーダ- K 準 じてなし 、乙れよ り、ウエ

ワプ板の主J敬 、スチ フナ { の間 隔、 フラ ンヂボー

ルトの間隔を定 めてゐる。

私は本年 5 月「新興木構造製」といよ、一書を 1:1-¥



しに。木構造に劃しては上述した文献が大韓の指

針であっ?こが 、これ等を複合且寧純化 し、 ドイ ツ

アメリ カの文献を参考 に し てまとめにも のであ

る。こ の筈の釘打充腹梁の所を警 < ，乞後で述べる

如き種 々の考へ方もあっTこが、結局賞 用J 二は岐阜

市に於て賓施のものが可能性多しと 巧へこれを紹

介し fこのでみる。 その際、断面決定について は、

断面係数の低減係教を 0.7 e し?こ。 これは滴逸 の

Anton G attnar 氏 の設にしに のであ る。又弾断力 の

験 しを行つTこ。板 1J干の挫屈強度の験 しを行つ?こ

〈これは問中氏の報告に もあ るが、板 2) 干の力が

H' ，ゐる。 ) この程度の制介が最も 賞用的であらう

と信 じ?このでよちる 。所がこ れに釘 して本協合目の

0
t  

第 I 園

某氏か ら手紙が米?こ。その要旨 は|副示の如き木造

釘打充腹梁の設計ーを鎖骨構造の梁の虫/1< 考へ、 設

計するは誤 りである 。tyJJヘぱ板 主放の抜目1 " < : エい

メント ｾ￨ れば、 弾性 力 感の膝 用 は ｈ ｈ ｉ そな い。 放

にウ ヱツ ブ板に は勇断肱カを生 じない。放に この

到断l臨力を基礎にし ?こ挫同の験 しも、 ウエワブル、

の釘の計算 もフランヂボ { ルト の間隔も 皆Ii ¥l i主っ

てゐるといふにある 。勿論正確に云へば異なつ ?こ

材 を釘でつ ぎ合はしにTごりの ものであるから弾性

カ 墜を ｾ Ｑ こ ち ｊ もにその ま〉 舷 用 の 出 来な いこと は わ

か りきっTこことである。然し弾性墜J 二i乞椴定 しで

ある如き材料は世の中K 殆 どない。弾性感 は材料

を等方、等質主仮定 しその上梁に封しては材が完

全部性謹であること 、任意の断面がJ!b9 し後 も平

商を保つと いよ、恨定のも 主に数率的の打 ち?こ て?こ

一種の敷皐の感用に過ぎぬ。レ オナ ル ドダ ゲイン

チの言葉に

j J壌は敢撃を皐ぶ者の柴闘なり

とあるが、ダヴ インチの立味す る力感は部性 ブj

皐K 近 い。私 も青年時代に はこ の教製の純梓! 笹 川

なる弾性撃に心ひかれ、L ove の大著 Mat hematica
1

Elastici t y  伝説 ん七事があ るが . これを直 ちに現賓

の設計に膝用 し得ぬこ uま明かである。

さでしからば釘打茸腹梁の設計を鎖骨の プレ{

トガ ーグーの如 〈考へ且部材の小片よ りなるこ と

から低 減 係 敷 金 乗 じて なして いりな いか れ、へ

ば、カ昼裂が近似解法l'L e '> まるのであ るから 差支

へな い と信す・る。 こ〉に云 i 、近似解法 といふのは

既ぃ範囲の もので、純梓の敷接的弾性力拳 k比較

し7こら 賞際的力製はすべて これ近似解法である。

それで 、私は釘打充腹梁の正確 な敢撃的の解 法

をな し得 ないので、賞用上は餓骨構造のプレ ート

ガ戸ダ 』の設計と閉じ方針で進み低減係 数を乗 じ

てなせば可な りと 考へて拙著の新興木構造撃に紹

介し T二次第であ る。

新興木構造の早 くから殻達 しに 、 ドイツ 、アメ

リカ等 でこ の釘打充腹梁に相類似す る構造法及び

その計算法にいって如何 に場へてき fこかをしらべ

て見ゃ う。

最 も類似す るものは 1820年に アメ リカ のニュ ー

ヘプン ( Ne w ｈ ｡ ｶ･ ｮ Ｉ の イチ Ｍ Ｉ ｾ グウン ( Ithiel 

才o wn) によっ て護明きれE 特許 を得Tこタ ウンの

トラス ( T own' s Truss ， T ownschel"! Trager ) である

第 2 11 

務努雰努

第 5 圃

これは左固に

示す如 きもの

で、ウエツプ

を木材の小片

から組立てに

もので ある。

このI}、J十はn月

き聞のめ いて

ゐ るの もある

が 、後 に「円ひ

l事目 -1. 5- " ' 1

I !  -_ .  "" - - - i!I I  

f 司 ー戸 、、 一ー 掴 l

られ?このは密接 して第 3 闘に示す導水橋 ( Wasser-

leit ungsbrii cken) に用ひら れにものもあ る。 又 ロシ

ヤ l乞於て餓道橋に用ひら れに こともあ るが( 第4隠i

参照) 、之等 iま共I vJ、片 は密接 して充腹構造にな

ってゐるも のである。

7  XI  
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三部材を仮想新聞で切断し て、 この

部 材l亡働いてゐ? こ悠力を外力と考へ

ればこれ等部材聞 のブ] は釣合 ふ。 一

動 lて封ずる廻輔モーメントの純、手11が

零な る釣合保件式より

上部弦材・の般1力 O=-m竺}

ｾ ［［｟＠ } ... ( J )  

卜部目立材の!W. ( J ] U = + す l

政に Mu Mo は1i:.{f !IJ 1こ働〈外力( 反

力と荷車) の U 貼、O 結[乞1討する

モーメントである 。モ{ メントは布

姐りを+ とし 、上の式でー は鹿縮力 、+ は引張力

を表 はすの

Q を以て切新の左側 11: 働 く垂直外力の代敷和

( 勤! 断力〉主せよ。 科材と 垂直 とのなす角 を園示

の如 く3 とすれば斜材 の悠力 S は

S =  +  Qsecs ・・・・ 一( 2)

切断力 Q をE とすれば、O 貼 l亡合する斜材中 Ii.

ｲｾＱＱ の ［ ￍ ［［ ｉ 材は墜事 ｩ 首Ａ底力 、 右側の ｾ Ｚ ｉ 材は引張臨力を 受

ける。

冴ｾ 5  ，函!の如 く部材 の多きもの〉 、古11材! 底力 を正

確に求むるは困難である。これを解¥1乞ヨたに述べ

る如き一つの近似解法を片4; 、。即ち第 7聞の如き

ものを 一つ 一つ の骨組 l亡分解して 考人 るのであ

つ

¥

ノ

、

ノ

、
J

F

、
d

ヌ

×
×

×
一

:

 

-

J

ヘ

ノ

、

》
く

p

r

b

.4国

之等 T ownshen  T  ｲ ￤ ｧ･ ｲ の部 材 態ブ ｊ ｾ 求 め る計

算法は アメ リカに於て特許首時は如何にしてゐ ?こ

か不明である。 1880年版の A ppl eton' s Cycl opaedia  

of  Appl i ed  Mechani cs といふ三冊も のに あ?こってみ も

Tこが T own' s Tr u:i s は T o wne・s L att ice として岡 は

出てゐる が、 その! 底力の求め方はN' ，てゐない。! 住

カの求め方のl:l 1てゐる本 l乙ドイツ の警であるが、

火の書籍がある。

A.  L askus ぜ Hulzerne Br u cken  1  '122年

J. Mel an 幸子 D er Br uckenbau  I. Band Ei nl eitung  und 

hol zerne  Br ucken  1922年

J h.  C esteschi 著 Crundl agen d色s .Hol zbau

これ等は何れも 構成のあ る本であって、 木造建

築の参考書としてー讃の伯値は充分に ある本で あ

る。 三つ本の釘打充腹梁の参考になる所は共の記

述殆ど同じ あ る今主 として Mel an 1てよって述べ る

広一一 ー一一寸トープ十

( 、¥¥ハトミ¥シ

よ-- 4十一〆 - ￥L

第 7 圏

第 5 困 る。今、 n 一部分に (!fゆく全ぬ必ーを g. f. d と

すれば一つの簡易!il 亡 働 く 仰 は 士g. f. d となる 。

然 して'，¥;11亡示す!mく部材ーを斜の方向に切断し? こ

りと{ 限定し こ '>1て働 きし底力を S 1、 S 2.'S  3・S .t  

と する。南山とこれ等部材のなす角 ｾ￟ とし、 ｓ .. 

S .I  1こ coss を乗じ Tこの ものは、 垂直! i J Y断力 K 告書ー

しくなりればならぬ。こ の S 1. S! h S 3， S 4を

等し〈仮定す るか或は相隣れる 斜材 の腹力の襲化

が 、 等しきもと恨 Ｚａ じす れば その ｾ ｉｾ 央Ｍの科 材 の ＡｊｦｊＮ ［ ヵ

は 、 ｮ 部材Ｈこの Ｑｩ［ｾＱ で ＧＡｬ ｮ ］ Ｔ Ｉ の隙 力 の 算術平均 の

第 6 圏

第 5 極! の如きもの一〉ブJ 製的解法をなすのに先づ

簡単な第 6 闘の如きから始める。これ を併〈に封

して の恨定は次の二つを世〈 。

節結Irc て部材は回特製i K接合すること、荷重は

節黙に働くこと。外力がすでに算出しであるも の

として部材・の腔カを求める鴛l乞|銅示の連綿 の1m<  

X I 8  



四車力を受げ る。即 ち

S = l Q問。
n  

上部弦材聴力 O を求むるには 、骨組を分解し

て一つ一つの骨組に働 t 節黙荷重による 1、2、

3、n貼のモ{ メントぞ ffil 、ffi 2、ms、mnとすれ

!t 、

0 = - i - ( m14 m山 川n)

叉梁全盟主? ゴラへ 、 l 、2、3、n黙に於りる曲げモ

ーメ ン 1 をMi ，M2、Ms、Mn とすれば

。 1 M1+ M2+ Ms +Mn  

= ー -

h  n  

k な ん こ れ よ り も 一層近似的には 、Mi ... Mn

の算術平均に相首するU賠のモ ーメントを Mu とす

る。即ち今考 へてゐる上部弦材 のー黙を通 り垂 直

K 梁を切断し? こ場合下部弦材のー黙を u としこの

呉li の外力によるモ ーメントを Mu とする。 撚 れば

k音s弦材の! 悠力Moは

Mn=  ｾ＠ ｾＱｉ＠
n= - I ;  

同様に M戸守

一i二謹 の ものは一極の近jJ ; J .1fJi f法 でめるが質 il j上 支

差へな い。狭い板材を特: 接してはり 、この交軌を

釘打者ｾ ［ ｉＧ ｃ し ＿こ 梁をラ ーメン 理論 ｴ･ ｬＡｦｦｩ 用して僻〈こ

とは殆ど不可能でめる。 l¥:ic 1"[ これ等の梁はプレ ー

トガ ーダーの如〈考へ近似的に解〈。

上記の犠l亡木造の格子梁は、鎖骨浩の梁に比し

て正確さ の少い近似解法であるか ら、断簡の算定

には飴絡を可成りとって置くがよい。 ーLI 亡述 べfこ

のが Melan の警に示されにもの〉嬰慌である。

Melan の Town直hen T  rager の方法で木造釘打ブビ

腹梁を設計するとすれば、ウエツブに打つ Tこ主J の

強さ を考へに入れ子、 ? エツブの斜似を個 自々 IJ "  

と者へ、且つフランヂ主の談合同特端と考へてゴJ

第 9 薗

接的の解法ｾ得ることになる。

これを奈|材と フランデ の交鮎及び斜材の 交思 共

南国定端考へ? こ ( a) 闘に示す如きもの及び斜材の

交黙は結ばない ( b) 固の膝力解析は朝鮮総餐府の

技師ノj 、回嘱之助氏の大著「複斜材構の臆力」釘 l

巻に示されてゐるが 、木造建築、殊に釘打充胞梁

には、之を臨月j するはあまりに理論K かfこむき 貰

際から遠ぎかるやうに感じがする 。

三大 l七本誌 16年 10月競J仁一部分裂表さ れTこ、大|佼

市建築課で質物試験を され7こも のは 、一樹の主H1

究臨梁ではめるが包私が上越してきにものとは呉

7';' IJ ，ウエツプ板 l二、引張肱 力を受ける 方向凶み

に一重に使用しTこもので計算のアイデヤはその立

脚黙か ら異なる。 他 日詳細の御獲表があること〉

信す・るが 、その要領を大阪市建築謀、大当時技師、

青樹技師より 承つに所によれば、第 9 闘のものを

第 10闘の如 t 基本トラス主して取り出 し静) E トラ

l 1  1  I  I  1  1  

卜小ふ ｾ
!  仰の

， スとして部材)rff 1)  を勾｛Ｏ ＺＱＧ， し 、 断 ｉ 白 ｛ 決どの ｩｊｊ 合に Ｎ ｾｩｬｩｴ

方向力はこれをそ の ま〉使用 する。，ｪ ｾＱ 二 ， ￭ Ｚ Ｍｬ材封品古都

とフランヂを 附山と考へ fこ場合 の材の技みに よ り

二次的 l乏生十る モーメ ン 1. 、梁奈盟主して控むTこ

@長。。告三F 斗

めに生する二次的モ{ メン i. " 松太よ りの

築 ｲ ｬｾ 荷 車 に より生 すＧる モ ーメント等 に 加ふ

るκ .仕口 のズレ 、減込 よ り生す・ る費 形 より

ｾＱＱ 十る モ ーメ ン ト等を加算して考べ 、 断面

決定は、梁全韓の控みzおよりなされてゐ

る。これは計算理論も賀際に合致し 、且 賓
⑧ D  

1J S 圏

股値 主計算値も一致しよき施工案左 信す・ る

が、私が今問題 lとして ゐる ウエツプ板を交

9  XI  
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この規絡に より始めて釘打充腹梁の設計

の目安 がｉＺｉｾ ボ ｔ こともいふべきもので 、 我々

は我が闘の建築法規 に更に詳細な規 定の出

る迄はこの プロシヤ法規に準醸し て設計 し

てよい。 このプロシヤ法規の方法は全く鎖

骨構造のプレド { ガ { ダーの設計ーによっ ?こ③ム防ω 悠金凶
ものである。モ ーメントをフランヂで抵抗

せしめ、 f!J 断力は ウエ ツフ1で抵抗せしめるのであ

る。私の [ 新興木構造撃」の方法は上記規定と異

なる 黙は断面二次モーメ ン 1 、断面係の数算定に

あ?こり ウェ ツプをも計算に入れにと いよ、酷である

が 、こ れは本年の規格の改正のある迄は、調逸 l乞

於ても殆ど線、ての木構造の書籍はウエツプを も純

分モ ーメントに抵抗する主考へ、断面二次モ ーメ

ント、断簡係数の算定K 算入してゐ? このである。

ウヱツプ材 は普通商 き材故、断間二次モ ーメント

の算定に入れても大しに差がな L 、。これ等は鍛骨

構造の プレート ガーダーの算定に於ても 近似解に

はウエツブ鋲をモ ーメ ントに抵抗せぬものとして

算定してゐTこち のである。

第 11 圃

互に釘打し? こ梁『亡、上記の計算理論を 直ちにI.@，¥用

し得ない。 叉梁桂 の節黙の幾分の剛性から様力 に

よるモ l メントを生じ ?こ場合 lては不利の勲を含む

歓酷をも持つー

上述の如く Mel 四 . Laskus の Townshen Tr 忌ger

の臆力解析も、節賂回斡端といふのは釘打充腹梁

!C( 主賓献に 即 し な い し . ノj 、間瀬之助氏の Doubl e

diagonal  truss の第 8 闘の (a) (b)或は、第 11h'ii' d(a)  

( b) の如 〈考へてなすかといふにあるが、これも

骨組の分解をなす時は、回轄端と考へ、分解後の

基本形を節黙剛 lこ考へ、二次膳力主? とる駄に難鮎

がある。 叉、大阪市の設計の ものはウエツプ一重

で設計の方針がウエツプ板交叉の もの主異』る。放

に釘打( ウエツ板交叉の) 充腹梁設計は貰験をもと

に し? こ、仕様 書、規格によって或程度ーの満足のも

とに進むより致し方ないであらう。 その意味に於

て水遺産築tc 劃す る賓際設計上の振針として 、充

分参考 K 供し得るプロ シヤの規格では如何に これ

を取り扱ってゐるかをしらべてみやう 。

1933年の規格には板打t ，梁l亡針する指針は明示

きれてゐない。

次 の1938年の改正規絡にも この指針は明示され

てゐない。

本年 ( 1941 年) の改正ー規絡に始め てこ の指針が

のつ にのある。即も

「釘打充腹梁、釘打充腹ノj 、屋梁にありでは断商

二次モーメント叉は断面係般の算定 l亡首 りウエツ

ブは之を考慮する 己主を得今。ウエツ ブ部分叉は

共の接合部は勇断力 l亡抵抗せしむる様検算すべし

ウェヌプが単式の場合 は少 t 共 2 暦の板を 交叉 し

て配するものとす。」

叉 こ の ｾｋ フ ランヂが 多 数の 部 材より なる時は

その部材が多くなるにし? こがひ、 1 より t1、なる係

数を乗するる 事を も規定 されてゐる。

X I  1 0  

拙:誌に採用し ?この は、 ウェツフーをも断面二次モ

ーメン ト、 断面係数の算定に入れる代り Ic:を韓 と

してこれに低減係数 .07 を乗じて 、その梁の 曲げ

に劃する強き を低減しである段、安査性は大であ

る。

今度のプロシヤ法規で はこの釘打充腹梁l亡於て

は、全腫に 同ーの係教を来す・ること な 〈、 「フラ

第 12 園

部 分 卜

同 2.

同 3.

3  ンヂが多数の

.1  f  部分より成る

左闘の如き場

合は 、各部の

断面には 、計

算 i亡賞り下の

係教 を乗今べ

し。

甲 = 1. 00 

叩= 0. 80

甲= 0. 60

同 1 4. 甲= 0.40

更に部分ある時 マ= 0.20

主規定 されてゐる。然し我問 l亡之を採用する! と



第 13圏

あたっ〉て施工 を考

へ( 釘、金物の不足

板材 主小角材の材債

の差少き こと 等〉で

フランヂは単一材 を

使用し て左の如 〈構

造す るを可主 信すもる

この場合、 プロシヤ

法規によれば係数は

1 となり、 フラ ンヂ

の強度 は減じな い こ

t  になる が これ は、

やは り集成断而であ

ることを考へ、0 .9乃

至 0. 7 伎 の係]肢を采

す・る を可主 伝-十る 。

プロシヤ法規の今回

の改訂以前より 定 め

られてゐる ヂヘJ しを

第 14困 問ひ Ｑ こ 矩Ｗｦ ｾ梁にあ り

では設計施工入念な る場合断商係数は下記の係数

を?来十 るこe !となって ゐ?こ。

2 居の場合 甲= 0.85

3 居の場合 甲= 0 .70

この係数は今回 の改訂 l乞よ り釘打充腹梁、釘打

充腹小屋梁には酪用し ないこk になっ ?こが 、私の

考へでは これを乗じ に方が よいと 信十る a 制法 l乞

於て も矩形梁以外にも この係数を乗じて、集成溺I

商 よ りなる梁の曲げ強さ は減じ てゐ?こ。制:g r新

興木構造墜J ＸＵ 頁に紹 介 しに ｾｾ ＱＴ 同の如 きも のは

Ant on Gattnar氏のBemessungst af eln fur Holzbau 1り39

の 3 頁、 4n より述べ?こ のであ るが、これ をも 3}仔

の如〈 者へ低減係激 0 .7 を乗じ てゐる。 勿論ウ

エツ ブの方も 的り' モ{ メント に幾分抵抗するとし

て ある故、 差 ｾ ｉ きすれば そ の 差は少 い。即 ち

フランヂ、ウエツ フヲt. 断面二次モ ーメ ン トに

Ｓ［Ｑ ｾ 入 Ｖ ＷＲ， 600cm
4  

J -.記陀低減係数0，7を乗 じTこも の

672. 600 x  0， 7  =  470，820cm
4  

ウエツブを全然算入せぬ もの

672. 600 ー 155，500 = 517，100cm
4

となり 、拙著K 保用し? こ方が安全性 に とむ。 第

12圃の l の部分が係数 1. 00即ち低減なしとい ふの

は常識で考へでも いりな い。一材より 造 り出し 7こ

ものと 、集成断面より なる もの主 はその強き 異な

。は蛍然で、 第 12闘の複雑な断商集成 主これに一

々係教を 別 l亡しに ものを 定めにのを み ると、理論

偏重の滴逸の役人の頭の中を見るや うで、微笑 :;e

禁じ得 ない。

今回のプロシ ヤ法規の改正に或は闘係がある の

でな いかと 思 はれ る Ernst Schi schka 氏の質験結

果 に よるも 釘打充腹梁で

rl l 空のも のに劃し ては低減係数は 0.8

L J1手の も0) では下闘の如〈 低減する をす ::> めて

ゐる o RPら. プロシヤ法規 の1.00 I'Cて低減なき

1の部分 もこれで は0. 9の低減係数 を来す・る や う

になってゐ る。さ もめ るべ きこ主で あ る。

第 15圃

叉、釘 は到断ブJ I'L f:4し充分打つベし 、 とす 〉め

てゐる、

上 li 己に よって私 は釘材充腹梁の設計に封 し設 計

指針 主し て次を提言し ?こい。

l フランヂ材は第 13岡の如〈単一材 E せよ

2 断簡二次 モーメン トの算定に は ウエツ ブをも

3; 1: 入し得 るが 、計XL ! -.は次 の低減係教を乗じ

? こるも のを採用せ よ。

a) 設計者自身が現場 を離れす"ii; に施工上監督を

なし得 るとき は低減係数 0 .')

b ) 設計者の意途を 正しく 理子干し得 る現:fo}皆 符者

の向ｾ れ さＧる指示或 は 設計 三 者 が隔 日 に一回 ｻ立 現

場に見ま は る程度のも のは低減係数 0 .8

c) 共 の他 の場合 は低減係数 0.7

上記低減係数は若 しウエツプを断凶i二次 モ ーメレ

トの計算 lと算定せぎ る時は0.9:;e 1. 0  O.  Ｘ ｾ Ｐ Ｎ＠ 9  

0. 7:;e0. 8 とす。

3 ウエ ツフ' 材 は勇断力 lζ 充分i耐1・へ得 るものと し

中空 ( 4亜の とき ) の k 引 枚の厚2cm( 正6分)

以上 1 '11ヨ( 2重の 主き) Ｑ 枚 の ｉ ｾｉ Ｔ｣ｭ ( 1寸3分)

1  1  XI  



ｊＮ［Ｉ、 止の材 Ｈｾｉ 成 ｨ 松材Ｉを使用せよ、且つウ

ヱツプ材は勢断力より起る挫屈の験 しを行ふ

を要す。

4 フランヂ材を接ヤ必要のあ る時は曲げモ ーメ

ントの大なる酷をさけ、同材以上の添援材を

使用し、こ のf I ! f : 力を体連する に充分なる接手

をなすべ し

以J :誕t:' 常識がJ なことを のべ 1こが 、よく仕様書

や、叉ブロ シヤ法規等』ともあ o r入念)j を工」 とい

ふ概念程アイマイなもの はないので上氾の低減係

数を提案し Tこのある。

上:11己の低減係数は計算者の、施工 の不完全を見

込 んでのー研 の良心的安全軍事ともいふべき もの で

ー 制て之を強ひる必褒は ないと思ム。我間建築法

規の許容膝力j支が樹めてザツトし ?ごも ので、樹脆

別、! 底力別にのみ教官t( が興へられてゐるにすぎぬ

故 、強度計算を 正確に や るl亡は不便があ る。 プ u

シヤ法規の如 t 、 1  ｾ 等、 Ｒ 等、 3 等{ 亡別げ て許容

!底力度の指定がめ れば . 本迭の計算 も今少し精-W，:

なものlてな るt: らう。 故に 、 プロシヤ法規の 1 '等

材 に相詰す る、節の制限、合水準の制限 i亡合絡し

XI  1 2  

且材をすべて制り上げの仕上になす様 な場合には

ウエツプの低減を第 13聞の如 く構 造 し7ことき 1即

ち低減なし主 考へて よいでせ i 、。拙幸子にも木造山

形ラ { メ ンの所で低減なしに使用 しで ある 個 所が

あるが 、あまり 材が大 きく な るので、ーI: ，i' j己の芯味

で慌 し? このである 。

xJ t・の lてに注意すべ きは、 梁の断雨ー決定( 1. モ

ーメン l 、妥i断ブJI こ祇十えすると いよ、行 けは不完全

なので 、必 十控み の ｦｬｊｦｾ しの必 慢が ある。こ の Ｗ こめ

には控みの計算値 k 貰験仙 の比 較を しなりればな

らぬのであるが 、我閣に於ても 、賃験 もも可成 り

殻表 され、 叉潤逸のもの等も 護表 されてゐる i枚、

自己の採用し た型が、 賞駒子みの主!Jに似Tこも のな

れば、 従来の 貰 験値 ｕｾ す照し＿こ、 計算式を以て控

みを計算して、控みの限度以内 に これを牧め得る

桜 lてすべ きである。

向上.症 しに方法の外 、テイ モシエンコ氏の The

ory of E1astic Stabili ty の第 7 iV: 滞板のt' l" 周花 、イド

法主 ｊ 打 完 ｉＡ 反梁に Ｍ ｪｾ の アイデア を 利用し 得 る主ｦｉ［手 記

述がある 。同謡番 270 頁 を参照されにい。



大 阪 市 に 於 け る 木 造 二 階 梁 賓 験 報 告

は し が き

事費勃登以1 { ( 本市建築物の大部分は木造による

の他 な い 他 商 木 材 資 源 の 需要は時局の進展と共

lζ 奈々その度ーを加lへ、従来/1、製校蛇 i亡事務所用二

階 梁、共の他、 長大なる材lと充嘗し来りし米材の

使用も闘際AA勢の紫迫化と共にj額三五( 1ドJ l-. の己むな

き欣態となりつあり。

此の黙に鑑み本市技術聯千?合 tて於ては昭和115年

2月木構造調茶伝f究委員千? を本市建築科令を主鐙

として結成し、木造二階梁の合成を研研せしむる

と共K 、l J ii < 従依の木構造の合理化粧例化 否計ら

しなるこｾ ' " せり 。本質- 験 k fE; り種々御斡旋、御

助力を? 賜はり Tこる jjfJ 電話局西崎技師、 電集局編知

! 支師、建築部佐々木技師、全霊古 [1三浦投師、電気

局高速鍛道部材料試験所佐藤氏の御好意に封し厚

〈御鵡を申上ぐると共t亡、賓臓に従事せられTこる

委員諸氏御勿力に劃し深甚の謝意ｾ 玄 ・する 次 第な

り。

第 一 章 供 試 種 、 荷 重 、 測 定 裳 置

l 、 供試韓の撰主i::

本賞験はその蛍 ｉ 時貰 ｩＮＱｾ の

i1i {蓮lモ向ひっ、めりにる

「ヂ ベ) ! "' J 鋲及び主J を使

N"Jせる賓物大似: 試護 lとよ

り組立梁の可能性を問ふ

ことを問的とし、 「ヂ ベ

ルー|鋲及び主f の基本的性

質 ｉ ｣ ｦ ｾ 目しでは各方｛断 的 必

ず干の殻表批 l乞研 究 iと倹つ

こと〉せり。

Ｑ ｾ 日 Ｎ ｴ ｬ糟 は首初「ヂ ベ ノ ｴＭ ｊ

鋲椛逃及び;t f打構造によ

るも の各々二個宛の珠山

なりしも議算超過の給果

「ヂ べル」鋲構造による

もの一個、 釘打構浩によ

来 筆 者は大阪市1 J " ; ー建築羽駅長

第

大 野 勝
郎※

るもの二個とせり。

2、 供試強の設計

圃

本組立梁は事務所建築用二階梁l乞使用する目的

年て、南種共張間 7，20
t h

梁配置間隔 1. 8伊 成イ

60
c
舶のもの主せり。

a 、 「ヂベ J レ」鋲組立梁

荷車 ，積載荷重 300kg/m
2  

大梁別2拘 :!kg/m:!

床板 8  "  

ヲミヂ|ニ

根 太

16 "  

5  "  

269  kg/mゴ

3廷、単位長 l 曲 iz:: H き 269x 1. 8=485kg/m 

自主11 "  42 "  

527kg/m 

ｲ ｾｾ 端支へのトラス主して併法を行 ひ各部材臆ブ ｪ

を求め、木材及び鋲の許容耐力を共の如〈限定

し、設計ーせる結果泊 l 闘の如き設計岡を得Tごり 。

木材 :  許 容引張臨力皮 9Ckg/cm:! 

i子f容 摩縮膝力度

許容臆曲力度

1  3  X I  



Ｑｾ 凶必

出I:i UII 

P雫誌、総冬、

ri 善説 l

「ヂベル」鋲 :  許容耐力 220kg/ 一個

ポ、ル ト控 ト鋲教 トノ闘係次 ノ如シ。

鋲数 10以令 18以下 25以 下 ( 如 岡 )

ボルト極 12f Om 16rt•m 1911¥111 

b. 釘 打 梁

荷重 積 載 荷重 300kg/ m
2

大梁用 240kg/m:l

床 板 8  11 

天井

根 太

16 "  

5  11 

計 269kg/m
2

梁の単位 長 ｬ 凶 ｦ｛ イ ｾ ｊ き ＲＶ Ｙｸ 1. 8  =  485kg/m 

自重 70kg/m 

. 計・ 555kg/ (I1 

南端支へのトラスとして解き次に節結に於げる

二次感カを概略ながら次の如き方法 tとより求め

Tこり。

l  梁金聾として撹みにより生十るもの

2. 根太よりの集中荷重に より生す・るもの〈根

太配置間隔は45
C

凶とす)

3.  斜材より加はる集中荷量が弦材に等; f f j せる

ものとし、之 によるもの及ぴ自 重陀よ るも

の。

j析の!mき形 式の釘打梁を、以上の如き方法によ

XI  1 4  

第 2 liI 

り解法を行ひて、可なり

や否や疑問の存する底な

れども、設計を非常 ｬ 仁 ｾＡＺ

ぎ? こる結果斯る方法によ

るこ と 、 ぜ ん 此の結斯

界構成者の御叱正 と御指

導を賜は らば幸甚の至り

k 存す・る 次第なり。

木材の許容強度は「ヂ ベ

J L- J 鋲の場合と同一 lζ し

て、釘は首初4
11
及び5" を

用ふる計重な りし も入手

難 の結 果4弘11 もののみを

用ひ釘の耐力板厚 Ｓ ｣ ｲｾ e  

して、 5誌にの如< 1限定せり

( プロシヤ法規による)

二商勇断 145/kg  1本

一面勢断 72.5 "  

釘の配置、l藍縮材の挫屈に閲 しては プロシヤ法

規に従ひ?こ り。以上の方針により設計せ るもの

が第 2 闘の如 き釘打梁なり。( 第 2 闘J

3.  供試殺に必要なる資材及苦手ブJ

( イ) rヂベ J L- J 鋲組立梁

木材 0. 535
1113  

鋲424ケ ー7. 2kg

金物 55.  Ｖｾｧ＠ 乎 Ａｦｾ 大工 4 人 ( 推定)

( ロ 〉 釘 打 梁

木材 O. 55
rn

九 釘 約 25. 2kg[4W1
釘2460本

1
sl

他に傾打用共j

手tUJ 大二L 6 人 ( 推定)

4. 供 試韓の製作

6 月10 日より市立一凶島貫業準校工事現場に於て

電気局替鰭係より平均2- 3人の木工を拝借 し、

官官経理部 、替繕謀工事係 lli j ' 閃氏の協力を得、建

築 音1¥背尉英二! 変削i指導の下 lモ製作を開始し 6 月

20811 : 終了せり。

( ィ)

「ヂベ、ル」鋲組立梁の製作概要

用材を指定寸法に裁断、 「ボルト 」孔明けの後

之を床上陀配置 し、 「ボル ト」孔周囲t亡、鋲打

込位置を記入する後より相首選量の大「ハンマ

ー」 にて銭筋の先端lモ孔を穿ち? こる打込用 具を

用ひ順次鋲を打込む。この場合鋲位置に節等の



第 5 圃 15.6.1 B  釘打梁組立中

.4圃 15.6.18 釘打梁組立直後

ある時はj曲賞に位置の挫更をなせり。鋲打込先

了せば「ボルト」を孔に通しつ〉下側材より順

次上に重ね、材位置定れば材を鞭打し、 「ボル

ト」の他端が出る迄鋲脚を上側材に打込み、-j (

i'C i ナット」を利用し長30
c
J r i 前後の「スパナー」

を以て締め込む。約Iめ込みに際し材ーを叩きつ〉

締め込めば一層「スパナー」の利き良し。

( ロ) 釘打梁の製作概要

月 ｪ 材ーを指定寸法に裁断し弦材と耳 ｾｩ 出材を傾斜 ｦ

「ボルト J 9
m m

]てて締付げ、斜材を並ペノj、釘を

以て偲留しそ の..I : VC弦材 1.. )・x 5寸ぞ立立べ、釘

位置墨tP，しのートj c r. J 吋玄翁 l乞て釘打の上、機手

材を配置し思出し釘打をなせり。Ｈよ ｦｾ Ｓ Ｎ 41盈j)

5  荷 重 装 世

荷重装置は第 2 岡の下部に示すが如〈梁刷端出

下K おj栗石厚 4 寸位指間め、ノj、準校周米総二階

梁の切 ｽ￬ ｬＮｾ敷き並べ、その」てに Ｕ 寸角を間定し

梁を載せ、梁上lて根太として恨枠用「パタ ! を・

45
c m

l間隔に配世し、砂利受箱底板として恨枠月j

「パネ ル」板 2. 0尺 x 6. 0尺を取付り、側板色

して同様のパネル板を堅固に設置し 、切張 、筋

i主を? 取付け、餓級を} I - J ひて、動燃及び顕倒の腿

なき様、組立て? こるものなり。釘打梁は 2 個 並

列し同一荷車遊世の下 iて泣く事とせる篤、梁 t亡

直角の方向] Z : 於りる顕倒的能率の起らさ・る様計

算せる結果、梁相互間の1111隔 は 4. 095 尺となれ

り。荷重装世の自 ｍｩＺｾ 測定の結果は共の虫Ｂじ。

Ｈｴｲｾ ＵＮ＠ 6. 7.81副〉

a. 釘 打 梁lて主l し

ｾ長太 ・・ 0 ・ー・26. 3kg/叶

L ，依・ .......54.4 /1 f  

L装 置 全 鵠

控押ヘパタ・・. 16. 0  /1 (  109. 3kg/梁長 l米

Ｎｉ ＧＮ Ｚ ｉｾｬｬ 繋ぎバタ… ＱＲ Ｎ Ｖ (/ ， 
b.  rヂベ、ル」 鋲組立梁lて1Hし

根太・・・・ .. ..... ..I ，I. 3kg/m' 】

ーレ似ー・・・39 /1 f  

L装置 金 聾

! 後押へパタ ・・ 16 /1 (  74. 63kg/梁 長 l米

上高1I 繋ぎパタ・・ . 8.33 /1 ， 
汲め ｲｾｦ 草試験用パラスの重量測定の結果 ＱＶＶ Ｐ

kg/m
3

となり Tこる
l枚、各供試鴨 lて載街すべき

パラスの量は. j ，くの虫"し。

C.  釘 打 梁K 到し

裁荷すべき有

言十荷車の総量 =: 269 x  1.8 x  2  =  970kg/m 

き有 5 趨 15.6. 30  荷重装;夜ヂペル鋲組立梁

11 6 圃 15. 6.30  荷重装置( 釘打猿〉

1 5  XI  



第 7 闘 15.6. 30 載 荷重量置 ノ内部篤侯

第 8 闇 15.6. 30  織手書聖位測定装定装置

術監装置 の自翠 W1  =  109.  3kr;/m 

カHふべき砂利の重量

W2= W - W1  = 970- 10り. 3，=  860.  7kg/m 

梁長 Ｑ Ｑ Ｑ｜ ｾｦ し 砂利 の容積 Ｘ 盟 ｌｌ ｅ ＰＵ Ｑ Ｘｲ､
1660 

捕の 巾 6尺 = 1. 818'"  

職荷ナペき砂利の高き皿♀23一回礼 5C J 1l

1. 818  

d.  rヂぺル」鋲組立梨花謝し

裁荷すべき設計ー荷重の総.'.'.1置 W 田 485k&i m

荷重装置の自軍 W
1  

=  74.  63kg/m 

Jll lふべき砂利の 目方

W2
田

W -. W1  = 485  - 74. 63 = 410. 37kg/ m 

梁長 1
m

!モ制 し砂利の容積国型色: 7 = 0. 247削

1660 

箱の巾 2尺 = 60
cl自

戦荷すぺ き政利の痛さ回 一主 笠L r- 0. 4l tn

0. 60  

戟 荷はうtづ設計 荷 11のみ行ひ梁の待i Hてよる時

XI  1 6  

間効果の如何を相官j長期 11: i歩り観察の上 、主J 打

梁のみ智ｻＭｾ郁 Ｑ｛ ＱＴＮ Ｑ Ｚ を ＲＱ 吾 Ａ ＿ＺＮ せん 「デベール」鋲組

立梁は この読み前々 の原凶 l亡より後想より大と

なり存る結果、之以上の載荷は危険を伴五、成あ

りと考へ中止せ り。

第一回載荷 7月2日施行

「ヂ ペル」鋲組立梁 :

午前 10時開始荷重は弘づ〉 三回 lモ分ちて行ひ%

を載荷するに要せし時聞は約6分にして 、載荷し

始めてより 10分毎に各種のlJI1J j とを行ひ測定後直

ちに次回の載荷をなし 10時五ド終了せり。( 第9困)

釘打梁 :

午後 2 時開始砂利融量を 3 回に分ちて行ひ、弘

被荷ず るt亡要せし時聞は 12 - 16分載荷 し始めて

より 20分毎陀測定 し、測 '. . 1. : 終れば直 ちに次回の

載荷主? 行よ、。 ( 第 10園)

第 2 回載荷 8月6臼施行

釘打梁に劃して行ひ午前 10時30分開始、第 l 巨l

の時と同様の要領! とよる。( 第 11岡)

6. lUlj 定 事 項

て ｉ ＺｾＨ の Ｑ 宝物大 二 件＿梁街 頭ー 試 験 を見 る ｬ 亡 、 ￬ｗｪＧ 心事

望史 屯 ‘ 晶 、 噌 ミ

第 9 圃 15. 7. 2 第 l 回裁荷j ，t 況ヂベん鋲組立梁

111 10 圏 第 i図載荷 貧 況 ( 釘打梁)



. 1 1 圏 第2回誠荷賞侃〈釘打梁〉

項 主しては中央:1乞於げる最大技み並に両端より

梁張問の14分 貼に於ける控みの測定 lと限定 され

? こり。本質!取に於ては此等の控みを卸IJ みとする は

勿論なれども、この:肢も 重要なる技みの rl lって

ラKる! 京国を柳か究明する目的を以て失 の各項 目

に就て測定せり。

1， 梁 の中 央及 Ｑ ｾ 分黙に於りる援み

2， 各節鈷 lて於 げる 材 相互Il rJ の相f -t的鐙 位

3， 上弦及下弦材の栂手に於げる相割的経位

以下各項目 K 釘ナ る袋白石? 簡翠に謹ぶれば共の

如し

1. 梁の控みは梁の雨端に釘を打付け、 7K糸を

張り中央及4分ノ l分 賠に緩め固定せ る物指に

より測定せん

2， 各節鰯 fl : 於ける材相互間の相創的鑓位測定

の?こめ、 弦材と 垂直材弦、 材と弦材に夫 々

「ピン J ｾ梁材 に直接 Ｑ ＱＺ 或 は間 接 ｬ て 打付け、

載荷の前日それ等鋲問の読をノギスにより測

定せり 。

1 1ft 

第 12 国 ( 第 l 表)

ヂべfy鍬使用組立浪 中興摘間接

1 ・測定笹

2.. 6=26 T
O

.

19

幽謀 6… 中央 t恥 T… 日

3  -各1f t 季節完=廿ルスIJ y J，

ヨリ下武ニヨ 1) 鱒定切り
骨子

o=f2十(E1T3b9u(白十E十V回ω)) fD f  be 

rl1α ). .. 鹿s，ez庖npF陶併僻zFFzjIZ，'z上，下創(コ22K(僻1ゲル1li 2  

rvoo 
' J 

∞ … 企下 ｍ トｾ王 Ｗ 将材 ｚ 1・・lイ手市調4 。

. 圃

f ぜ

リリ ハ I  - ;  .jIJI ..gf:jl!Lーョ

ol! ｾｎＷ￁ｭ Ｇ＠
一 :)  t貫主

ｾ＠

一t+

F  

組組重
』aE ' e F  

;;'$' :.tl; ミ土

i7':r，甜ハラ羽 -Pt-..: 
ト千" ' l " " 4

ｉ ｊｚｾ ｴＱ 斗ｾ実車績二鑓Ｂ が 同 Ｎ ｾ 時 ｉｉ ｾ 的 舛 Ｗ Ｍ 』 ｦ 「 k  

'/R0 E  

-， 

1-.' 

凡例 仁コ 曇 圃園前

• 13 • 

この節賦に於げる 襲位測定鋼所は約 330 ケ所

なれり。

3， 上弦材及下弦材の稽手に於げる相蚤I的強位

の測定は載荷首日 l 日は「グイヤル、 グーヂ」

により測定し 、 ぞれ以後は前項 ( 6) .主同様強

め打付げ? こる鋲間隔の襲化 により測定せ し

第二章 寅 験 結 果

( 1. J 供試趨用木材の諸性質

主草紙局臨時高Wl餓道部材料試験所に於了て行ひ? こ

る結果 lモよれば:j .くの如し。( 第 12掴「貨¥1ぷ_j)

( 2. J  rヂペル」鋲組立梁

• 14 回 戦 荷 後40日目に於ける「ヂペルJ

鋲組立梁3置況

1 7  x. 



ィ、捜み主載荷時間 E の開係及び按み 陀於ける

木材乾燥の影響設計荷重の金量を載荷直後

1.3
clll

の接み生じ時間の経過主共に念激に捷

みは増大す。 ，第 3 聞に示すが如〈載荷後 8 日

迄提みは増加の 一途を 辿り ＳＮＸｾ｣ｭ に達し、そ

の後降雨、曇天の連続のTこめ援み増加の速度

減退し ＱＵ 日目、即ち降雨の絡ｾＮ，こる翌日 ｬ より

接み増加の速度は急激に加はる。 25 日頃より

特にその傾向大 k なれり。( 第13岡)

その蛍時略算ながら各櫨手及節鈷の鑓位よ b

算定せる( 3 ) なる曲綾にて示きる〉結果 k 大

なる差異を示せ るを以て、種々観測の結果材

の乾織により材相互聞の間践を生じ各節賠lて

於て、臨麗材及@¥張材よ加はる臆力の?こめ弦

材は踊闘し、臆張材端 k 弦材主は密着し臆盤

材端 k 弦材聞には間際を生じ、節黒占南側iて於

ける弦材の探れを無硯せる限定の下I ' C

""，， " 2  '"同 t

a n = i 元+う: _ +寸O(O( n- sn) なる略算

式にで算定され得る芋の接みが増大するこ主

、なる。上式中のαn及。nの値を7月25日、 7月

31 日測定せる 結果 より onの値を求め? こ るlτ 、

7周25日約 13
c
tn、7月31 日約1. 6

c
rt¥ e なり (1)

及 ( 3 ) の曲紘聞の差に相賞するものに略等

し 〈 な れ し 勿論締付嘗初より 弦材及斜材問

医間隙のめり し事は争ひ得ぬ事貨に して測定

せるO( n 及 日n の値の全臨が乾燥に基因せるも

の k 雪ひ難し。 この場合弦材のある部分K 於

ては ｬ 忠 ｾ 材中ｦＢ ｣ ￌｩｩ 込みたるものも 存ナ 。

接みの橋大が果して乾燥による材聞の間際、l亡

起因せるものなり や否やを確かむる? こめ、荷

重を共の健に して rス パ ー ナ ー J I ' Cて締付け

たる結果固に示すが如〈按みの橋大は念速に

減少せるものなり。

53 日目に至ち荷重を撤去せる結果。その直後

に於て残留饗形5. 65
c m  

e な れ 以 後 圃に示す

が如〈残留鑓形は減 少 せ ん 同 棋 の 事 柄 は左

右端より 4 分ノ l 分黙に於げる接みに封しで

も言ひ得る事は闘により明か 1_T ｾ＠ 0 第 15園は

中央按みを劃敢方n艮祇に岡示せ るものなり。

( 第 14、15固) 、

ロ、各節鮪及端手に於る建位、臆盤材に D臆張

相 1 8

材に T なる名栴を附し一端より順次 0
1
0

2
・

…T1T2e 記披を附し、載荷後の時間主測定値

k の関係を示せば第 2 表 a 及 b の如し。( 第2

表挿入〉本表に於て 0' 10' 2…… T' l T' 2 等は

南側より見? こる 場合 D1 0 2… … 及T 1T 2等の

裏側に於る測応値を表す、梁形左右封橋荷重

も左右封稽なるが故左右相封臨せる部材の表

裏及側に於る上下節黙の費位の和を求め一括

聞示せるものがt{O 闇なり。 10 8 I ' C就て説明

すれば、 l 及 l' 曲棋は夫々 01材の表及裏側K

於る読を表民し、周囲下に示せるは 01及 0
8

材の表及裏側に於ける額の平均を示し、同時

に 01及 0 8の平均値も 示せり。 叉臨底材、臨

張材、弦材及雨支端材の読の平均値を一括し

て固示せるものが第 Ｖ 闘なり。 Ｈｾｾ ＱＶ ， 17困〉

次にu- uは下弦材の植手K 於げる 主主位 0- 0 は

上弦材の植手K 於げる 鑓位を表はす。同時にそ

の平均値をも添附せ り。

以上の結果より瑚lか猟断的推論を下せば次の如

し。

1. 控位は臨lis材に於 ては端に於 ける程大きく

その最大値は O!) 材の裏側に於げるも のに し

て荷重撤去前の測定値50日目に於て 3，4rt1凶主

なり最小値は O(i 材の裏側のそれにして 50日

目に於てO. 55
m 

l : : なれり。

肱張材ーに於ては材位置による 鑓位の差異は肱

酪力 K 於ける 程顕著K 表はれす o その最大値

は T2 表側39日目の 1.6町 n にして 、最小値は

T 2裏側29日目の - 0. 55
m m

なり。 T
4
及T 5VC於

げる値の/J 、にして却って臨l 1J 1材の如 き結果を
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呈せるは、下弦材の櫨手tζ 於ける延ぴの影 響

を受〈るものならん。

臨盤材に於て端tて近き材程大なる謎位の生する

るは曲 げの;影響に よるものならん主 考 へられ

臨i 1E材の盤: 位の肱張材のそ れ より大なるはl也

監材に於ては慨して柾目のもの多〈肱張材に

は板目のものが多かり し?こ め、及び「ボ ール

ト」 による鋲の締付程度隠張材に於けるよ り

ノj 、なる に原因せ るもの k 考へらる。

2， 肱張材、 ff!f. 鹿材を通じて裏側 l亡ゐる材の、

若は裏側面の鑓位が表側のそれより大な る傾

向を呈せるは 、裏側の方日光の直射を受げし

事多 〈従って乾燥による影響の大なり しfC原

因せるものならん。

川 ｾ･

3， 時間接み曲線と時間鑓位脱線とを比較割照

すれーば、曲線の起伏欣態が大踏に類似せる結

果を示せり 。之によりても控みを 支配するも

のは各種手及首 ｩ 鳥 ｾ ｋ 於ける謎位なる事が 混 は

る、 認な り。

4. 檎手t乙於げ る謎位は下弦材に於て顕著K 現

はれ、 ｊ ｾ ，弦材に於ては殆んど現はれ歩。 これ

上弦材K 於てはlA縮力 と受〈る結果材' 1 : 材と

が突付げ の 欣態となり材の破壊臆 ｛ｾ力度に主主

する迄、即ち監縮により材が破壊さる〉迄鑓

位む起らさ' るに基因するものなり。

( 3. ) 釘 打 梁

ィ、控みと故荷時間と のIbM係及び抗みに於け る

木材乾燥の影響架中うたa 及び雨端より四分ノ一

分 黙陀於ける按みを測定せ る結果を凶示すれ

は郊 7 闘の如し。岡rc於て曲総( 1) は中央:fζ 於

げ る控みを衣はし E は米側の四分ノ ーサ 黙の

控みを W は問側の四分ノ 一分 黙の控み示す。

按みは 中央に於ては載荷直後に O. 8
m m

程度主

なり 6 日目頃まで漸土脅し 、ついで曇天と附天

釘使用組立製続み曲.

1… 測 定 後 中 央

2…6  =/17 r
Ol 05

幽鎗

3... O  =  22. 5  ｔ｡ ｬｏ ｾ 由自由

7R2日午后 11詩'Hl 下図 O日

35日目第 二回翻o

41日目パ7' ) ， I' I除去

? う日目令4閥除去( 鰻1: 111見!t l

WE "111箱ョ，，'14 i ，位置: I ! ' 刊mみ

-'.固定4車内二. ，踊，i j ! Wil
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ｾりも ( 第20閥、第21岡 ( 2表a. b) 第22闘

a. b. ｣ｾ､Ｎ 第 ＲＳＮＲＴ 岡Ｉ

測定回数の少かりし今一つの原因は肱座材 即

も宜ー直材に於ては中央に挿入され? こる材主弦

封主 の相制的鐙位は梁形上lti J，2! 測定する方法

な〈外側に添へ? こる垂直材 k 弦材との相封的

費位を測定の他 な し 叉臨張材即ち斜材に於

ては斜材は別として、弦材は外側に添へ? こる

弦材を基とせるにめなり。併し乍らその費位

の全般的傾向は窺ひ得る主考る。

V は垂直村を表はし、 T は斜材を表はず。南

側 (6果の方) より見τ 左より V
1
V2・…・・T1T 2

"  ｾ記就を附せり。闘に於て Ｑｖ ＱＵ は、 ｖｬ

及V 15 は夫々左右相釘癒せ る位置に存在する

関係上同一聞に一括してその塑位を示し fこり

闘中 S 及N は南側及北側梁の表及裏に於ける

値の平均値を表 はし、 N 及 S は夫々 N
1とN

15

及ひ・
Sl ｾ＠ S15の平均値を表はし、叉V 1. V15は

釘

標

府

組

怠

視

問

中

島

内

幌

白

続想問襲，ｾｾｾｾｾ，Ｚ ｾ＠ ' ) 附 制a

u‘ . 15踊 2・n 園理園内1L- 1t I 合 留H 刊 d羽田信福100置鹿島

.，'"・次回' i i i Ui m. 7月2日午見出211号機給実

dj昌晶玉笥

t免 11

[ー 制

主が縦続せる結果強みの進行一時停止の猷態

を示せるは木材それ 自身の強度が含水量の増

大によ り減少するにも拘ら子、木材の膨脹 t乙

法〈影響を受 〈る がTこめならん主推定さる 。

ーたに税荷後14 日目頃即ち曇天主ノj 、雨の連続依

態が過ぎ本格的夏の季候 主なりてより、漸弐

捜みは増大し 23日目頃よ り念激に増大す。

これ木材の乾燥せる結果木材繊維主釘の聞及

材ｾｦｉ万 Ｚｦｦｬｬｋ 間隙を生じ＿こる結果挺みが増大せ

るものと考へ得 る，35 百回積，1者荷重: を 2 位に

せる直前! と於てその控み 2
cm

、その直後に於

て3，13
c1

白色なり 2 日間は念激に増大せる も故

荷後降雨の結果 3 日自に於ては却て減少を楽

し降雨の終了と共K 再び増大し 42 日自に至

り、3. 4
c
凶となり「パラス」を弘除去せる結

果 1，25cm ｾなれ その後漸減の傾 向 を示す。

以上中央の控みに現れ7こる現象が左右よ り四

分ノ 一分離に於げる 按み K 就ても同様瀬著に

現はれ＿こり。Ｈ第 ＱＸＱ ｾ ｖ

初期の按み と時間効果( 乾燥によ るも のを含

む) 曲棋を求めにものが第 8 闘o = 11. 7To. 105  

にして同岡 δ=22. 5TO. 105 は最初より積故荷

兎を 2 傍にせ る場合の控み主時1m効果を推定

せるものな れ ( 第 19岡〉

ロ、各節鞘及檎手K 於ける 慶位釘打梁に於ける

首 ｩ 聖 ｾｩ 測定個所教は ＲＳＰ ＱＢ 所以上 ｬ 乞建し、 Ｑ 回の

測定に長時間を要す る結果、測定員背樹氏の

絶大なる努力にも拘らす・、測定回数は第 9 岡

より 第 11固陀示す如〈 少かりしにめ、 「デベ

ル」鋲に於げるが如〈明確なる結果は得られ

国19 
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及び ｎ Ｑ￵ Ｎｓ ＱＵ の平均値 ｾ 表は せり。か〉る事

柄は2V14・3V13. . . . . . 及び斜材'VC蚤Iしでも同様

なり 。以上第 17圃よ り第 19闘迄を通覧して推

察し得る事柄の概要を摘出すれば弐の如し。

1. 釘打梁の設計は 「ト ラス」として計算せる

も、新る織造物主デ単な るトラスとして果して

如何なる賓 験結果をｾ H!.す るや危慎の念を抱 き

しも幸にして二三の例を除き、 l忠駆材はl監駆

材として 、T!!f 張材 l訓告i張材 k して作用せし事

Tごけは判明せり。

2.  胞ｾＱￆ材即ち ｾｩ￱ 材 ー に於ては各 材 全 般を通じ

て初期稜位と第 2 @]i !ま荷i前の30 目白に於ける

縫位 主の薬依り大なら令。これ即も初期鐙位

ＰＮＲ 凶 ｭｩ ｊ￭ ｊ 後 は弦 材 ｾ ｩ ￆ ［ 芭 材間 の 胴突 の不完全

による間隙の影響 を大いに受〈るものなる事

を読するものなり。‘ 即ち初j切に於てil 奇荷 主同

時に 0. 2---:0. 3
01m

程度の胴突の不完全に よる

問l際 l乞近き謎位生じ、その後を垂直材の弦材

ｖｃｾ 討する減込による鐙位生せしもの主推定し

得る認なり 。第 2 国税荷即ち動荷重のみ借地

せる時の鐙位は時荷直前の 2 倍主なれるも、

税荷直後の鑓位の治加は専ら垂直材と弦材IUJ

の部分的減込( 垂直材の木口が弦材に完全に

密着しては居らぬ故〉又はそれ等の全部長f J ち

V
O
.V

7
.V9.V I01' L 於ては一部延びの鑓位の生す'

るものあるはこ の部分陀於てはi f :4+オを用ひき'

る結果、弦材の問的の影響11: 基 くものならん

主推測し得るもそ の! 原因nJ j かなら令。荷重撤

去の結果残留媛形は約O. ｐ 凸 ｭ ｾｏＮ 2mSt 1前後と

なれり 。

3.  臆張材即も斜材! と於ても 全般的傾向は臨時

材のそれに稀似? こる傾向ぞ示す。 この;場合の

判性としては初 i明謎f立は臨時材の場合によ七し

喧しく /J 、l乞して約弘となれしこれ肱張材即

ちゑ;1材 の節鮎縫f立は釘打}' ( 日分の鑑位 i乞よる結

果なり。扱荷後 3 日日位即時服樫材 lて於て胴

突の影響によ る鑓位の，包: 激なる i曾}JI1の停止せ

る時に到り て、鑓位の減少せるもの〉多き事

は注目すべき事柄主思はる。

陪張材 fC於 ても第 2 回赦荷前i ｾ 故荷後 と に 於

て 盤 位に頴 著な差異Ｚ 現る〉 事は肱 ｬｈｾ 材 ｬ 乞 於け

る主同様に して、約 2 倍近 〈の地加を示す。

残留鑓位は臨盤材K 於けるも の より 小 さく平

均し て 0. 05
1
1¥m 前後主なれも。 これ! 仮眠材に

於けるが如〈胴着の不完全に よる間醸の影 響

なさ事を沈滞 l亡物語るものにして、 この結[乞

本組立梁の 改良すべき宮余地の存すものなら

ん。

4.  総手に於げる 主主位中の主 なる特性は上弦材

に於ては、乾燥の影響の著し く大なる射なり

その原因 は明らかならぎるふ、乾燥の最長者まに

よるものならん。

第三主主 結 論

以トーの賓験結果 より大閥次の如き結論を得? こり

1. 今後設計並VC ｴ ｾｪ 工 上の注 意事項

ィ、 「ヂペル」鋲組立梁

1  : 架の時間控み曲線 k 各材節黙の時!日i鑓位曲

線との類似せる事責より控みを支配するもの

は各f ，i ii 駄に於げる控位なもこ k が説会11せられ

他而理 論 的 陀も詮 ｾｕ ｬ せらる〉が故 、 設計ーに於

ては強め許容 し得る 最大携みを定め 、各節黒占

及繊手 l乞於ける許容饗伎を逆に算定し 、基本

質 ｲ ｾ ｦ ｾ の 結よ ｉｾ よめ算定せる許容鑓位 ｖｃｾ 討す る 鋲

ｩｾｴ 力を定め 、 その耐 力が鋲の最 大耐力に封し

て油首の安全E与を有する場合 l乞は 、之! t ' 鋲の

許本耐力 t するが理想的なりと考」、。強度の

みより 言 へば、か〉る方法は或程度不経梢に

失す る感なきにしもあらさ「れども 、木材強度

の時1m効果による減少を見込めばJ蹄くす るこ

主が設も安嘗なる方法主思よ、なれ

2.  計算より算問せ る結果鋲敢の特に少なき 佃

所 lて於ては 、ーイ聞の鋲木村の行; 命的、不可illl

的献 紘 ｌ 似 ｪ へば Ｔ ｾ ｌＺ 裂の如し〉の護生により 、

1Mり] 充分なら さ' る時には全日豊と して*1首大な

る影併 を興ふる こと〉 な るが l枚、J祈る個所ーに

針しでは泊也・鋲教を増加しを〈 ことが必要な

り。

3.  中 央 ｬ て狭 まれるＡ 窓ｾ 材雨 側の鋲 は 、 ボ ー ｊ レ

ト 約 ｩ 付 ー によ る跨入度外側の ｬ｀Ｎ ｾ 張材よちノ ｪ 、 なる

私 ｉｾ ，ＧｊＡｾ 、 Ｗ 家楚 ｊＮ の鋲 ￯ｲｵ ｴ 力 の護 ｴ Ｉ ｾ 不可能の ｔ こめ時間

の純過 と共 l乙建f立の ;精力H瓶事干とな るを常 左

す。期る艇を考慮し臨腿材の鋲耐力 ｉ ｊ［ｾ副長材

のそれよ り幾分低下 しを〈事が必要な り。

，29i KJ  



4. 醸張材に於ては材端よ b鋲位置迄の距隊約

6佃主規定され? これども、乾燥に基 〈材端乾

裂の費生により鋲耐力は著しく低下するも の

k 思はる〉故、臆張材端は可及的斜に切断す、

る事を践するを奨む。

5. 下弦材繕手の鑓位は上弦討のそれκ 比し著

し〈大主なるが普通にして、又梁の控みに著

し〈影響を奥ふる故、下弦材は出来得れば一

本材 k する方良い。或は楢手位置を臆力の大

なる中央主せ十遁嘗な位置に設〈る事を 望

む。

6. 以上の様な注意を携ひ設計を行ょ、も 、時間

効果に基因する揖みの増大は不可避な り。か

〉る事責より製作に首りて少< k も::j，く式にて

示す程度の「起 !>J ｾ附することが絶 封的に

必要なり。

s= 設計I ' CJ象定せる最大技十乾燥の影響によ

る見込の読み

7. 弦材の植手部分に於ける材 r11 は、機手材主

密着せしめ鋲耐力の低下を極力防 C 目的の?こ

め可及的一様K なすこ左。

8. 以上の他施工に蛍りでは組立に際し、十分

締付 t るは勿論、* 根太配置前、並l乞天井仕

上自: iH'C 1回づ〉締付けを完全に行五、事肝要な

り。

ロ 、 釘 打 梁

1. 釘打梁の控みを支配する原因の主なるもの

は垂直材 k 弦材 k の胴突問の間際なり。この

間際を可及的少にせんが矯製作に首 引民梓Iポ

ールトを使用するは勿論なれども、そ の他泊

首なる手段により垂直材と弦材主の密着を出

来るにる良〈する様考慮すべきものとす。

2. 垂直材 k 弦材との接繍黙を考ふ るに垂直材

は大韓に於て繊維方向に平行な臆力を受〈る

ものなるが、弦材は繊維方向に直角な聴力を

受〈ること〉芯るが故、この間臆力闘係をよ

く吟味し雨方共安全なる様計算をなすべし。

3. 本形式の梁を「トラス J k して算定して可

なりや否やの問題は今後研の究I ' C{;失つべきも

の k す。

2. 組立梁「ヂぺル」鋲構造、釘打構造の将来

組立梁に必要なる資材の量は l苅述の如し。そ

X I 3 0  

の粧梢的f賃値の在来米材長尺物、並に日本材

長尺物に劃する比較は賢明なる 讃者の御批判

に訴ふるこ色、す。恐らく釘打梁は米材、日

本材、何れの長尺物に劃しでも魁情的にして

「ヂペル」鋲組立梁は米材長尺物I ' Ct : t しでは

劣り、白木材長尺物に封しでは優るこ主主思

ふ。 ヨたに長大な日本材、並K 米材の入手難に

封勝する見地よれ組立梁の将来性、及そ鎖

骨造の代用としての釘打構造、 「ヂペル」鋲

構造の将米主 言つ11様な賄に就き私見の一端

を述べん k す。

ィ、 「ヂペル」鋲組立梁、本質験に於ては 「ヂ ペ

ル」鋲組立梁は非常に大なる接みを生じTこり。

その原因に就ても既にー臨説明を加へTこり。本

質験は現場施行の最も謡t条件K 近き、賞験を行

ひ? こるも のに して、恐らくか〉る爵L毒事な貰験は

無きものと考へる。又、之を貰月ｾｉＧｃ供する［場合

の注意事項I' L 就ても既に述べTこり。向そ の他 I' C

「ヂぺル」鋲構造K 使用す る木材規格のfii l] 定が

赴非 必 要に して之 に ｲｾｍ す る ｊｉＮＭｾ 畳案 も目下 攻究中

なり。材の組合せ方を改良し端に近い部分を N

型左 して中央の部分は本質験の如 き型式 k すれ

ば、控みの減少をも期し得るには非す' や主考

ょ、。その具韓的設計-1剖も作製せり。

ロ、釘打梁 、釘打梁は質験結巣に徴するも 、そ の

賞用性は明かなり。但し本供試謹そのま〉のJI手

l乞て賞月j l ' C 供するには桂との接合結を十分考慮

する必要あ り。此の黙を改良 し最近釘不足が唱

へちる〉故中央部分は供試鰭の如 き充腹梁とせ

争、 N 型「トラス J k し端の部分のみ一部分充

腹主し? こ改良築を保丹j すれば、l 主J の節約を計 り

得賞胞に供し得るもの k 思ひJ- I . - 髄的設計幽攻究

中なり。

以上K より組立梁 k しては「ヂベル」鋲によ応

よりも、釘打によ る方が油蛍と思五、。

但し現紋の如〈、釘の使用量の限定さる〉場合

ｋ は此の黙を援和されｾる限り困難を来す。併

し長尺物入手困難，にして是非二階梁を何 k か作

るを必要とする時には特に許可を得ても貰現す

べきものと思ょ、。他の「ヂベル」ボルトを使用

するよりも、金物の使用量が減 じ、然も提み 少

( 以下35頁下段へ繍 o
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筆者は新手法をひっさげ、ライト・トラスと旗

印も 高ら かに小 合『止を設立 し、 専 ら現場に立って

居る。新興木排浩な ど主云へばよ〈聞えるが、そ

れは苦い経験の連続で、時には疾風に建て掛り ?こ

トラスを吹き倒さ れ、之が震に貴い犠牲者さ へも

1+ 1 しに。こ の一編が将来舌凶新興木構造の護達に

何等かの参考l乞供せられるならば手・甚此上もない

主むじて居る。

以下禿 ｾ ｦｌて述ぷる鹿は う た ｉ 伎の ｉ 宮験 ｫ その反 省、

ぞ主 としにも のであ り、理論に於ける誤 りの黙は

待1)指摘のー|て、{旬l賢尋: を念闘 して止まな い次第であ

る。

新興本構造に於ける重要な る Probl emは、その

京 材・主してのＪ材ＱＱＺｾ討する再検討にあらね ばなら

ない。

うや持Q号}が閥K 於て i故皮も銭骨骨'叉は餓官官

ト椛逃のヨ華Eやかな りし時代lκ乞は、木構造は殆ど大

工委せに して、 木材の ＱＱ 克己 ｩ 等が ｩ 庄 ｴｾ 誌にさ れ ｔ こ感

じがあった。

先づ その一例 主して設計J 士、木構造K は概 して

強度計算が省 略せられ、 甚 ｴｾ 漠と し＿こ 数値が一般

11: JIX扱はれ、 これなら安全t.: らう主 云つに程度め

憶測と留米の習a民主が設計や施工の基準 主されて

来 ?こ。

木材の新徐討 k 云五、こ E は」本製上よりも、 直接

これに依イ子して のみ掘められる建築墜 上の緊要問

題となって うl<iる。

勿論従来塩、木材が自然物である以上その性蹴

削制する因子が倒めて複羽iで・ある篤め共等の特性

木材の新検討

XI  3 1  

緒 言

;吾図未曾有の支那事; 饗応鹿の震に行はれ?こ鎖倒

の使用市| ! 限主、外材の輸入不能 主が建築界11: J j ! i J へ

?こ影響は頗る大 き し 他 方重工業の主要部I"j と大

陸経営の震には劃期的な蛾張が断行せら れつ〉あ

る折師、之が封策主して1木逝建築には新 しい役割

が興へられるに歪11つ?こ。

即 ち内地産の至極truノj 、な木材を使用し、如何に

して 短期 間に鍛 ｊｮ￬ｾ ＱＱＺ代る可き 堅牢な大張 問 建築が

完成せら れるかの問題である 。

然し乍ら l和式訪十| 大戦後敗敢闘?こ る狐逸では、錨

JnilJm裂に代る可き 大張r:日二本; 治建築ぞ、 Frei tregende 

Hol z baut emの手法に依 れ 既 に 十数年以前よ り着

々 と賞用に供し来つ ?こ鹿のものであり、 i)として事

新しものではな い。

筆者は事鑓 ｬ￬ 古 ｾＳ Ｇ［ｩ逸に 於て、宏 ｪ 止 なる大張 Ｑ ｭ 木造

建築を各所 ｋ 見墜し 、 管ら鴬異の ｦｬｲｾ { t >見張つ ?こ。

蹄朝後既K 数件の新手法lモ依る特許を得?こが、新

興木造建築の質 ｉ ［ｾ ｾｖｃ 営 つて は極々なる難問題が生

その底理には 一方ならぬ苦心が必要 之され

fこ。

昨年九月 遊撃韮才を顧十“ 新興木造建築" 1j. る一

審を上梓 し、その柿遣に岩手せ んとしに際、幸 ひ

最近先 Ｇｉｦｦ 堀 口 甚 吉氏が “ 新 興木 ｴｾｬｪ［ 逝感 ＮＮｾ 題し ＿ こ名

著者? 出版せら れに ので、理論方商はこ れに譲るこ

色、し大いに筆者の負拾の軽減せられfこことは 、

内心甚t.: Xまを強 〈して居る 次第である。

尚過日、日本建築 協子? に於て先輩織本道三郎氏

が長時1il1f'r: 瓦 れ 純蓄を傾け “ ヂぺ) t . . 接合左大3民

間木浩建築K 就て" 講演せら れ? こり、 近時漸 〈新

興木構造の認識が深められて居る。

来 筆 者は日本ライ トi j ! 染拡式曾註技師

じ、



を抽出し普遍的な係教を見出すことは甚t.: 難事 t

されて居に。然し乍ら ｾ逸 Ｈ乞於りる新興木 ［ ｴｾｴｈ 査が

準的研究K 基礎を置いて登展し7ニ故、その根本を

なす木材の研究にも 著 しい進歩のゐつに ことが見

越されない。

例へば木材の種々の方向 ｋ ｾ 討 する機械的性質に

関する Bauman の研究等はこの方面に偉大な貢献

をなしTこと云はれて居る。

木材の力率的性質は樹の種類、比重、含水準、

乾燥方法、臆力の種類、閉じく方向、又は木材の

歓黙等に依って定まるのである。

日本K 於ても林業試験場の森三郎、清水元雨氏

に依る木材 の合 Ｗ Ｎｋ ｾ 李主強度ーに闘する研究 の 中で、

護表せられ? こー 設に含水率3 0 %即ち繊維飽和泉占を

境 k して共の強度性質に顕著なる 差異があり、繊

維飽和賠以上l乞於ては其の強度は一定であるが、

繊維飽和黙以下陀於ては合水準の減少 k 共 に強度

f  5  

4  

*. 1 綱

制 ｾＲ

は地大し 、観性は減少するに至る k 論じて居る。

叉森徹氏の博士論文に於り る木材の力皐的性質を

七市 l亡且つて研究せられTこ結果は、 或 る意味 I' C於

て、吾凶木造建築の指針になっ? こI i : も云はれよ

フ。

lt判 ーはその ー設に「木材の! 監縮強度及ヤング係

数の )JII 力方面に依る差異に悩するがf究」主題して

居る 一 編 Ｂｾｉ し元米木材は組織の ｍ ，， ｝係上 、 繊 維方

向及年輪方向 にませする加力方向の除l係 に依りて共

の力率的性質が著 しく 異 るものでゐ る。此の賠( ' C

付いて時i ーは米 松K 就て第 11副の様な結果f t ' 護衣

して 居 る。これに依ればヤング係数 はｾ 縮 Ｕ 温度 ｫ

jltj 棋 に繊方向l乙於て故大であり、繊維方向主力H力

方向 との1tJ i奈1.ft' j脅すK 従ひ漸次ノj 、さ t なるも、年

輪方向の影響は等ろ/1、さく、 又之等の方向がヤン

グ係数K 及ぼす影響の程度は盤縮強度の場合 より

も遥かに大であ る、こ k が明かにされに。

叉木材- の強度に 及ぼナ節の影響等に劃しでも新

しい見界から次の誌な明雌な結論を導いて居る 。

即ち有笛i材主無旬l材 k の墜縮強度の比及び節の

性質にのみに支配され樹種K は無刷係 で あ る こ

と。及び有節材色無部材与の引張強度比は、直径

比 のみに支配 され樹種及節の品質K は無闘係であ

る主 論 じて居る 。

前述の様に木材の強度ーはカ! 1 力方向 k 繊維方向 に

依って著 しい差遣があ る故調進に於 ては法令を以

て強度計算の方針を明かに して居 る。即ち材軸が

繊維方向に平行なる場合が主主ー高強度、垂 直なる 場

合が最小強度 を示して居る。向従来迄木材の強度

性質を補捉する事が非常に困難であっ? こ矯め、木

材 の強度は嘗てにな らな い もの h 一世に考へ極め

て大きな安全率が木材 l乞謀せられて米? このであ

る。庇が木材i ' C到す る皐理的研究の進歩 主共K 木

材 の強度性質{乞及lます因子が次第に明かにされて

来 Tこので木材の許容( 底力度 も遂次高 められて行〈

傾向 fとあ る。

一例主して各閣に於 りる法定許容舷カ度が近年

著 し〈高められ? ここと等も木材の研究が進歩 しに

こと を装害す る一つであらう。

ｾ｜ｩｾ逃の許容肱力以￉Ｎｾ引用すれば 三 大の如〈であ

る。



( 第 1:衣) 潤逸許容! 車力度

Ｚ ｾ＼Ｎの通 り である。

ＨｴｩＧｾ＠ 2表〉 五Ｍ凶前二容 ｊ Ｎｲｾｻ力ｊＱｦＺ

斯の如〈逐年許苓[IQ{ 力!立の高められて行 〈こ と

は 、 木材の強度性質 ｬ 乞及ぼナ因子・が次 ｾ￧ ， 亡 ｬ リ ｪ かに

されて行〈ことを物語 るも のであら うが、米r: :吾

凶の木材の許宗f!iB力皮が部活のそれに比 し、高Tご

し〈懸隔のあることは 、建築川木

材 の 乾 燥鹿理が ￬ｾ［￬ｾ 卑に於ては，ｪｩ ｊｾ め

て理想的 l亡行はれ、且つ舌凶のおl

き商協度でな い駕め、木村ーに: 却す

るiA ' i 似てが非常に良いことで める。

然し乍ら今後日本の製材技術が

一層進歩し 、併せて完会な乾燥層

別のなされる時期が到オえするなら

ば更に高められて行〈ことは云ふ

迄もなからうの

H  木材の接合法

建築物の主鵠 とな る"' f き骨組は

木材の接合 lζ 依つてのみ行はれ 、

取合せ る方訟を仕口 と云って居る。

否 ｾ Ｇｩ ｬ に於 て は古米よ りこ の二方 法が至極巧妙に

行はれて居るが、何れ も金物を殆 ど使用せする、 接

合部分を著し く怯き込む矯め 、風陸、地震力の仰j

〈場合は常に 、こ の緊要な る接合古nl分 が、破寝せ

られ木造建築の欠陥を護却するのである 。

胞 が災守複沓工事 lて、性懲もな く:再び大工が千

年ボｾ ｾ ｾｾ ｊＡして Ｏ ｋ ｦ こ 体統 ｩ 乙 依る仕口 や繕 手を浩のる

でゐる から 、日 本 の災害ー防止は容易l乞望む可から

ゴる庇である。然し何i1i文l亡この体統的な繊手や仕

口が伎はれ るかに就いて はやすか手 IJ 結がなければな

らぬ宮でめ る。

これはJ ! {i . I ' C 木 材κ )JJI 工する丈けのことであるか

ら大し仁氏 I/ Jを重 さぬと云ふ粧消上のPij : ; m丈けで

依然今 口も行はれて居る。

これに到し 、ボー ル トやデベル と云つ ?こ接合金

物を不i J 川すると 、力墜! ] "]f Z:: 鮮 !Ul な仕口が得られ 、

応部l在力の影響 も避けら れ叉滑白j骨粗 を作ること

がI:I H.:: 、従・* の接合法よ りも :理想的である .

木材 の 各都接合 ｉ ｉ｛｟ｾ 討す る内剖 ｼ事 τ ｌ の宜Ａ段 Ｈ 札喋

』整合論文集昭和111 年7月) は此の方簡に遊1.:Hn 義

ｲ ￌＡￍも無数 の ｝ Ｂ ｩｩｩ 材 は各々ｾｾ役割を 以

てーコ己主して構成せられるが、J 与

の相万: の故z合も主f lZ : : 複雑なもので

ある 。接合は大関二つの種類} て大

別せられ、i百j 性質の木材ーを長さの

方向K 総合す方法を縮予と云、木

材と木材と が也T: J ) 或は角lit を以て

木 材は非常に鐙維な 1l !!)! 的佐賀士

事＿ってほ る。上閣は ｅ の 方扇町ＮＮｾ

Ｑｾ 御研究円一つである。

j i  2 圏

3 3  Xl  



なものでゐる。却もー材K 直角は他材を結合する

場合 、その仕口 のモ ーメ ン ト ｩ ｬＧｌｾｻす抵抗を次の

第 2 聞に就いて説明すれば

① 柄差込栓付

② 通柄鼻栓付

@ 柄 差 模締

④ 包 込 柄 羽子板ボ { ルト締め

@  {I頃大入羽子板ボ { ノレ ト締め

⑥ 包込柄f頃大入各舘締め

⑦ 包込柄方杖ボ- }レト締め

@  合せ梁( ヂ ベJ レを配さす・)

以上八租額の仕口に封 し試験を行つ に底 、j武も

優秀なる成積を得Tこものは合せ梁であっ fこ。

木構造i亡於ける種々なる部材接合に蛍って設計

や施工上の参考として、共@ 成績順序を示せば次

の通りである。

① 合せ梁( ヂぺルを配さすサ

① 包 込 柄 羽子板ボ ール ト締

@  傾大入羽子板ボ ール ト締

④ 包込柄f頃大人包鍛物締

@  通柄鼻栓打

⑥ 包 込 柄 方 杖ボ{ ルト締め

⑦ 柄差栓打

@ 柄 差 模 締

( 1)  ポールトに依る木材接合法

jiij 記の試験に於てポールト i色依 b合せ梁与なし

に場合が最も理想的な接合法であること が設明 3

れ? こが、貰に新興木椛造の l翼随とも云五、可き中心

裏占は木材K 飲込を行はす¥ 可及的iて集成断面を以

て接合に使せしむる様ボ ール ト共の他の金物 l乞て

結合をなすことにある。

ボ ール トの最も簡単で賞用的な計算法は Gaber

の宜験に基いて結論され?こ下記の表を利用するも

一策であら う。

(創作3表) 木材の繊維に平行に働 〈

ボールト l 本の耐力表

ご商努断の場合

一商務断の場合

ポ ｻ ルトｾ月 ｪ ひ＿こ談合法を採用し＿こ ［ 場合若し も

後合部分 l亡著 して過大なる! 除、力の働〈時は 、その

X I 3 4  

接合部分が破壊せちれる。

ボールト接合の破寝過程は、次の三つの段階応

分って槻祭せられるのである。

第ー段階

通常のボ ールト接合 lと於ては 、最初j ボールト が

締付げられるので、低荷重の聞は接蝿商に於ける

摩擦力が荷重を支へる 、荷重が精力日して摩擦力を

凌鴛するに至 る し 訟に木材は互にとり出すので

あ る。この際ボ ール トと木材の聞には間際があり

E 運動の摩擦係、数が静止の摩擦係数より 11、である

矯め 、突然箸じ〈とってポ ールトの側[ 師κ 突首り

三五; の第二段階に移る。

第二段噌

此の段階に於てはカの体遺は主としてボ ール ト

の剛性によるのであって、木材及ボ { ルトの5湿度

性質、即ち木材の減込係数及ボ ーJ レト材料のヤン

グ係数、ボ ール、トの直径、ボール ートの和I l 長比一一

( Slenderness Ratio) ，{ (A =  木材の厚き i  fr: : 依つ

l  ボーJ レトの直径j

て此の段階は支配されて居る。更に荷重の加は る

に伴れボ ーノレトは撰んで次第に弐の第三段階K 拶

る。

第三段階

此の段階に於 てはポールトの頭及ナットの効果

が著 しく現はれ、味 Y亡座金或は添板が頑丈な場合

には、ボ ール トは恰も綱を張つ fこ様な作用をな し

同時に大きな摩擦力を接燭商聞に誘聾する。

ボ{ ルト接合v . > 破壊

ボ- )レ ト接合の破壊には木材が破壊す る場合 主

ボ- }レ トが破壊する場合とがある。

( a)  木材φ図孔減込強度の超過及ボ ーJレトの

模作用に依る木材の筈IJ 裂、或は弟断に依って木材

が破壊せられる場合

( b)  木材の闘孔減込強度の超過に依って、木

材が破壊せられ る場合

( c)  ポールト自身'の破壊 、此の場合の破壊は

通常の軟鋼が使用せられて居る限り 、決して蕗断

或は i凶げに依って破壊せられるの ではなく、引張

強度の超過或はボ ールトの頭の飛ぴ去り、或は捻

子部の破壊K 依る。 fnJ此の破壊に於ては通常 ( a)

及 ( b) の破壊を作ふものである。

ボーJレトの配置に就ての質験が Graf l ' L 依って護



ゆi

表 されて居 る。原則 主して ポール ト相互の距縁及

材端からの距離は停達す可きカの方向が繊維方向

の許容勇断賂カ度に依って決せ られ るのである。

ボ ール トの数 k 強度 との閥係 を説明す れば 第3

闘の如 < 4 本のポ ール トは2本の略2倍の強度を出

て居 るが 6本ではポ ーノレ トの敢に 比例して 強度が

増えて居ない。

結局ボ ール ト接合はその敢よりも配置が重要な

問題 k なる課である。

ポール トの理想的なる配置は材謹よ りボーJ レト

の直径の約 4倍以上距て 〉ゲージラ イ ンを施且各

ボール トのピッチは同 じく 5倍以上に して2側、 4

個は: M，- 列を可 色す る も可及的 lて千鳥に配す可き

こと0

1fjJ 各材端はボ ール トi主控の 7倍以上とするを!原

則主すれども 、医務i判す持は41吾まで引下げられる。

ボール ト接合K 於ける参考結は濁逸記長規 の中に

種々見出されるが悲には割愛するこ 色、し、 接 合

の根本原則?こる接合部分は部材の強度i ' L 等し いか

若し くは大な るこ左の必要を記 し次競には近時木

構造の寵児 7こる ヂぺルを使用し?こ援分法を詳述 し

度 いと 思って居 る。 一( つ 'S-o ー

30頁より績〈 一一 ( 大|双山・に於ける木造二階梁貰脇被告- - ・・大野勝三郎〉

き故、非常に閣策 1-[ 副ひ Tこる構造法主考へ得る

なり。

ハ、 「ヂベル」鋲構造法「ヂぺ ｊ レ 」 鋲 ｾｕｬｴ 進法は二

階梁としてよりはなしろ大なる張1mの小屋組、

ホ ｾ Ｉ ｶ ， 市場 、 格納庫に使用すれば 、 建築金物の

色 ｾ￭ｩ 成主使用木材の節約 、 建物強度の土曾大を計 Ｍ ＱＩ

得、木造建物構造の合理化 石ナ期し得ると思ょ、。

ニ 、 ｾ ｊ 打構造法釘打構造は二階梁の み なら 歩、

普通我々の取扱ふノj 、スパンのノj 、昆祖等に於 ても

ボルトのみによら今、臨力の，)、な る個所に於て

は主J 使用によ り、 補強別ボルト類の色( 6 &':1 と、，)、

片材の使用可能となり 、全櫨と して資材の節約

を計り得、水槽浩の合理化経済化 を期じ得 るな

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一

3 5  XI  



濁逸に於ける長張問木造架構の計算質例

緒 言

高度闘防f同家の建設に最も重要なる資材・は生産

財である 銅銭である事は云ふまでもない。放に建

築用材として使はれ?こ鋭材はー塊と云へども疎か

に してはならな い。ーム米木材の盟広なる事と瓦季

の高温多滋なる* と更に地誕の多い事は木造建築

を極度K 殻建せ しめ? こ。併し都市の具献な る膨l医

の駕に耐火、耐主主的なる鋭筋コンク リートが非常

な;0: で護達し1こ。その11目、住宅或ひは極〈簡易な

建築以外は殆ど木M迂iは顧みられなかっTこが l吹K

之i乞割し何らの木造規準も設げられす¥担諜法規

も至極簡単であっ? こ。

我々は木桃迭にて可能なるも のは綜て木構造と

なすべき必要に也商して最も困る事は計詐質例の

乏 しき事である。以下 2 つの宜例は Geoteschi の

rHりlzerne Dachkonstr ukti onenJ  より DIJiJ しにもの

で長張1mと云へ なし、 かも会JI れな いが、此所K 紹介

するｾ｝Ｎとし に。 但し断商の決定等 Il : 於ては DI N

1052に依り計算し直し 7こ。

×  ×  ×  

佐 々 木
保*

ｾＱ 薗断面圏

第 1 Jii;¥，J ) 如き架干WfLてI-I ，I央部屋，!共ト ラスのみ を

説明す。( 桂、 下 屋 笥ーにつ い ては 、 誌の Ｒｾ 参 ＡＡ｜ｏ

トラス ｾＱｾＱＺ Ｇ，ｪ 20. 20m 

トラス商隔 5. 00m 

l 荷重及許容慮カ度

hj 根何1[ ¥

Fil 根ll: 材( 防水紙2枚〉裏板、母尾共 50kg/m2

トラス白蓮 25 (1 

=註

75 (1 

計・ 150kg/ m:.l

似しj武llYl は neglect する。

許容応力度

木材 引張 w  fc = 120 kg/cm
2  

第 2 園 ト ラ ス 詳 細 圏

持 Ｕ Ｒ 征ｾＧはＪ制法 ￭ｦ ，ＡＧＺＡ［ｦＮ紛 ｲｾ 功、 Ａｾｾｴ

X I 3 6  



ｦｦｾ Ｊ， 描 ｷｦ｣ ］ ＱＰＰ ;i 

r!1l げ wfb= 120 "  

勇断 wfs =  15 "  

銭材 sf t= 1. 300- 800kg/cm
2  

H  トラス

1. 部材際力の決定

色' j ]黙荷車 p=  150 x  1. 35 x 5. O. ' 1. OOOkg  

. . . 2V= 8000k¥l 

支黒 ｾ ａＮ B. Iて於げる反 1) は

A = ，l ー ( 1. 38+2.  72+ 4. 05+ 5.  35 + 6. 65+  

10. 1 

8. 00+ 9. 25+ 盟」1= 42. 65 × - l一 = 4. 20 t
J  Ｎ ＭＮｾＭ 10.1 

1  (  0. 4  

= 一一一 l 一一一一 + 0. 85+2. 10十 3. 45→4. 75 

10. 1  ¥ 2  

10.  1  ¥ 

+ 7. 38+ 8. 72+  ' U

Z

')  = 3. 80 t  

モ ーメ ン ト; 1  cm=  1. 25t m 

M， =  2. 3  x  1  .25 =  2.  88t. m 

M2 = 5.2  x  1. 25 = 6. 50t . m 

Ma= 7.O  x l . 25= 8. 75t . m 

M4， = 7. 75x  1. 25 = 9. 70t. m 

M5 = 7.5  x  1. 25= 9.36t .m 

Ms= 6. 10 x  1. 25= 7.63t.m 

M
7

= 3. 70 x  1. 25= 4. 62t. m 

Ml '  =  2. 6 x  1. 25.=  3. 25t. m 

Mダ= 5.45  x  1  . 25 =  6.  80t. m 

Ms' = 7. 13 x  1. 25= 8. 90t.m 

ｾＳ 圏 トラスに於lずるモーメントの決定

恥11 =  7. 70 y  1  .25  =  9  .  tOt.m 

M5'  =  7. 25 x  1. 25= 9  .05t.m 

Mイ= 5  .  75  x  1  .  25 =  7  .  18t. m 

M
7
' =3. 30x  1. 25= 4. 12t.m 

f制引佐力:

2. 88 

U1= 0 1 =  + 一一一一 = = 6. 43 t

0.448  

O2= - 7. 25 t  Os = - 9. 50t  

0 ::: =  - 8  .  60 t  0
7  

=  - '9.40 t  

0 4 =  - 9.35 t  0 片 = - 9.2 t  

0 "，. = - 0. 40 tt  

6.50 

U!:， = + 一一一一 = +8. 50 t  

0. 766  

同:{' ] 忙 して

U; ，: =+ 9. 20  t  

U， =  +  9. 50  t  

U: ;= +  9. 85 t  

UIl = +  9.95  t  

U
7

=  +  10 ・30 t  

0 ， = - U9(q Ｗｙ ＮＮ ｾＭ ｒ＠ ｾｹ＠ 1. 355_¥ ， =一 一一 19.2x 一一一一8. 5X 一一] J J _  ¥ー
1. 35 ¥" - "  1. 353 v. J " I .364- j  

- 0. 83 t  

1. 672 

O2  = 一 一一一一 (9 .5- 9. 2) = - 0. 40 t  

1.35 

G" J桜: にして

D
H

= ー 0.43 t  

D  i z ー0. 12 t  

Dコ= 一 0. 38 t  

D向= - 2. 20 t  第 4 固

3 7  X I  



，i，mi n= 与2. 89cm F = 160cm:! 

Fn=  128cm
2  

口16cmx 10cm 6. 43xO.224 .  0  ｾ ｟｟＠ 0. 159  

。= 一 + 8. 5 x 一一一+ 2.2 x

1. 374 '  - .， ，， 1. 364 

0 .607 

- 一一一一= +0. 85 t  

1. 485 ω= 1. 46 

135 

A= 一一司= 46. 7

2，89  

同様に して

m

 

戸
、

o

b

 

E

K

 

q

L

 

O

O

 -一

円

U

一

円

U

-

n
u

-

今

L

百

U

×

一
同

r
o

-

au

z

 

一
一ω

 

d

n

u

 ｖｾ ］＠ - 0.36 t  V，= - 0. 10 t  

4. 000 _ .  _. .  ， 

6 = 4 ヨγ = 31 .  3kg/c m
2  

V，，= - 0. 35 t  V 2 =  - 0. 15 t  

Dmax =  - 0.  83t 

e) 奈|や1・

1= I，60m 

V ( j =一 0. 30 t  

ト ラス ｬ 亡は ｚｵ ｧ ｢ ｡ ｮ､ の需陀直 ｬｴｾ N を受ける。

( 第 4 闘)

a) 雨側雲

V a =  - 0. 24 t  

F = 64cm
2  

Fk =  1. ＹＶ ｣ｭ ｾ＠

，， = 2. 31cm 

ω= 1. 85 

1. 85 x 830 

，) =一一一一一一 = 24kgj c m
2  

64 

d) W材:

Vmax =  1.25t 19ゆボ ール ド

口8cmx 8cm

160 

A= 一一一 = 69. 3

2. 31 

P= 2x 3.8= 7. 6 t  

N=7 . 6 x 工× 旦4三= ー 16. 4 t  

2 "  2. 5 

此の直鹿を上、下弦材が受持つから 8. 2 t  Ｈ江 ｉｉｾ

税i) 亦 Zugband の引張力 は

Z =7 . 6x 工 × 10.0 × J - = + 15 . 2t

2. 5 

1. 250 

6 =一一一一 = 640kd cm
2  

1. 96 - ' - " 01  

b) 片 側零

e)  Zugband.  反川 = 3 M 8 × ÷ = 5 7 0 t

口口2 x 16cmx 8cm Z =  +  15. 2t  
1  __ 10. 82 

. N= 5. 7 x 一 × 一一一一 = - 12. 4 t  

2 "  2. 5 

} 生220
= 一

160 

F n=2 x  16 x  ( 8- 3)  =  160cm
2  

= 95kgj c m
2  

部材の最大癒力:

06 =  - 9. 5- 16. 4 x 十=一 17. 7 t  

12. 4 

U，max =  10. 3 一一言ー= + 4.1 t  

6. 15m 

一m

H

一

J

U

r

k

 

z

J

百

U

勾

J

宥

3

仕
ハ

一

1

屋

一計

母仮裏材

草

葺

荷

根

根

屋

屋

y

s

i

 

11日隔張商7. 00m下毘

55kg/ m
2  

1  12. 4 

U2mIn =  8. 5 x 一 一一 一. .  - 2. 0 t  "，... _. - .  J "  2  2  

( 水平商 ニ付. )  

ノ雪
D

1
= - 0. 83t  

0. 224  0 ..， .. O.  159 

Vo=+0. 85  +  8 .2 x  ｾＮｾｾｾ＠ - 8. 2x 一一一一 =
0 =  + U. O)  +  0 .": X  i  :374 - o...:x 1. 364 

十0. 85 + 1. 35 - 0. 95= 十 1. 25 t  ｲｲ Ｎ 母 屋ｾ Ｎ

。= 1. 845m rLfl 隔1= 6. 15m 張而
2. 断面の決定:

( 第7圃〉ヒンヂの節目庁X

a) 上弦材:

O max=  - 17 .  7t 1=  1. 35m 

X = O. 14651= 0. 1465 x  6. 15 = 0. 9 m 

q= 0..13 x  1. 845= 0.24t /m 

: .qI 2 = 0. 24 x 6. 15
2

=  

9. lt .m 

F = 224cm
2  

imin= 4. 04cm 口16cmx 14cm 

ω=  1. 28 

1  1.35 

). = ー = 一一 = 33 .4

"  4. 04 

M，= M2 = Ma';" 

0， 0625qI 2 =0. 0625 x  

9 . 1  = 0. 57t . m 

ω. S 1. 28 x  11.  700 

ω =一一一= 一 =  10l kg/ cm
2  

224 

Umi n=  - 2.0t Umax =  + 4. 1t 1=  1. 35m 

b) 下弦材:

X I 3 8  



共 の 2.

上屋 張Il-H 2200m 間隔 6. 15m

'-5 圃 E額面圃妻側面圃及上屋トラス詳細圃

第 6 圃 下E量トラスト詳細圃

3 9  X I  



皇子 ｾｊＭ
4  

ｾ五

午

第 8 図

55kli /m?  

20 

荷頭: 民根葺付‘ t号序張、板 共

1.  ') ス白Mi :.

'主主

ｾ＠ 7 函

l -J1 2nnx I8cm 7. = o48cm・1

57. 000 

.' .6bo， ｾ ｟ ｾｾ ｖ＠ =  88h /cm二

643  --" ，" 
"  

H

一
川

-

0

3

 

「

k

q

J

百

U

『''

-
・
、

J
F

I

制

H

Z

門

院
商平.

K
 

『，，，

r

、

( 第8悶)刷 端 の 母屋 lこ於 ては

イ11. し風! I V; は屋根市i の傾斜が緩いから トラスに封

しては問J l 'ii にならな い。

ヒン ヂ の 筒 所X

X=0. 125J = 0. 125 x 6. 15= 0. 7i m 

P= 0. 15 x  1.845 x 6.3=  1. 75t 節 貼T官'j'; tTi
M4 - =  O.  0957qJ2 =  0. 0957 x  9. 1  =  O.  87t .m 

A = B= 1. 75 x 寸= 9 仙

Ｂｚｴｾ＠ ＹＡ 前 ｼ、 第 ＱＰ 闘の結果は節 ＱＱ ｾ の通 句で ｜ や ｊ る 。

断 l白{ 決定.

x貼反力
口14cmx 18cm 

87. 000 

013t  - 一一一= 11 5k買/c
756 .  .  J " "  

z =  756cm
3  

1. .J上.

口18cm、x 22たcm i，mi n=  5. 20仇c mF = 396cm
2  

11[ ，上屋トラス

a= 6. 30m Il¥I隔1= 22. 14m ｾｗ 日 Ｑ

但 し1m隔 は設計ーには謎更して 6. 15mになっ ?こが

ω=  1. 32 

。-m

 

戸

、

o

s

 

'

K

 

Q

ノ

『

J

一
一

川

一

今

3

ア

0

7

u

R
ツ

中

一
3

ω

 

d

H

U

 

2. 下iJ id寸. U max  =  U
H  

=  +  24 .  2t 

口18cmx 18cm F = 324cmゴ

185 

A = 一一ー= 35. 6

5. 2 

ボル ト守ＺのｦＮｾに 断 ｉ 白｛の ＲＰ ＮＥｾ ｮ ･ 耳 ｬ･｣ｴ ， すれば

F  n  =  324 x  0  .  8  =  259c mゴ

24200 

。t = .  '259・・ = 94kg/crn:!. 

合 ｉ Ｇｾ Ｇ ｮ て は ＢＡｦ￮ ど ｾｾＰＩ［ｾ はな い。

慎

二

包

.‘ F ・・・四ー‘

む

翠位. t. 

民 |繭幡 |片隅 同 時 i 刷写抑制 扇情 |片阿部材|爾憎

O O U3 4 9 7 4 8 41} Drtg  M o  i ← 12.0 I  v 1i  +  7.1 I  +  5.8 

o  ｾ ｉ＠ - 9.8 I  - 8. 5  I  U  2 川 + 13.9 1 0 21 - lO.4 卜 8 2 i V 2 +  3二

ｏ ｮ ー ＱＷＮＱ ー ｾｌｾ ｉ + 21. 2 ｉｾ ｾ Ｍ ｌｾ ｪ＠ - 6.6 I  - 5.0 ｌｾ ｊＭ ｾｾｉｾ Ｎ Ｒ＠
ート 1. 3  

OJI  - 21. 4  I  - 17.2  I  U4 十23:5 十 18.5 I  D 'II - 3.7 1  - 2. 3  I  V .I:  +  0.9 1  .:_ O'.I4 

Oc.! - 23.7 I  - 18.6 I  Uc.1 -I 2l .2 I  + 18.4 1 0 コ ー 1 1  1  0  

X I 4 0  

部材総 力 ｾ Ｚ第 l 表



sfb =  1  .  400kg/ cm 
2  

12x  1400x 4. 21 

= 3. 930kg  18  Ｍ ｾＮ＠ Ｏ ｾ ｶＮＮ ｴ＾＠

故 に ボ { ル トの数n

24200  

= 一一一均7本

3ヲ30

Z = 4. 21cm
3  

h =  IBcm 

: . Q 

c) ォ?ール ト穴の唄鹿，

Ｖ Ｒ ］Ｒ Ｒ ー ］竺 Ｒ 笠 旦 ］ ｉｉｇ 同 Ｏ ｣ｭｾ
i ; d- 7x I8 x 3. 5 

d) ボ - )レトの間隔.

S2 i - 2 2 1 4. 6cm 

2ωi sb- ' -x  2x l 0x  18  

3. 斜 材，上屋トラスの部1材晦カ圃f南側唾〉第 9 圃

1=2. 60 m 

口18cmx  1  flcm i. mi n= 5. 2cm F = 324cm

2  

260 

= 一一= 50

5. 2 

6 ω=l . : 竺立Q9.Q= 64. Ｘｫ ｧＯ ｣ｭｾ＠
" w 324 

ω = 1. 50 

a) D， =  - 14. Ot 

1= 2. 80m 

m

 

/

/

 

σ

3

 

2

k

 

n
『
，
，

m

4

m

 

F

i

w

戸
、
J

A

H

u

j

=

9

・

4

J

、
1

F

今

L

=

制

一

一

一

-

b

，
b

υ

H

一

t

l

5

1

一4

・

川

1

×
ヨ

o
m

一
~

u

N

3

'

』

α

・

一

×

1

一

畑

=

白

山

ω

'

l

d

U

 

口

1. = 54 

b)  D 2 =ー11 .40t

F = 288cm
2  

c) D丹= - 6. 6t

i，= 4. 62cm 

mm 

口18cmx 16cm 

t

2

4

 

k

リ

苛

d

，
ι

、

，b

内

c

t

p

z

一
-

一

m

3

一
4

3

一
3

は

b

o

7

4

 

F

L

。

A

仏
マ

ム

0

・
『
す

川
一

E

2

2

f

ト

}

一

4

i

4

ω

花

札

8

=

=

 

a

d

o

n

 

ω= 1. 72 1. =  ＲＹｾ＠
=一一一= 62. 8

4. 62 

9  ｾ ｾ 吋 ーＺ＼ 150kg/q:n. 

，. =  75kg/qm 

1.75  .  0.875  
'1- : 1一一て+ v . ':，. v  =  1.31 t  

; r '  2  

i ，i 5 

/" '_ 1'  =  .:ei: ｃｾ＠ 0，88  t  

(I uJ =一日込型空一 二39. 4kg/cm
2

288 

以下同様にして

ー ｄ ｟ ｾ ］Ｍ Ｓ Ｚ Ｗｴ ( 口 18cmx 14cm)  

D戸 一 1. 7t (  +  2. 0勺 (口18cmx 12cm 

D内= - 2. 3t (  + 0. 4t ) J  

上屋トラスの郡材溜カ( 芹側雲〉

4. 東材.

Vl = + 7.  lt .  

Fk = 8. ＳＹ｣ｭ ｾ Ｑ＠
38ゆボ ーJ レト.

6 7100 
t = 一一一= 848kg/ 同 2

8. 3Y - ' - ' - 0  

筏合:

a) 添 板 2Pl at es- 120 x 13 

F  =  2x  12  x  ，. 3  =  31 .2cm:' ; 

オぞ - )レト 穴 2x3. 6 x 1. 3=9. 4 fI 

Fn= 21. 8cm
2  

第 10薗

x l  4 1  

mi 金 140x 140x  14 

61 7 1 0 0  
1= 一一一一 = 36kg/ cm:l

J - 14 x 14  

24200  

)t  = 一一一一 = 1  .  110 kg! c mヨ

21. 8  

b ) ボ ールトの 曲げ

ポ ーノレト ・・ ー・・ 35ゆ

Q  125fbZ 

E 一 一



以下同様にして

ｖｾ］ＫＴ Ｎ＠ 8t ( ボ ール ト1- 32<t) 

V
3
= + 2. 8t ( ポ ール ト1- 26ゆ〉

V4= +  1. 3(  - 0. 14) ( ボ ー ル ト1ー 16ゆ〉

V 5 = 0  

V
6

= +4. 0 ( ボ ール ト2- 19的

問 . 主 柱

屋根 荷重 ・・・・・・・ .. 150kg/mz  

支黒占反力 会、j求なれば上屋 より

A
1

ア

0. 15 x 22. 1 γ ・86 〆6. 3=11. 3t

下屋 より

A同 15x 也 子 笠 x 6.  3= 4.  2t 

A， 

ー旦与

(事。15 )  

一_.酔

A =ア!7
t

B : 7.17t  

事 12 図

X I 4 2  

風略 … … ー100kg/ m
2

0. 70¥ 

Wl = O.1 x  ( 2. 05+ ヲーl x 6. 3= 1. 51t

W2 =0.  1  x  O.  35 x  6.  3= 0.  22t  

Ws =O. 1  x  5. Ox  6. 3= 3.  1St 

l1fr商 I - I I 'c 於げる B. Moment は

Wl  " n  "7 _ 1 ・51

Ml =テ x O. 7= τ x 0. 7= 0.  532t .m 

2口14cmx 14cm(第 13岡) Zy= 2 x  457 

= 914cm
3  

_  53200 

6bー- - - - ntァ = 58kg/c m
2  

914 

鉛直荷重及風睦による支

宮
司

h

y

賠反力の合計は

A =  B=  ， 1nr fO.  76x  5. 7 

1. 86t  

+  (0. 22+1. 58)  x  

5.  ｏｾＫ＠ 11. 30= よ円
)  ， . . . .  - 1. 86  

(4. 33+  1. 10+ 790)  

+ 1 1. 30= 7. 17+ 

11. 30= 18. 47t Ｂｴｾ 図
桂断 面は第 13闘

4， mi n= 4. 04cm 1=  1.  67m F= 2  x  196 

= 392cm
2  

A= 41. 3 ω= 1. 38 

6w_ l. 38 ｾａｾ＠ 8470 
ω_ ' .  J V  Ｚ，， ｾｶ Ｍｲ Ｇｶ ］ ＶＵｫ ｧ Ｏ ｣ｭＲ＠

392 

各個材の最ノj 、断 商に弐 モ ーナ ントは

]1 = 盟生巴

n  

之以上である 規 定 より.

J 1 0× 18 17× 1672  
1  Ｇ ｖＢ Ｇ ｖＮｾ Ｇ ＧＧ ＧＮ ｖ Ｇ＠ 258cm4 く 457

c
m生

• (口 14x 14)  

放に 口 14cmx 14cm は規定のh より大なる故. 可

_ 1. 67 

斜材 . D 1= 2. 50m sinco一一一 = 0. 668( 都 12悶)

2. 50 

Q= O. 76+  1. 58+ 0. 22= 2. 56t 

D  = J L =  2. 56 
一一一一一一一一一= 3. 841

simco 0. 668 

口12cmx 14cm 4， mi n =3. 46cm F = 168cm2  



Ｒ Ｎ 屋根 ｉ ｲ｣ ｾ ｾ ・のない場合 Ｎ

Mn= 17. 5+5. 2- 2.  0=20.  7t .m 

N= 12. 5+5. 6+2. 1 = 20. 2t 

20.7  

e l =一一一- -一一一= 0. 271

20. 2x 3. 8 

250 

= 一一= 72. 2

3. 46 

1. 92x 3840 

ω = 一一一一一一一= 43. 9kg/cm記

168 

v =  Q= + 2.  56t 

Fk= 2. 72cm
2  

ω= 1. 92 

0( = 2.9 ・

一 2.9 x  20.  2  

6 =ー一一一一一一= 10. 3t/m
2

3. 8x 1.5 

水平材

1- 22φ 

2560 

6t= 一一= 940kg/cm
2

2.  72 

高 き h= 9. 20m

間隔 α =2x 1. 845= 3.69m 

w= O.1 x 3.69=0. 37t j m 

円 . 妻 壁 間 柱

V. 基 礎

基礎底商trC14岡 I [ - l[ vc於て照明白rと依っ て起る

Moment  Mwは

Mw= O.  7o.x 6.  7 +  (0. 22+ 1. 58) 入 6. 0+ 1. 58

x  1. 0= 5. 10+10 .80+ 1. 58 

= げ .43. '17 .  5t .m 
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第 i 5 凪

J主礎自: 1i Gは

G= 3. 8x 1.  5x  1. 0x  2. 2= 12. 5t  

1. 犀. 根 に雪のある場合:

第 14悩I n  - J[ I' L 於げる Moment は

MII =  17. 48 +  11 .3 x  0. 92 - 4. 2 x  0.92 

= 17. 5+  10. 4 - 3 .  ') = 24 .0t.m 

F = 288cm2  Al min= 4.62cm 

ω =1. 76 

_ 1. 76 通 12・200

J- =74.5kg/cm2  

288 

口16cmx 18cm 

，1=65 

ｊｊｩｾ芭殴 ｎ は

N= 12. 5+  11. 3+ 4. 2= 28. Ot 

故に偏心苦手el は

vr. 妻壁に於ける耐風トラス.

。

。
_ j _ .1t 

bj l . g-→ i  

G  :  

哩E
. - - - 4 

悼 ー -

事16 図併¥" 爪 トラ ス

8.5  

P w=  0. 1  x 3. 69 x  vi ..l =  1. 57司 .6t

A=  B=  1 似 2 ÷ = 4 0t

L  ｉｾｾＧｓｏ＠
1. J て弦材.
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第 i 今回

6. 15 

旬ー鼠よ りの荷重 P= O: 13x  1.845x ーァ= 0.74t

4 3  X I  

買= 288cm2

m
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口

M 24. 0 

].=ー一一= 一一一一一= 0. 226

Nb 28.  Ox  3. 8 

0( = 2. 42 

0( . N_ 2. 42x28. 0 

6= 一一= 一一 一一一= 19. 9tj m2  

F  3. 8x  1. 5  



369 

Z = 864cm
3  

).=;一一一= &0 "ω= 2. 14 

・-"4. 62

ω. S .  ^  n .  M 

6= τ γ 一+0. 85 Z' 

2. 14 X  3840 ， ̂  0 ' ，， '  68000 

+0. 85 X  
- Z S-8- - '  V .  V J  "， 864 

=28. 5十67. 0= 95. 5kg/Cm2

2. 下弦材.

M3 = 4.0 X 3 . x 3. 69- 1 .6x3. 69x  ( 2+ 1)  

= 44. 3 ーげ .7= 26 ，6t.m

ｵ ］ 径二 ｾ］ Ｔ Ｎ Ｓ t  

6. 15 

3. 斜材 .

7. 18 

0 1:  1= 7. 18m 挫間 I長 l= - 7 4.59 m

Q1 =  A=4. 0t  

0
1  

= 旦ー=__i _: 旦 = - 4. 7r 

smψ 0. 85 

口16cmX  18cm i，mi n =  4. 62cm F  =  288cmヨ

). = 7 8 ω = 2. 08 

6 2 . 0 8× 4700 

ω = 一一一一一一一一= 34.  Og/ c m
2  

288 

以下同様に して

0 2 = - 2. 8t 

0 3= ー1. 4t 

4，東材.

V 1 =Q2 = 2. 4t 

(口18cmX 14cm)  

( 口 18cmX 12cm)  

Z口- 8cmX 16cm 

〈第 17岡〉

ml 肱yg{力

6 2400 
- - - - - -

2x 3 x 16  

=  25kg/cm
2  

四. 下屋トラス.

1% 1  7 図

張Il 日1= 7. 00m nn隔 α = 6. 30m

官ii 黙荷重 P1=  0. 15 X  1  .75 X  6. 30 =  1  .66t 

支黙反カ A =  B  =  1  .66 X  1  ..5 =  2  .  49t  

x 1 4 4  

'1. J 二弦材.

Omax = 0 2 = - 6. 8t [ =1. 7Sm 

口12c mX 14cm AJmin= 3. 46cm F =  168cm2  

A= 5 1 ω =  1:  52 

事z表 音F材. t ，: カ急車 f立 t

i- o‘  
。 0. ， ｾ＠ 6 g 8  Dl  - 7

f
2  

"， 
令。，， 0 5

ドーート一一一
一

Oz 

O.  

0

1  

- 6ー8
Uz  

ゃ 6，8 D
2  

令
0，1 V a  

- 4，1  U]I . 6，7  D;j - 3，0  v五

。
U

4  

令
- ' . 0 D今

- 4，8  
可'{，A‘

一

1. 52x6.  800 r t "  ， ' J  

ω = = 61. 5kg/cm2  

168 

2. 下弦材.

。

令1，3

。

S#f ftl tbi ntl tr 

Umax = U1 =  +6. 8t 

口12c mX 10cm 

l c m = 2.5t 

第 19 圏

A  =  53 .5  

F =  120cm
2  

Fn= 96cm
2  

6. 800 

6 =一一一一 = 7Ikg/c m
2

り6

3. 斜 材.

0 1  =  - 72t 1  =  1. 85m 

口12cmX 14cm 

i，mi n =  3. 46cm 

F =  168cm
2  

ω=  1. 56 

6 1. 56× 7. 2 /  

ω = 一一一一一一 = 67b /
168 ｾ Ｎ＠ Ｂ ｾｉ＠

4. 東材.

V]  =  V  2  =  0  v?， =  +  1  .3t 

ボ ールト 16O Fk =  1. 31cm2  

6 1. 300 f E  
t  = 一一一一一= 1. 000k〓' cm21，31 Ｎ Ｎ ｾｾｾＮＮＢ， ， ｟ ＮＮＮ Ｎ，＠

( 16. 10. 5)、



木 造 大 狭 間 建 築 に 就

tミeri モε n止 Sεrl i n.

を骨排6tr '  Ｄ｡ｵ｢ｴγ ‘ ｾ｡ｬｴｵｵｧ＠

18持 お5'':-.:.，..- 403貧到1

‘ｾＭ :.:< 

Stutt gart の Schwaben 倣 牧容人貝 35. 000人 波間 64米

木造大張ｾ ｾ＠ ｮ 建築ＱＭ ｬ ｬＧｴ ｩｬｩ は 決して新しい殻見では合｜ｾ ， 

〈臨に此の雑誌 (Zentralblatt der  Bauverwaltung)  19' 

18年桁298I 1 陀一例として張1mが40米陀近い 8erl in

の Hedwi gski rche の閲査についての椴11fがil占って

出るが之はげ40年の建造に か〉るもの であ る。 叉

1919年平ii 526- 5'27頁 l乞は 1800年建巡の Neuruppi n

die Rede の板屋根 (Bohl endach) 陀闘す る被告があ

る。此草EのLi 根付t造は 18 位紀乃至 19位紀を体機と

して大張川 陀 架 け る に 度 々 J.IJひ られ?こ のであっ

fご。 1810年建治のモ スクワ 釆馬場e の屋根は張IL¥l 約

45米桁行 151 米雨端自 1I1支7f¥の梁で報告に依れば

ＴＰＰ 人 の犬 二 ｮ｣ 依り Ｕ ヶ月｜Ｑ｜ｬｾｊＡ￪して巡られにので

あっ? こ。 Emy. Del orme. Ardant.  Gilly. Laves 等の研

究 ( 1820- 1840) が- 4J 立の¥i りにも汚へられる様に

1 . 新宮喜屋 根 梁 の 釘 照

註 1') Kersten; ー“ Freitragcnde  Hol zbaut en" 参照

楽 第音信長谷部付限ti; 築;j ; a' l 所鋤拶

な り、共時代としては蹴る ｴ ｩＯ，ｾ 越 的であっ＿こフラン

スやドイツの大工の本( 尤も 力感的 iては向異論は

あっ ?こが) の 中には根本的fC /e分研究しTこ南端支

持の張1m100 米迄の民間の設計|品lが記載されて居

るJ 借 り 201止紀の初めに大工椋梁の Stephan と

ｈ･ｴｺ ･ ｲ とは闘技場の上 Ｚｾ 彼の有名な 構造法で

取扱ひ叉首時朗るモダ { ンであっ ? こ。新興木構造

( Freitvagende Hol zbau) の彼等以外の先駆者達第ー

には Dresden の棟梁 Ernst Noak を傘 げ るがーー

は平 〈も自ら論議し にのであっ fこ。( 第 11週)

木構;浩素材の根本的研究は木材の有用性は疑惑

の後地無き ものであると云ょ、設擁を示し、叉木構

i 2 ! 技術のより進ん?ご完成への注を拓い? このであっ

?こ。St utt gart の Baumann が大掛 りな木材研究を続

，(1 、第一次位界大戦の後 lて之を Vd. ] の研究パン

フレツ トK 護表 ν?こが大盟問 じ頃 ( 1919年) に著

有ーが指 ij t して居つ に新興本t : 1' ，hilil 問題K 闘する特別

委n千? を泊じて Vd] ir: j¥!' :j 逸オペ: 椛J生協'fJ[ 及ひ' 新興

木綿詰 Ａｩ 組合の創立の刺 激 ｾｗ へ ＿こ のであ っ ｔ こ。共

後設立 されTこ木材問題lモ闘する専問委員舎は此の

木材問題を更に一層促進し Vd] e澗逸山林協千?

とが協力し、主互に山林撃の知識が純理論的工撃の

要求と同絡1C5汚へられ る践になっ ?こ。 1921年には

狐逸規絡委日併が木材規格の; j i I J 定K 着 手 し必要な

4 5  XI  



2.某後欄車庫の栓脚詳細 (1916年建造〉

安全率や許容臨力度を各方面の研究報告(Baumann，

Rudeloff ， Graf  G aber ， Seitz 等のもの) を基とし、

賞際の規絡を致桁説明してそれに依 り木造構造物

の品質を 向上せしむる 如 〈定め にく註 2 )。統一 しに

技術的の建築行政規則 DI N 1052 慌 3) は DI N 10 

74 Ｈ 木造橋梁細 則 Ｉ借りに準醸 し て作成さ れ ｾＹＳ 逸

閣餓道の木橋構造暫定規則 色作成され?こが大 きさ

の規絡 は米ピ品質規格を適用し て居?こ。

長 期 間充 分 の試験を粧 、 殊ｉＧｃｾ事責特許のヂベル

接手法は前以って講 を撃ってお くのであ るから共

の有効性は疑な い ものであ る、 之に依 り節黒占内 K

起 る鑓f立が少 〈なり且滅込商が大きくなって接手

の硬剛性が増大 し、 木材の牧縮lて封 しては 、滋度

の激 しい鑓化 に3討す る防禦法を以て強防 され? こ。

〈駐日掴筒形の輪形ヂぺル又は充材ヂぺ J レ ( 二軍国

錐形の もの) は その側盤作用に依 り特に効果が大

きいも のであ る。之等以外の種類のヂペルを使用

し?こ接手も充分満足の行〈程度に熟練されて居る

3.被覆 したラーメン性 Dresden の強育館

位向。前以って溝撃をしな く主も よい睦入ヂベル

の有効性は K arl sruhe 0)  Gaber の研究で設l切され

? こ。最後にStoy の研究の専門的試験を されに釘接

合も忘れてはならぬ。借り Dar mstadt 木材研究所

はなかなか許判の良い極々の躍着接手の研究をま主

4. 某貯撞倉庫

三 絞 梁 鎖 骨 コン クリート 基廷に乗って居るもの

設 2) Gaber; - " Prufung und Beur tci lung von Banholz.. 参|照 ( Zent ralblatt der  Bauverwaltung  1935. 85頁)

註 3) Zentralbl .  d.  Bauverw.  1932.  33頁 及 び 1933. 372頁及び41 8頁参照

註 4) 同上 1929年627頁参照

設 5) St oy;-" T rag削 li gkeit von Holzverbindungen  in Abh叩 gigl日 it vom Fenchti gkeit sgehalt  des  Ho/zes.. Zent同 Ibl. d.  

Banverw  1935年478頁参 照

君主6) ヂペル接 手 の 効力は高さ 150m及 190巾 の無線常信耳与に之を用 ひてどん な駄にも天候にもび くと もしなかった

澄主幹がある。

註 7) 釘接合は特に仮設物K 用ひて効果がある 。 ( 第 7 闘参照) 7 ランスで iJUl昔1 186m の議 筋 コンク リート 橋の ア

ーチ建造に笛 P新興構造の仮枠 とし て厚板を 十字に組み之を釘接合 したものを用 ひた。

X I 4 6  



5. 梁の荷重試験、 梁間隔 12. 5m

表してゐる。 ( Heft 14 der Mittei lungen  des Fachauss-

chusses  fur  Holzfragen I' C依 る) 。我岡工業の隠着剤

の供給は少 〈て大部分外闘に依存してゐるのであ

るが閣産の カゼインを使つ? こり 又は極〈 わづかし

か外閣に金ぞ支携はな〈主も良い似? こ様な原料で

之を駈逐しっ、ある重大な傾向にあるのである。

カゼインやゼラチンやプルトアルプミンや強力隠

剤j等の耐水強さや気象l ' C;¥ldする強さ等は合成樹脂

の設建に従って改良されつ〉ある。木材ーに就ての

動力感的研究以好評裏に絡. u : : し比重の不規則な材

ｴ 振動との闘係を護 表 し＿こ。 ｇｬｾＲ Ｎ 3闘)

火災の危険を濠防する需には架構の組立柱を第

21胡の様 IZ::高 〈造つ? こ銭筋コン クリ戸トの蝋燭の

上K のせ忍か叉はその柱を第 3 r副のの様K 耐火的

被留をするか又は国定し? こ銭筋コンクリ ー トの荘

の土. I ' C 梁としてのせる等としなげばならない。此

の後者の構造法は甚t: 屡々用ひられ、例へば、

急国民gart の主停車場 ( 1922) I亡、 Munchen 束停車

場の建築面積 22. 000m
2

の新作業場t亡、又 1935年

建築の Nurnberg 待避騨の商積20. 000m
2

の上家商

I'CHJ ひられにのであつに。( 第 4 闘)

第 4 岡には桂脚黙を餓筋コンクリート基査の上

にのせに三銭トラス梁を示して居る。此のよ幸，室は

繋ぎ梁ｾ底止して水平力者＿受けて居るのである。

大きい上家商にはそれを分割する壁として防火壁

が望まし い。 トラス組K 附加へ? こ板張 り〈第3圃)

は火災の危険を減少し且室内の効果をも す・っと改

良する。然し節鮎接手やボ円レトのi'h?i結 を後から

i吟味する事は出来な〈なるが木材の腐蝕が始まる

のを保護して央れる。S t uttgart の新研究に依 ると

良好なよく試? ふされ?こ防火は火災珪生 I'C{衣る火焔

の延焼を充分効果的K 遅延 させる事が出来る k わ

かっ?こ情 的。兎 t亡角木造ホ ールの火災の危害は餓

骨迭のそ れに比して決して大きいも ので は無いの

であるが、唯弐の専が必要である。 即ち人の往来

の激しい所等では謹j嘗な用心をして取締らねばな

らぬ 、例へば木造の陳列令場では喫煙ぞ j芯禁す る

等しなりればならぬ。 1930年 I'C Hamburg 消防署の

火災研究令では張ml 6. 5mの木造梁に就 き賞験 者T

行ったが、消防隊長 Dr . Sander は此の賞験を弐の

様に設lif j し線括し1こ。即ち「消防技術上から考へ

て此の構造の低抗性は消防隊の乎で高め るより外

は無い。 然 し乍ら消防隊は此の構造に就て防禦無

しの餓骨大張間建築に比し本質的に優れ? こ所を登

見し ?こ」 と云って居 る。此意見は決 して一般的に

敷街するわけには行かな いが、日佐 々木造ホ ールは

無暗と火災の危険を誘ひ出すも のt:1:: 云ふ考へ方

lては割抗 さるべきである。結局此の20年来多〈の

機関車庫を新興木構造法に依 り造つ に事責( 第 2

1品l及第 5闘参照〉もあり、又必要な作業法の強防

手段を注意 しさへすれば、火災の危険が高 まる事

を特に心配する必要はない主云ふ理由も充分ある

Ｈｾｾ＠ 5 岡)

大張間構造の最も簡草なものは雨支端を禁裏の

上κ のせに単純支持トラス組梁の小屋組であ る。

此の新興屋根構造の優秀きは一つの材で支持され

る屋根商の大きで判別されるのであって 、大工の

施工し にものに比べて 4 倍乃至 5 fg . の値陀なって

居る事がわかる。第 1 FnY-l下方には前述し? こモスク

ワの来。馬場の重い梁と 1935年の Brussel 世界博覧

令の本質的に担ジとに迭ら れ? こ梁とを1H比して居 る

( 註 9) 。梁の間隔は Br ussel のも のにありでは 10m

で梁丈と梁間との比は 1:57 である。 一般に斯様な

雨端支持の梁に在つては共の比は最大限 1:6乃至

1:8 であ る。 叉梁の大 きい中央捷みを考砲しなげ

ればならぬ のであって、首j黒占接手を充分にびっ ?こ

りと組立て木造りに際しでは梁下弦材 I'L 少しく起

霊主 8) 斯種の研究は今迄に多 〈なされてゐて般へば Zentralbl. d. Banverwal. の 1896年246頁及び 1897年310- 311頁

に古い論3どがある。それにはロンドンの防火法について木材の「化態的盛滋」を論 じてゐる。これは優秀な

もので、そ の銭木材は火災を家らなかった由である 。

註 9) Si emens- Bauuni on 絞節駄を用 ひたもので高さ 22mの鎌'自粧の上に架けた小屋組で( 本 トラストが I I本、明ト

ラストが 2本) 23日間で完成 した
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6. 架牲の上に粟った梁、 梁間隔7. 5m

a) 現 す 場

7. 釘 接 合 木 造 梁

ＸＮｾ 昼 間 Ｔ Ｖ ｭ ｴＧｲｬ行 ＱＰＳ［［ 去の倉庫

b) 市電車庫

り をつりるのである。 ｕｾ Ｖ Ｑ 誌 ｬ の建物 で は

よく 浮きほし て械を少し〈 尚 〈して居 るの

がわ かる が何れの場合でも 1娃t:.' 大きい弦

材陣ii 歯H :' JIjひねばならない。

Frei burg のある大き い機 Ihf，i車hli U M  

18 i l ) では施工し?こ請負が一つの梁に簡易11

1亡か〉る 零荷重と風荷. w : の計算値の試験

荷重を誠司九し? こが 、技みの最大測定値は

張|協の1/ 1700K 過ぎす・精選し ?こ色(ii 結接手

の品質の詮搬を示し? このであっ 7こ ( Di e

Baut echnik 1930 700頁〉。 もし此梁lて選抜

X I 4 8  

きの針葉樹を nJひ? こな らば.J L: の許容 限 界 荷 重 を %

I自iめる事が出} ，: : るのである。然し木材の本組や組

立に際し絶え十濡 らさぬ様特別 l亡注意を捌;はねば

なら ぬ。

おＨｾ 5脳の桜な高い越屋根を千fする梁は開放のホ

ー ルや 雨側ｾＭ｣ ｴ ｬｦ ｉｈ しを冶ーず る梁と間接構造計算の

場合の ｪ 武ｬｬｊ ｾｋ 特 別 の注Ｚｾを必要 とするの であ る 。

此の算定 に際し下から J 二へ作川ず る風1m即も吸引

ｦｾ Ｎｩ 川が 雲 荷 ｊｬｩ Ｇ 耐Ｇ ， Ｚｦ ｭＺ ( :Jl :K依 る捷みを無硯する 〉

と同時にE主要な作用として取抜はねばな らぬ。 極

1)' ('1 い引張力 の作HJ する材では)去 る他の荷電献態

の場合! 醒縮カが起る場合もあ り得る 、t:.' からして

9.  KOni gsberg の骨量育館、屋根梁の室内被覆は

Li gnat 軽量 ボードに依る

10 

]円or

11. ( 10. II 共 ) Coslar 鉛 Haunov.: r の Dr . F isber 教授設計



l QO 、

い司一一一一一一一 ー一一ー ー一一一 略。一一一一一一一一一一一一一一ー

てトラス梁をもっと謹裁良〈しようと思

へば軽微な材で遣った吊天井で隠蔽すれ

ば 良 い 第 9 聞は斯くして土産つfこ謹育館

の天井見上闘である 。wf の様なやり方は

本質的な畝黙があって、 RPも吊天井を温

度と か荷重と かの鑓化に依 る屋根梁の弾

性境形や長きの型化と同様にしで造らね

ばならぬのである a そこで弐の様に施工

するのが良いとされてゐる世間 3 即ち欲

しいと思ムアーチ形の天井を室の上に他

の部分から隔絶し て進 七 其廃に常つ? こ

梁材を延長して之を支持し、之を繰返し

て縦の壁には決して横} J が来ない様に様

する のであって此の震のコストの高ま b

12.K d F 大ホール

トラス組三銭ラ ーメン、梁間隔 7. 3m張関40.n 桁行40m

桁行80mb 向上 小 ホ ー ル 、 援 問20m桁行40.n 100J 人分

の机付座席を有す。 は工事費線、額に比べると極〈些細なもの

にす ぎない. ( 第 9. 10. 11闘)斯る材lては弱い材を用ひぬ様、叉そんな材としな

い様に設計 し、 二材の組合材の場合には接手板の

間でも挫屈しない様設計する。又野勾板や母屋を

小屋梁勺遁嘗tて接ぐ事はある深さ丈壁 畳の中へ差

込 んで碇着すると同様韮Tご重要な事であって之は

吹抜の ホール、例へば大きい扉関 口を有するホー

ルにますし甚 ｴＺ 役立つので ある。 ｕｾ Ｖ 聞 は大張問木

ｾ主梁を二つ 、 第 Ｗ 岡 Ｑ ［ｬＺ Ｏ ｊ 、 屋 組の釘打接合の節離を

ィミす ( Di e Bautechni k 1936 335頁) ( 第6. 7. 8園)

5fC8 闘の張関40米のトラス梁では材を笹 川粍の

鋼製無頭鋲で聯結し?こ ( 之は Mel tzer の構法と同

一手法である〉。 鋼製無頭鋲はすっかり木材中 K

.!J rr れて居 る故錆る心配は少しも無い。宝内から見

13. Aal en め隠育館

H. ，ni :mrg の Schumacher 敬授設計

屋根梁とし て好適な' アー チl亡、木材を使用しょ

うと思へば水平 J J を タイロ ツドで受け るのである

が室内には決して感じ 乃良いも のではない。 1935

年建造 J) Gosl er 館( 第 10. 11闘 ) 慌11) は Stephln

l 式 アーチ梁でアーチ 2 本宛を一組と して架げタイ

ロツ ドを使ってゐるが、此館の梁は タイロツド迄

すっかり防火的に被ってしまってゐる d 注目すべ

き個所は室内への採光法で側壁 D 仕上を石灰乳刷

E 塗とし? ご故、採光は特t L 優れて ゐる。 共の他建

方は暴風をおし てやらねばな らな かっ? このピが此

の固い梁は共時に特に長所を示し? このであっ? こ。

梁は外面的には静止: のもの( 1 単純梁、三銃アー

チ) であるかさも無 〈ば静之のもの である( 連続

梁、二銃ラ ーメン) 。連続梁と して はトラス梁は殆

ど施工されて居ら十又僚件付きでなければ推薦出

来な い。よ〈 識られに例としては前述の St u旬 art

主停車場の着車場 E mpfangshal l で煤煙は直接室外

1:: 排出される 3 は じめは鶴骨で造らうと考へられ

て居つ に。確にその方が室内効果も良いものが出

ｾｅ るのであるが木造の方が安ｻ廷に解決出求、而も

下弦材を弧形に しなく主も良いと云点、事になっ? こ

ので鍛造と木造との工費のよヒ ( 賞時は約 3: 2) は

木造にとっ て益々有利にな っ?こ。 Tごが梁の丈を 出

来る丈小さくせよと云ょ、要求が後か ら出 て来て構

詮10) DusseJdorf の主停車場のコンヨー耳、民間の天井は 自立してゐて梁とは 隔絶 して ゐる 。 Di e Bautechnik J  935 

103頁を参照

主主11) Kcrsten;斗1al lenbauten 参照
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14. 5cbi f f erstodt の Laur eot i u・寺院板強被置の尖 J

問アーチ

15. Ambi 織法に依る長さ 120mの倉庫

16. 組立書、 張問 19.3m 軒高 13. 25m膝i{i 梁

造材は著しく; 支出超過を示し木材使用量は建築雨

後 ｉｭｾ 嘗ち約 ＰＮＱＱＵｭ ｂ であっ ｦ こ 唯 ＱＲ Ｉ ， 

タイロツド付二銃ラーメンの賞例は蓋fご多い，

タイロツドの長さが境化すると J J; 礎t L f .Jし て良〈

ない結果を輿へるのであるが、普通の木議挺では

布] めに%へる極危険なーものでも無い。喰タイ宵ツ

ドの長きが甚 ｴｾ 長い時 ｩ 乞は前述の意味から三絞ア

ーチを推薦する。其他不静定梁組特;亡 トラス組二

銃ラーメンでは失の事を決してなほ F りにしては

ならぬ 即 ち木材主云ふものは自然産物であるか

らカUl . しTこり牧縮 lノ?こり υて起る材の後手の1可抗

性を幾分考慮l乞入れる必要がある。之等構造法の

場合には地繋が結封確賞なものとして計算出来ね

ばならない 3

三たtて新興水構造 k されてゐるもの〉施工例を向

二つ三つあげて見ょう。 ( 第 12同)

Berl i n の 1 9 3 6 年の K d F- St adt iと就ては既に

Zentral bl att der  Bauverwul tung 1936年明、 1085頁に

記されて居る。五つのホールは元来組て控室にさ

れて居り四迦閉そこそこ短期間で建造 しにも ので。

あるが之を 1937年のナチス薫記，智日迄t r : N umber g 

へ接持改装しにのであっ? こ。大ホー J L- (第 12闘a)

は約 3. 500 の机付座席を有 し初めから IHJ もなくと

り段つ事を考成しなげればならなかっ? こので特に

聴い柿板棋の毘根材の厚き 1. 6糎長さ 120糎、幅16

17. 荷積場匹

エ形断商の最大モ ーメント は;I 0620kgrnでるった。

18.  Munst er  i. W のスボ- l : t 館張問37mのごままアーチ

註 12) Kers'teno- Freitr agendc Hal zbaut en. 2. aufl .  263頁以下を参照

制 5 0



19.Dre. den の唱歌命館 (1925)

: 展開78mのトラス箱形三絞アーチ

20.飛行機格納庫の復翠

扉受梁のフランヂ材は三本の材よ りE売ってゐる。

一一一一 一 一一一一一 J : ; o

22. 補強せるアーチ梁、 此に似たものは 1935年 Pa，sau の

Ni belungen 官官で治られた( 10. 000人牧谷の集合場〉

21. 第23の張関55mの扉受梁詳細

糎のものを遷み 、強め茨色 l亡染めて防水紙の下敷

の上に之を三重 lと茸い?このであっTこ。そして此の

屋根材を賞1'[ 屋根商嘗ち 32kg/m2( 怖板、木舞、極

母屋及桁ｾ合せてＩと云』、 Ｏ ｊ 、 ｦ 直で計算し 、 節鈷接

手には切目入りの輪ヂぺ J レ ( T uchscherer Dubel ) を

用ひfこ。梁一本 l亡付 16. 5m
3

の木材を要 し建物全

部で485m
3

の木材を使用しに。空間の立方米首 h

工費は全部で約 4 マルクであっ fこ。同個の小さ い

家 O j'C12 岡 b) は全くの大工仕事に依 るも ので

ある。( 第 13調〉

大工仕事らしきの有る ものは Hamburg の Sch-

uπ 吋 町 教 授設計ゐ瞳育飴・( 第13困) があ

る。こ、でも叉外視をつくろって居ら今、

板張被覆をして居な い。此の内部は構造盟

主? 被覆せす・. 全然装飾的附加l抑をつりて居

ないが、梁に控つ? こ色をつけ? こり適首な被

読をして大きな壁商に封 し活気あ る封照喪

家 主さ せるのも又良い ものであ る。ノj、ちい

| ←一- ＶＰ Ｏ，ｾ 一 一 一 一一 寸 ｕ め

か寺では こ〉に泉げに尖頭 アーチは金〈似

つかはし ( Ｈ￭［ｦ ｾ ＱＴ 岡〉 、 第 ＱＵ 凶は ｉ 形断面の

平?こい三銭 アーチ梁を示してゐる。断商は

i山i きが95糎でフランヂは2. 5乃至3糎厚の片

を合せて造 りウエプ材(5 x  10糎の材を合せ

にもの) と勝接及釘打してゐる。個材の接

目は凱 l亡し 、約 2 米間隔にお守 . タイロツド

材には ｲＺＺ ＱＲｾ 二 本使って ゐる。Ｈ 第 ＱＴＮＱＵＮ

i  m 

:: 3.Wi eロの唱敬舎館

約8週間で 4∞Om
8

の裕盗事H: : 組立て たも V-'

16. げ . 18岡〕

描物線形二銃アーチでは MUf¥ste，r .i .W. の

スポーツ館が( 第 18国) 。之は竪聞な扶蛍の

上l亡架り木造 lて特l亡似つかはしい外視を見
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21 Dort :nu:l d の Westfnlenhal l 張問76m

せてゐる。此の館の内部効果は全 t 素晴しく、採

光技術上から云へば斜の方が有効ではあるが. 水

平に設げに連夜保光窓はうまく使はれてゐる。

Bresl an の見本市館c a22闘〉では Dort mund のスポ

ーツ館 ( Westfal en 館第24闘会照〉と同様トラス梁

で補強し? こ二銃アーチを用ひてゐる 3 此の補強梁

は梁の断面 ICか〉る曲げモーメントを全部除き純

然? こる軸芳向力丈を受げる様lてさせ. 著しく断面

否? 小さくしに。第19圏には澗逸大工技術の傑作を

示してゐる。此の館は仮設的のものに過ぎなかっ

たのであるが. それにも不拘濁逸大工棟梁I亡依り

創造された事賓の結果として不計も斯様なものが

出来上つにのであっ? こ。之氏似? こものとしては 19

28年の Wi en の唱歌合館( 第23岡〉を J[絡惣させる。

之は建築面積が 20. 000m
2

で 30. 000人の歌手と

40. 000人の聴衆を牧容し . 60米張閣の中央梁( ト

ラス梁二銭ラ ーメン ) は重き約40遜であっ Tこ。 第

20聞と 21闘はある飛行機絡納肢の模型で 55 米 張

H日のトラ:ス組二銃アーチとして設計ーした扉受梁を

有するものでゐる。此闘でわかる桜l乞. 扉受梁は

金屋根荷重の* 分を受けて居1 ) . 細心の加工に依

つでのみ梁の能みとそれに起因する折昼み扉のw

帯を防止する事が出来るのである。第げ闘には中

央tc支柱を1月ひ 1=充腹ラーメンを示す。此の支柱

は角材を一度挽密IJ 1) . そして符ぴ之を隠後しにも

の で あ れ 横 梁は躍主主ー充臨梁でウエプは板材を横

lとして使つにものである。フランヂは普通の角材

で横木のウエブの雨側に上フランヂ左下フランヂ

として耐水躍糊 iて依り醸後しに。( 第 19. 20. 21. 

22. 23. 24. 25陥)

純粋の充腹梁構造も又第 16闘の読の如〈尚皮の

美的要求陀ふさはしく・聞く凶つに梁の角は梁間

iζ 直角な坐屈に抵抗する鴬l亡補強されて居答 。

tちからさま !C云へば. あらゆる自然産物のどれ

5 2  

一つを取出してみても共に附随する短所は必す宥

るに相違無いが. 木材の能力を専問的に解訴し、

材固有の構造法を得ん主努めるのであって、共は

二つ の性質の異った材l乞就て云つでも銑と錨筋コ

ンクリートとは或る範囲内では全く同棋の性質を

有する事も出来るのである。木材ーは40年間は充分

耐へる、それで一例を増げでも 1848年 !C建造しに

Munchen停車場の内法28米の厚板張のホールガ今

向使用されてゐるのである。然しホ ールの張聞が

大となればなる程向更加工iては熟練し 1: 、腕前の

良い大工棟梁が必要で共 と同時に選抜きの良質の

乾燥材を使はなげればならない。向又、木材が韓

裁の良い室内効果を損ねはしな いかと心配する 人

がある。然し、多〈の護術 iと理解の有る 外岡人に

Oberarnmergau の Passi on 劇場〈第25悶) は我々絹

逸人のホー ル建築華街が好まし い ものでは無い主

批評させにであらうか。又最後の断定が兎角経済

上の束縛で左布されるも のならば、如何なる場合

l乙於てもホー ル建築は室内へも叉共の使命lて合致

しに友現をして居るのである。

我等は構造物陀使用するに充てに木材を伶約し

て使って大切な五 ヶ年計・jf!，: ¥t > 支持しなければなら

ぬ。滴逸図産の林産資源は木材の大量需要lてはY!，f

じ切れぬ故構造用木材の輸入が常 iζ 不可般のも の

である。 ｴｾ か ら Ｚ 料 金 大張間建築 ｬ モ 於て都造材をブ ｊ

l製的l亡充分平IJ 川する 事 こそ我等に かげられ? こる義

i多で ある。 主主村ー及1m工材 lと闘する滴迫政府告示に

もこう云って居 る。即ち 「大張間建築は出来る限

り防腐剤ぞ注入し? こ新興木構造t1; !C依るか或は錨

J)古コンクリート榔迭を使用すべし J e  0 此の論文

の目的とする庖は種々雑多な構造法 や梁形式を滋

示 し、持等lと使用する構造用木材をどんな事がゐ

っても五ヶ年計藍[ 亡考へられ?こ目的に合致させね

ばならない左云ふ事を表 しにも のである。( 終り)



木造屋根構造の賓 ｾＱε 計算

Hol zerne Dach  Kons削 除Jonen

von Dr .  In宮・ Th. Gesteschi 上 旬

小 津 憲
抄 諜 来

l  ト ラ ス 梁 C  F  achwerk binder )  

ハウトラスの1 9 IJ

Ul. Ｎｦｾ ｾ 間建築 (Hal len bauten)  

If 7 - チ梁 ( Bogen binder )  

三錠式 ア { チの例

i ハウトラスの191J

Rei chswerk Spomdau の機関車庫の屋根構造( 第

l 岡) . 施工 Ambi 商令. 1922年、中屋の支間 14.1

Om， nn隅5. 0m、控 物長 さ25m、小屋は腰折れ旬配

で、桂は同定。 一端は21cmX 21cm の木柱へ 、他

端は隣接建家の壁lて埋め込まれに 2 - c 型 鋼K 支

へられてゐる。 屋根完材は2 2 mmJ亨の勿j 彼 k 、そ

の上 l' e 二重の アスフア ル ト、ル ーフヰングを貼つ

である。詳細は第 2Ii ，，;1e 以下の計算による。

1.  filj 亙算定

下段屋線而の傾斜角は( 第 3 1;;.1) 

1.80  

tgCl( =一一一一一= 0. 766 ".0( = 27
0

30'  

"  2. 35 

，.段lii 根而の傾斜 fi Jは

0. 75 

s =一一一一= 0. 159 .. .向= C)1i 

4. 70 

i  ) 自 ffi

部板 CPappe) 15 1: g  

剥板 (Schalung) 12  kg  

母If. 11 kg 

38kg r. 吾; 阪而 lm2に つき

341- 園 Reichs  werk S凹 nclouの復関車庫

お筆者は長谷郵竹援強薬事醤所勧u

A) 張問55mの格納庫

B ) 小材構造 (Zol lbaudlch)

によ る工場附属倉JIl l

38 38 

.  .水平 面 1m
2

首 り三戸= 可
-:7子= 46

k
g

小尾自; R 10kg 

計 58kg  下段尾根 tf'1i

98  98  

一一=一一一一= 38 kl! 
cas 0. '19 - J _  ｒ ｾ＠

小屋自草 」虫ι

計 48 kg .1-. 段屋根両

手くに色(jj史s荷車 ( Knoten lasten) を求める。

58十48

P
1  

= 2. 35 ・- 2一一・5. 00= 625kg

P:l =  2. 35 ・5. 00 ・48 = 570kg  

ｐｾ＠ =  P2  =  570kg 

ii )  杢積雲に よる荷主

ド段 屋 根両 ｬ ｭ Ｚｊ ｮ［ ｬＮ＾水 Ｎ ， 勺 ｾｉｩ ，こ 58 kg 

ｈｾ＠ fI 75kg  

58+ 75 

P， = 2. 35. 5. 00・一三一一 = 775kg 

P::? =  235. 5. 00 ・ 75 = 8BOk8 

ｐ Ｚ ｾ＠ =  ｐｾ＠ = BBOkg 

此の車庫は二つの建

物の聞にあっ て、 全

t 風!監にあるので、

問IJ風聴による荷車は

問題lとならぬ。

5 3  X I  
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第 霊 園 小 屋 書E梅費量

トラスのR吉

川171

'!601 

自 主在

1  crn '_-= 750 kg 

全 雪 荷 重 量

1  cm =  7.50  kg  

‘S  

F  

J  

. 3 園 小屋宮E材の園式鰐・逮

2. 母屋算定

持放 し 5. 00m 荷重 1. 00m 

人間隔 5. OOx  1. 00x  125 kg =625 ｫｾ＠

625x  500 

Werf = 一一一一一一一 = 391 cm 

8>< 100 

.  . 角材 10cmx 16cm Wx= 427cm
3

: : e採用

Xi  5 4  

3.  小屋組 算定

都材底 力 は 第 3 聞

及 第 1:去によ って

決定される。

i )  部材 1. 2. 3 ぷ

大! 底力 lて 略 縮 力

6200kg村長2. 4m

6200 

Ferf = 一一一一円
60 

103cm
2  

Jer( =  6. 2 x  2.  4:.! 

ｸＸ Ｐ ｾ ＲＸＷＷ｣ｭ Ｑ＠

.  .角材 13cmx 16cm 

(jx=md)  

F = 208 cm
2  

を採用上弦材は

A
の他に母照に

よろ轡曲が Jmは

る



一 一 一一 一一 一一

max  S  

トラスの耕

材が塵縮力

を竪材が引

張力を分婚

する様に考

へられてゐ

る。端は雨

耐の燦故主

雌ネヂのあ

る丸鋼によ

って組まれ

そこで張られてゐる。奈体ナはポ ー ルト によってｾＮｦ

材を結合され、弛みにまとJ して安全ならしめである

。詳細な第 6 岡iと示す各梁の牛分は三つの部分よ

り成り、中央の部分の長さが約 10m、雨端清E分が

約 8 mづっで、 夫ノ号組立後錨道の車捕に積込むこ

とが出来 る。

静力撃的計算から :;;cの按な結果を得る。

水平 商 1m
2  

についての尾根荷車は 、 屋根の

傾斜角から

(毎日 7 岡〕

8. 5 

0( =ー一一一ー = O.  34 ... 0( =  18
0
50'  

25. 0 

sino( = 0.32 cos o( = 0. 95 

55 

一景山根fl 材一一一一= 60 kg/mヨ

0.95 

U! ムiLJ47 ;ニヵ
P夫 1定 断 。a

2500 3500 

ヱ 2000 2850 

与 2日) 0 主7u()

4  2000 

5  2600 

6  oOO 

7  850 1300 

出 150 200 

り :200  

11
1

表

内

υ

ハ
U

ハ
U

山

U

0

0

0

5

 

8

6

9

2

 

弓

4

3

J
V

m ｾ使用する。

Iv) 部材 7. 駆縮力

2159kg材長3. 10m 

Jerf =  2. 15x 3. 1 

0
2  

X  80 =  1654crn
4  

角材 12叩 X 12cm 

(J 三1728cm
4

) を

採用

v) 部材 8. 酪縮力 350kg 材長!日L 上

Jerf = 0. 35x 3. J 2x 80= 270cm
4  

角材 8cmx 12cm CJy = 512cm勺 採 用

心 部 材，9. 引張力 450 kg  

450 . "  n  

Ferf = 一一一 = 4. 5cm
2

100 

ji ZS"J . '  t内

「一一; ! ?  

4 降 - l do →寸守一 100--1 i  

ト一一一一ーイ J S 一一一明

11
4

圃

構造施工上か広 13cmX  13cmをi:Rf1J  

4. 桂 算 定

荷 車 7.  05 x  5.00x  135= 4800 kg 

材長 6. 50m

Jerf = 4. 8x  6. 5
2  

X  80=  16224cm
4  

角材 21cmX 21cm 0 =  1  6207cm勺を係 j丹する

u三銃式ア ーチの例

Gesteschi 設 計 張 問 50m，ml隔 5 m の三銭式

アー チ梁

此の梁は二つの部分から 成 れ あー五が: 頂鮎で一つ

の関節によって接合され 、支柱が鍛の'引張材ーによ

って結び合されてゐる。( 第 5 及 6 [品1) ;棟閥的並

びに脚部開凶は沓金物によ ってゐる。引張材は丸

鋼 tとよって，. ラス節賠K 吊られてゐる。雨方の. 5 < :

柱は弦材のため lてt H米る t.: t 1 震直な材を使用す

る。各上弦材tては 、下弦材が節黙か ら節黒占まで直

線であるのに封して、一つの折闘がある。節黙は

角 材 13/16

13/ l t:i 

13/ 16  

13/ 13  

13/ 13 又，、 7/ 1 3 X .2

8/8  +  J:t . 銅

10; 12  

8/ 1'L 

1. 1/1 :.s 

uOOO -

4850 -

t i 200-

-¥l l OO ム

u: ! OO j-

1500 十

2150 --

35u --

-150 !  

戸

、3

50 kg/m:.! 

20 

130kg/ m:!  

75 kg/m
2  

15 (1 

111j軍合計 220 kgi m2 

;庁容応力l立として弐の規定を慣定すれば

1  ) 松

引張力度 120kg/ cm:! 

ｦｾ 縮力良こ 80 kg/cm
2  

E刺 i 力度 120kg/ cm:! 

安全率 Eul er I' L 随って平均 8 倍と すれば 、

最ノj必要 モ ーメントは公式 ]erf =  80p.l 2 よ

ち決' 之される。

2)  京司

架構桂引張力度 1200 kg; c m
2  

節黙の鋲とボ ーJ レト郵断力度 1000 "  

鋲孔周りの肱酪カ皮一 2000 "  

梁

櫨手材料

自 主F. ｾ十

筏 零

風 n:jl 、

ち5 X )  



材態力の算定は的

式によ って得られ、

失の載荷欣態の参務

とな り、 i稲荷l! c説明

される 勺

､ 雨明ｾ珂，ＮＮＮ，

ｾ毎

戸ら一一一一- J

同ー一一一- 2 M一一ー_J

「

ミ

ト

ミ

i
込

i

r

』?

一 .7 .  • 
ｇ ｾＭ ｄ＠

圃 ｾ ｾＯ Ｍｲｦｪ＠ ___ ;. J JFu 包，

骨 骨

相 J 弓戸 ず 1

:7'""' 一一一一一

問 」一 一 - S o一一一一竺二

面第 5 彊 薗

A - B  

語 種 ¥ 漕財唖 / . ヨ同

ｉｬ ￦，ｾみ 奈 、ｼ↑調
芯ニ. _ 、ー一一一一ー『事ゐ，

!i(J. C "' 7一一一一

.，: [  N f'  ' "  

Mc = O  

A十- Hf = O

12.5  

・H= 27.5x 一一一一一= 40. 5 t  

8.5  

圃

1. 自重雲及風によ る全荷重

金荷重( 前述 ) 水平面に封 して 2却 kg! m
2

梁支間 1mにつ いて は

q=0. 22x 5.0=  1. 10t j m 

支持反 力は ( 第 8 闘) より

A= Bz J Z= 11 × 2 5 M7 5 t  

組itF 第 6.

自重、雲及風 iてあ るト ラス( 左) 字の会荷

重右宇には唯 自重のみを考へる。

荷重は 左学の トラスに 220 kgj m
2  

有学のト ラスに 130 kRj m
2  

2. 

水平反カは C I'C於げる モーメント方程式よ

り

xl . 5 6  



書官 S  週

C  

a  

カ〉 くて RI =  0  .  22 X  5  .0 X  25 .0  =  27 .5  t  

Ｈ ｕ ｾ＠ 9  i品) Rv =  O. 13 X  5. 0 X  25. 0 =  16. 25 t  

ｾ 庄の 支持力は

16，25+3. 27，5  
A  ｾ＠ ｾＭ，＠ ｾｊ＠ ＴｊＮｾＮ ，＠ ，1  24. 69t 

27. 5+ 3. 16，25 

B = 一一一- 4- 一 一 = 19. 06t

A + B= Rt +Rr = 43. 75t 

i新l百決ぷは出余 るt:: げ等 しい断師を得 る桜花大

きな肱カの材に劉I して定 める cm61川)

1Jl 民間 建築

A ) 間入口巾 55m の格納} I j i 、施工 1935年O. 一L

Ni esky の Christoph &  Unmack  A G  商千'r Ｈ ￭Ｇｦ ｾ ｉｏ ｩ 司 Ｉ

而積 66.56mx 26 ;50m、屋根構浩は 14-柱のトラ

ス氏支 へられてゐ る。 : f 三乎の位の風il r;に よる抗力

は桂脚の銃節に よっ て基礎へ停へ られる。 II i 人口

の上には水平梁; c 架け である 。

出入口 は開孔 7mX 55m、屋根荷車ωfド分色、 5.

5m高の前壁と が55m張問の出入口 梁にか 〉る。f ) j ¥

の軌僚もこ の 2 銃節の木造 ラー メン トにか、って

ゐる 。

出入口 ラーメンの最大部材・7J は、部材 U
I
-

4
1'L於

いて、 E広縮力118t 、上 弦材の最大力 は、梁 中央で

麗縮力 107t、 ラーメン端即 ち0 4 の最大力は引張 力

81t 、柱聞の凱材01- 3 では引張ブ]72t 、科材D4では

り|張84t である。( 第 8 岡)

ラーメン端 の接合 ( Anschl uss) は架 i憐を剛にし

接合加を砲 〈する? こめ l亡、 うまく 傍若 され?二部板

の接手板が丹j ひ られて ゐる。接手板の厚 さ 12cm

( 2cmの もの 6 組 ) と7c m ( 2. 3cmのもの 3 亜)

である。各:iii¥は Kauri t ( HりIzerne Dachkonstrukti on 

cn Von Th.  Gesteschi  P. 124 参J ! ので隠看されf二

司J ＱＲ｣ｭ の舵仮 ｬ 手 ＲｾＲ Ｎ Ｓ｣ｭ の 板で あ る。

個々 の板は上越の虫11 <  ＱＲｾＷ｣ｭ 厚 に幾層にも隈

右 され、 部材と; j : 1;2三子板との連絡は肌ヂ ベJレ (Tel l e

rdiibel) を用ひである。これは云はば鋼構造K 於り

る ｇｵｳ ｾ ･ｴ pl ate ( Knotenbl ech) の 鋲の役をしてゐ

る。 ( H. D.  von G.  P. 119及 125参照) 出入口梁の

反り は22cm k してゐる。 これは同定荷重主 零荷

重 と3 クレ ーンによる 梁の控み主、更に木材の乾

燥に よる断面の約 5 ;tbtごり の繊維に直角の方向の

牧縮 による撰み 左右ナヨヲ慰 しである。牧縮による提-

みの計算 l乞於 て、接合部中央の襲。位は許容荷ffi :の

下で 1. 5mmtごり考へられてゐる。

屋根立材は母屋の上に 23cmX 24cm の原剥皮を

その上陀二重の アスフアルトル{ フキングを貼つ

である。 最后は梁の上弦材で受げてゐる 0 4' その下

弦材 i亡扉受梁がか、ってゐる。更に注意すべ きは

各梁が一関に働いて梁の下弦材機感が 自重共に 3.

5t Ic 耐 え得 ることである。

ノj 、序: は張問 24. 96m、11日陥う . 50m Ｈ第 ＱＰＱ ｾ ｑｪＩ出入

口梁は、来日'，155mの二銃式アーチであ る。妻壁K

栄の 下 弦 材の ｉ 白ￏｬ ＱＺＺ支 間 ＲＵｭ の耐風ト ラ スを＿とつｾ

あ る 。 ‘ ｴｲ ｾ 1  Il i{611. iJ H入口 ラーメン の詳細である 。

B ) ノj 、材構造の例

Prag Iこ於 げる 工場附月誌の小材構法の倉庫建築 、

設計施工 1930年 Prag 1  ng. Viktor Zel inger 商 合 そ

の千而 と断指iの 一般設蔀は第 12凶 lモ示す院 さは

78. 8mX 13. 5m小屋組は剛容の上 K 鍛 の引張材を

J寺つ?こ張1n113 .5mの弓形のIJ 、材架緋で‘ ある建家が

爵 ￭ｾ 、盛 土の 上 ｬ て 建て ら ｩ Ｑ Ｎ ｴ こので、抗の基礎に特 ｩ 乞

深〈 考!意され? こ。向斜路 上11:: 軒が一聯の構造腫 k

して取 りつけ られてゐる 。が特に計算上には影響

のない様になってゐる。ノj 、屋組は細AAの子 商を有

し、 各々が アー チ形に作られ、計算は二銃節アー

チ として鹿 理 され る。

計算ｾ次 ｬ ￫ 示 す。Ｈ第 ＱＳ 同参 照 Ｉ

関 !日 I =  13. 5m 

弓形の高さ f  = 2. 2m 

宇僅 {  I  ¥ 2  ， l '> 

ト百.. 1 十 1
2

= 一ーとム一一一一= 11. 455m 

2f 

弧の長さ . b= と笠 (1

180 
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ｾ Ｎ＠ ，2f  

u- ー ロ ー:;':"'=0. 325' :)3

4  1  

i子十L礼1凶8肝8
0

3'

仁= 72
0

12' "iIψ，= 7り132'

11 .455 x  3. 1416 x  72 .2  
b.= " . '  . _- "  -: n'n' .  - " .  -. - _- 14.  45 m 

180 

弧 の一部 冴 企 ｢ ］ ｾ ー ＱＴ Ｎ ＴＵｭ
10 

<; "  ｾ＠ 90
0  

- 36
0
6' ｾ＠ 53

0
54'  

"X m=  r ぐc05C1' mー 1- c05q>m)  ｾ＠

ィ x <>.cos ll' 

"ym =  r  (s incom - sin約百一 1) =

r  X  "sm¥!' 

AYm半 l

中央の照根 傾 斜 角 叩 lan o( m= 一一 一 一

AX m+ l  

第 12 圃 ( A) . i I i 圃

. 1 2・( B} 平 画 面

ヨた表ノ如クナ ノL

荊載荷」煎ノ ;集成( 第 2表〉

問定荷草部板 主 剥皮 ＲＸｫｧ Ａ ｭｾ

7 ス フ ア yレ ト フ エ J レ ト Ｗｫｧ Ａ ｭｾ＠

35kgj m 尾根函に針して

航可 ＷＵ 均 Ｏ ｭｾ 水平前

風ｉＡ｟ ｾ ω 。 ＱＵＰｫｧ Ｏ ｭ ＺＡ

節貼荷} l ! :

同定羽f立i: P01- P-1:o = 28x  1445 = 40. 5kg 

菌 汚 POl 三7'5 x 1. 22= 91 .5kg Po=46kg 

ｐＱ Ｒ ｾ ＷＵ ｸ＠ 1. 305 = 98. 0 Pl = 95"  

P2日= 75 x 1. 370=  103. 0 P2=  100 

P?' 4= 75x l .415= J'06. 0 P8 =  105 

P  4(; =  75 x  1  .  440 =  108;  0  P  -1 =  107 

P
u

= 54 

風1 $ ' ｩｦｾ 直分力 ｗｶ =  150"b x  sino(  C050(  

水平分 力 Wh=  150"b x  siu no(  

ヲた表 ( 第 3表)

HI Z : 封する 影響ーの算定( 第131判)

a) 飛芭荷事

= - L × X m( l - X m)  

2F 

b) 水平荷;京

州 = 守H m- l + 作V m- 州 ー っ と 土

4注入m

F = 欠円の商都

F = ν( b- I )  +1f  11. 455(  14.450 - 13.5) +  

- 2 一
内

13. 5x2. 2  

- 一一一一一=20. 3

5 9  )(1 



A  

甲 ｖｬ 唱 γキ ｾｘ 1.22x 12. 28- 0. 370 

止 2x  20. 3 

:> 0. 123 

可V
2

= 一土ー x 2. 525 x  10. 975 =0.  682 

トル."- 7'

温三

40. 6 

ラ 0. 238

WF - i - 2 . う2うx 9. 605ョ 0. 920

40. 6 

:> 0. 1ぅO

-r; V"，=ポτ ×う 31 x  8. 19 =  1  :  070 

:> 0. 005 

守VEz t τ x 6. 750x6. 750= 1. 120 

.1d. 

町 ｉ､ 側ｾ I  J x  I  x  1  ・in，. ｉ Ｎ ､ 蜘ｾ r  ､ｙ｟ｩ｟｟ｾ｟｟Ｑ 脚勾飽
ｓｳｾ＠ 54'  1叩 油 I  0 仰 伺 |  。
- a1偶 泊 1.2201 _  I  -，.._. n  10，W 価 |o片51- - 320 3fi

5t
O  

1叫刊297 1，220 I  0，875“  附 5

l 山 87い. 3 0 5 ω 叫oω 一 - 25

0

¥6 

倒。: ZO. 4 ' l O . 3 6 9 1 0 1 2 . 5 2 5 I  0，9 2 9 3 9 1 1 . 3 9 1  

- l  W7 5 1 1・370 側 9位 1
0・叫7

一一 18

0  

3  

75
0

33. 6' 0. 24936 I  :  ¥3.89 5 0，9 6 8 4 1 1，838 

l  0.123舗い-“ {).O23州問一一 10

0

5 0  

ｂｾｏ ＴＶ［ ［ｓ ＧＱ＠ 0. .25臼 5，310 I  0. 99207 I  :  I  2.1凹

0.125団 11. 440 一一一 一 一一一 O. ∞7田 I 0.091 ｉｾｉ＠ 3
0  

31 

g o O _  1'0，ω ω 1  16.150 I  1卿∞ 1 12，200 

.2表

t!本t

。- 1 d2，9  

.3表

可
0. 775 

1mrrmnml f l l l J: !I!ll llIlIlI lI l l Wi l l W 

マH1= 0.310x 一一一一 = 0.235

1. 220 

必 Ｍ後ゐ ｾ Ｘ
At 偽 物七

! ←S ぽ - - i 一

同一一一一- t 一一一ーー- - '

錫 1 4 .

x 1 6 0  

0. 616 

甲H!?=0.235+0;312x 一一一一 =

1. 305 

0. 235+0. 147= 0. 382 

0.447 

ポ::1= 0. 3: 2+0.238+て芳百=



間百E 荷 重 右 雪 ｾＱ 匂重 全雪里符1強 省 航 路 @

開-・・・・・・

A  十 202，5 十 126，7 ート507，0  • ＱＸ ，ｾ＠

8  十 202，5 十 380，3 +  507，0  十 9(j，4

H
A  

十 292，0 +  374，9  -1- i 49，8  -1- 65，3  

!-I
B  

ート292，0  ー;- 374，9  +  749，8  十 40，5

」ーー伽41 - - - 1

ｾ＠ 15 圃

max  HA  =  1107，1  kεtri t t  auf  bei  max  A  =  727，8  kg， 

mi n HA  =  292，0  kg  " 旬 bei mi n A  =  202，5  kg， 

max  HB =  1082，3  kg  • "  bei  max  B  =  807，9  kg ， 

mi n HB =  292，0  kg  " 喝 bei mi n B  =  202，5  k日

量 量 大 層 力 の . 成 k g CM 4 表〉

punkt  I  1  1_ _:_ ｟ｊ｟Ｓ｟Ｑ｟ｾｾｉ｟｟＠ 5  J  4' I  3' 1  2' 1 γ  

固 定 符 鍾 1 - 4，01+ 川+ 9，31+ 叫+ 即 1+ 則|千 州十川- 4，0  

今 右 1 - 136，0卜201.6卜195.7卜118，01+  30. 21+ 169，0 1-+ 222. c l  +  198. 71+ 117.3 

写 会 | ー は7ト 刈+ 26，31+  5山1+  60.4 1+  51. 0 1+ 2州 - 2.91ー は7

見 右 1 - 2叫- 44，71- 4叫- 40，6!  - 20，3 1+  11，11  +  t 8刈+ 75.31+ ω ，4  

ma x M 1  1  .1 i  1 +  i 9.1 1+  196.21手云示1 + 幻 5，11+ 182，i  

蜘 1 M 卜 叩 |一 山 一 235. 2!ー 叫 51 :  

最 大 モ 四 メ ン ト の . 成 ( 第 5 表 〉

0.382+ 0. 078=  O. 460 

0. 271 

万H，= 0.460+ 0. 150 x  1::;'15: = 

0.460+ 0. 029= 0  489 

0. 09 1  

ηH... = 0. 48リ十0. 050x ー一一一一=" '，y - V .  ' V ， ， v .  V J V "  1. 440 

0. 489+ 0. 003 = 0. 4ソ2

11; 1定干司H震によるセーメン i

A  =  B  =  5  x  40. 5  =  202.  2  kg  

右側害荷重K よるそーメン 1.

A 一一」一 (95. Ox  1. 220+  100， Ox  2. 525 x  

- 13.50  

金重荷重に よる モ ー メン ト

A = B= 50.7.  0  kg  

右側風曜によるモ { メ ン !

A - 131E6 ( 4 4 3 X l  m +2 7 8 X 2 5 2うf

強度説明 書事板の分 婚 は 次 の 如 し ( 第 161剖J

M= max ｍ ｸＭＭ Ｍ ｾ＠

句 S ウーX e

α= 薄板の間隔

。= 薄板のな す向

ｾ＠ =  r込umli che Steifi gkeit 

0. 85 

tg.，.' 一一=一一一 = 0. 4475
" 2 - 1. 90 

4ー =" 2μ附4制

C  斗 = 0. 9引川1ロ276'

剛度 z はOt zen 11: よれば、 屋根の弧の長 さ主 属

候 中との割合l亡従ょ、。賞際の下調斉によれば、こ

の場合では =ι旦

0. 85  

Ml = 279. 3x"  ~崎町， .  .  l' 、= 236 kg町、

e  1  X r  



第 u 閣 詳 細 掴

第 17 圃 ( 第 16 圃〉の 詳 圏 第

首i貼3' ， と 於げる ｦｲｾ ｵＱ Ｉ ｊ ことに封して姿求 される 。

1 滞板の分婚は

O.  85 

NI =  764.  4x 一一一一一一 ，= 3.56 h: 
O. 引 276 x ' F - : ": : _' : h

5

泌 般 の大 ｾ 3cmx  24cm 

Wx =  3x  24:! 

x =一一一一一一 = 288cmコ

F  = 3x  24 = 72cmゴ

356 23600 

o= 一一一一士一一一一= - 4. 9土 81. 9  
72 _._ 288 

=  - 86. 8 kg/cm:!  

ポ ー ノL ト結合の 5ゆ :

ボ ー ノt- トは引張1て暫 して、しか も受嘉iζ 不利な

XI 6 2  

maxV = 727，8 - 20，25 - 46= 661 ， 6kg 

0( 0  = 32
0  

30' ， H =  II07fkg 

ｎ ｾ＠ = 661. 6 ・o53730+  

1107，1 . 0，84339 =  1  289kg 

1  /f)j ; j : ocの分婚は

1289x  0. 85 

NI = 一一一一一一一= 600 ksz 

0 ・91276x 2  一一ｾｾ

，J<ール トのヲ|張力

T  = Ne. ctg!1= 600x  0. 89348= 536 kg 

ボール ト ゆq mm

[= 0. 635cm日( 有効 j

536 

(j '，，= 一一一=844 kgj crn 

O.  635 一一一一一一
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引張棒の計算

引桜俸の間隔 5. 20m 放に l ヲ|張 i俸の分婚は

5.  20x 1107. 1 = 5757 kg 

ゆ30mm引張棒の強き

f =7. 08cm
2  

構造主賞施は弐のi泊bである。第 161副が壁に主主

し、或は安の アーチのノj 、材ノj 、尾の分解し? こ平面を

示してゐる。 屋根弧は敢{I司の k のlJi正分 に分げる偶

数個が最もよい。従って J ド側も亦偶数となる。例

へば 12. 19. 20等々の如し。ぞれは計算の簡易 化

にある。 k K闘 して 奇 数re 巡 り る の は 、 此 の

場合取に計算を混凱させるのみならす・、支鮪を? ノド

1m隔 ÷ 間 十 ら さ ね ば な ら な い 。 そ の 聞 に 崎

工ぞきへ困難?こ らしめる 。 k とp は小屋 の張11¥1!亡

よって蒲板の長サがとり易し、長さ 2m2. 25m 2. 5m 

等々となる椋 l乙選ぶ。それによって木材の長さを?

ｉｉｾ 来る ｦ ご り鰹 〈す ることが ｬｩｨｦＮＺＺ る 。 。

11¥1口の妥 アーチは第 16闘の左![ . 示す如く組合 さ

れる。 p が以上の様 之割られて、ノj 、庄の全長を: "T

I究剖 b切ることはT ' 可能で ある ( p については一

般に一定 の 大さ、 大抵は 80cm とする) 最後のア

{ チと禅板は p が終って、第 17闘の左tL示す様に

結びつりられる。 一般の安の場合の準細は第 17闘

に示ナ。第げ岡は一般節宅、第げ聞は土裏の外側

の支黒占を示す。 海板の長 き a は作fi によって最も

よく知られる。巷間色々 の出典がさを く}J IJの計算法

を厳へてゐる。

貰1;仰と首つては組立人は単 l乙ア ーチの曲 l副主 h

l亙分の数の明k : 1日とを手にする。それにば縛板の摘

要K b分割が傘げられ、 会建物についての薄桜の

種類 k 教を含んでゐる。特別の詳細聞は不要であ

る。

第 16 圃上屡小屋組。内保

組立は次の如〈行はれる 。

北つε 土京を据えるの蒋似の受盛re人夫舗が作凶

する。節黙の切紘円の直極 l 、蒋板ωI ' ! b 、高形

υＰ Ｇ Ｑ 、 Ｑ Ｆ ｒ が求めら れる。 ｣ｭ ｉＸ Ｑ［ｩｾ ＱＩ 監替手れま ｖ を

決定し、ぞれによっ て p 介割 Iと封ナる各結が毘を

十ら きねばならな い。 組まれにこと必は基礎 !c m'Ji看

される。安アーチが立てられ、足場ーに よって夫々

のl剖而なしに崖線ω組立が始められる。か くて残

りが共ゆと続いて行< 0  1{C181由主受をとの泌紋の

形を示す。 これにつ いて組玄人は研究せねばなら

ないの

桂脚には繊の翠が風l単にま?すする技 l亡、雑板小屋

のすもれに謝 して算定 きれてゐる。計算の弾返しに

よっ て夫について の見賞がつく 。 以上

6 3 χ 1  



茶 室 巡 り 第 11 [菖

京阪の茶室・ 5 ・
西 芳

新京阪電鎖線の上位騨で下りれば数日Ijl 出の稲凶

をへt; て入赤絵山が、南は山崎の天王山まで延

び、北は嵐山を経て愛岩山まで鞭〈 のを見 るであ

らう。京の西山である。このめ? こりは脊の街、秋

の松茸で名がめるが、我々には西芳寺の闘賓茶室

湖南事め るが震に親しみが深〈、幾度訪れても、

その度に費つ? こ感銘を受けて、柴しい所である。

西芳寺川の土橋を渡って、苔の美しい小僅を行

けば、輯い槍皮葺の四注屋根し美しい竹絡予の

室主、落ついに土壁のIJ、さい建物がある。これが

利休の子、少庇の好んfご茶室湘南亭の道海側の姿

である。( 第 1 国参照) 道を少し進んで、 寺門を

入り、叉異つTこ苔の美しい石t;':> みを行η ば、庫

裡t t : 達するから案内を乞ふて、 先づ夢窓岡仰の作

左俸える庭園を見ゃう。池を中心 l乞自然木が程よ

く茂り、木の下は一面のピロードの苔である。 ＱＱｾ

郁苔寺の名のあるところ、二十数種の苔があり、

中には此所でないと育? こぬものもあるとか。晩本ー

の頃、雨上りの日など、苔が光り輝いてゐる c

池の西側を通って、南へ廻れば、 廻遊控よ り少

し高い所t亡、 i相南半の建物がめる( 第 2 !li al 参mO

石段を上って、飛石{ 立三方に分 j 'L、:m1-. !J ;僚の

布石＿行けば玄関に 、 左ｾ行けば 、 縛 ｗ Ｑｩ があって、

湘南の舗や刀掛のある土問 lて達する 。( 郡 41品l参

照)

このあ＿こ り の Ｑ Ｑｾ 石 の 打方 など巧みはものである

額の下の貴人口を入っ て 、 問中 ｉｾ 主Ｚ同の茶 ｦｦＨ， 松雌

に坐って見ゃう。先づ口 lとつ〈 のは、 火煙型の板

のついに書院床 L 中桂の蔭陀める 主人床である

( 第 5 岡参照)

H月り障子と 椴] 問との|首j氏、火域型lζ 切 り抜い 1こ

板をおい? こ書院は、 これに粧いに右側の貴人口及

腕徐 k の取合の障子と共 l乞明るい書院風な i閤速な

感じがゐる。

ヨだに、中柱、出雄、二重棚、協先窓等は、定石

来筆者は本合縄平罰常務

X I 6 4  

寺 南 亭の 湘

岡 孝 男*田

的であるが、これに積〈床のIMJt亡 、具色のゐ るの

を策附かれるでめらう。即ち、こ床の聞は果占;1な昼

の左にあって、結手をする亭主は、左をむいて、

身近に抄博川花も控ti 賞することが出来るが、客の

方からは中経が邪魔になってよく見えな L、。

これは賠者が濁り楽しなを旨とする舟; で、時t亡

客あらばＮ客にも茶ｾ供・すると云ム、主人本位の

搭へ方であり主人床と云」、。この例はあまち無い

大和小泉慈光院に ある。石川候好みの茶席不昧室

〈本誌 8 月披所載) 以外には聞かない所である。

不昧室に於ては、石州候が自分の封地K 蹄り、ゆ

っ < !J 茶を? を黙じて柴しむ駕 ‘ 叉客をす るとして

も、臣下の者ばかりであるから、結者1: る亭主主?

主主し? こ主人床の席が好まれ? このであるが、湘南

亭 l乞於 ては、 少庵がE免年 3棲して容もなく、ゆっ

くりその飴出: を楽しむ鴛 l亡、かくは、主人床の1帯

主? 好んfごも のと思はれる。

))II の外 lてj百徐がある。 板張 り土天井の吹放の主主

で、池泉 l亡面して眺めがよ く、 字下の花、秋の紅葉

は勿論、立の夕 、冬の朝なと 、こ主によからうと

思はれる。茶室(乞附属し? こぺランダとして珍らし

く、 又土天井と云よ、のも珍らしい。

六帖の勝手の問には、押入の中 l亡大櫨 主流しが

隠 してめる。 又南{ RIJ の中謹窓には、雨戸を繰り入

れる戸袋が無く、三本講に雨戸四枚 k 障子二枚が

建てられ、雨風の臼 ICは障子紙の漏れない識に雨

戸乞 i泊めることが出米る。竹格子ーの打つりも美 し

い。我々の住宅K もF告別して l自i I=-it 、も のであらう

( 第 6 同参照) その上の欄間は、板戸引分げとな

り炊事して煙い時は開げるが、平常は閑 めて、主主;

の孫附を考へるなど巧な や り方である。

この室 IC続いて同帖の挫聞と 1 板張りの1 CB/¥1が

ある。四帖の出格子 iて竹を打つげ にや り方も 美し

t 、l坊に見? こ道路側の優美な形はこ れでめる。

二の西l亡更に建物が積いてゐ? こら しく‘ 礎石は



湖南事南面 ( 岡田篤漠)

関芳寺川 を渡って寺門へ行

〈迄の小径。左手は川堤で樫

の木などが茂り 、右手は檎の

生 mを刈 り込んだその中に 、

檎皮葺四注ｾ り の軽快な建物

が見える 。 ミれが湖南亭; の雨

前で 、治ーに頃1 : るために 、1ft

格子の中連主主ゃ 、竹を打つけ

た出待子など 、取り合せが甚

だ美しい。小筏の爾側には苦手

ｾな苔が 一 面にある。中 主 ｛ｾ

は六帖7]<: 屋の間についたもの

で、障子ご枚 、雨戸四枚が三

本憾に入り雨の日には 、障子

を濡らき ぬ本まになってゐる。

叉そ¢上の欄間は板戸が入り

常はこれを閉ぢて室の落着き

をf呆つ。

京 阪 沿 線 の 茶 室

Ｒ Ｎ 湘南Ｄ北面 Ｈ岡田ｾ民〕

本堂の前から林泉の聞を 、

斉の美事さを貸しながら南行

すれば 、湘南主事に達するL ヌE

ｾ ｲ ｩｩ 品が土天井の成像 、 そ の右が

ま ｅ 茶松彪四帖 Ｓ 菱自の入口 、 キＺ￭Ｎｾ

の樹の右が四帖の室 、右端が

板の聞の玄闘である。なほそ

の 右にも小さいｾがあったら

し 〈、礎石が並んでゐる。 Jfif

僚からは 、関池がよく見られ

る。飛石は 、松の樹の手前で

ご手に 別れ、一つは玄闘の方

へ、他は松 の樹の下 の持腐を

径 て、茶席 の貴人 口の方へ通

ずる。 塀の 向ふ側 は、第一闘

の小径であ る。

3  湖 南 患 ・ 岡 田 孝 男 ・

1  XI  
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3. 湖南事膚械 (1河悶総長)

土地の僅かな高低を 、手リ月J して

掛出 しの桜にな り、 土天井がよ く

見える。1 B 茶室にかミる』安保は異

例であるが 、特に美しい l羽池を銚

めるおに附加されたものと恩」、。

このfsf 像の敢に有名である。 l資限

¢・高欄に注意され込ば 、北側のも

のは低〈長くて 一本 、西側のも Pコ

はや注高くて ご本 、東側のものは

も少し ｾｪ < て三本であるのに 、長4

附かれるであらう。左端 と、 lt 央

に丸 竹が立ってゐるのは 、墜樋で

あ る。

4. 湖南事贋織及貴人口 〈附悶潟民〉

! 有限からの岡地の眺めは甚だよ

い。中央の障子二牧主主が: t t 人 u で

ある。その右に刀掛が少 し見 えそ

の下の少 し高い石のよにあがって

刀をおくのである。持路は中央の

少し手前にあるが 、匁良には見え

ない。



持目 南 事 の

茶 室 岡

回 孝 男

6. 湘南事水置の間( 阿 国篤良〉

四帖の雪置から襖をはずして

六帖の水屋の聞を見たところ

である。オ1手の出待子及その

先の 中迎窓の外は第 l 悶の小

筏で 、 こ L らの構成は、内外

とも秀れてゐる。っき獄りの

襖四枚建の中に大燈と 、I1fcし

がかくされてある。佐ひとし

ても不便のない機に間 j 反りも

出来てゐて 、大いに参考ーにな

ると。恩」、。

5.茶室松庵内部 ( 岡田匁良)

四料j .J; J 目の席 、 主人床であるが 、 他にはあまり類例を聞かない。

中*主 、ご1[¥側 、 手耳目切/ J I燃は定石的であるが 、 その右の書院床がまた珍ら

しい。 ことに潟民では 一寸だけ見えるにすぎないが 、 花俊形の板が入ってゐ

るので 、 よほど怖式ばって見える。その右が長; 人口右端は成僚との取合障子

である。天井は竿線天井で 、 会慢の調子が 、信ぴた中にも容(旋 風な要素を多

分に持つことが感ぜられる 、 これは湖南亭が所謂茶宅でなくて 、 少庵隠筏の

{ 主ひ であったからであら う。

3  XI  
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今も見られる。

屋根は拾皮茸で、民像、茶室、六帖の上が四注

( 闘機のJ ては入母屋) で、これ左! 由の乎 l亡切妻屋

根がつ く。

ヲk室を見終ってから 、庭園乞一巡して 、J斤から

の紅葉を賞し 、本堂の後で、お茶を- M{h 、?こ丸、

? こが、久し振りに俗腸を洗ひ、心のr0 ' U' のを覚え

? ここと である。

なほ園地のＪ側に ある茶室坪北 亭は 、明治 の ｲ ｬｾ

頃K 建つTこ主のであ るが 、断る拙 〈、水割なども

でにら めであり 、消l南つがと比較にもならぬ。叉i州

南寺; へ行〈迄に|局地の来に少J伝堂がある。これも

近年建つにも ので、後化はあるが、低調 fこるを免

れぬ。

凶芳寺は、京都市右京区松尾 ｩｴｴ ｾＱ ケ谷 Ｑ Ｑｉ ｦ にあり、

臨 情宗天龍寺涯に屈し 、洪 隠 山商芳 ミ ｾ， e 云』、。 王寺

域5200坪、林泉、石組の美、こと に苔のR しさに

苔寺の名がある。

寸2体 lとよれば 、聖徳太子が、この地主? 創業主さ

れ、制日の清水、夕日の消1 "7Kの二冷泉を愛せられ

ｾＡＺｩ Ｑｪ に貰塔を造営され＿こことに始まり、古くは西

か ｼ民 コ えは問 教 ｉ ｾ ｾ と云ふ。後室ｉｬ ｬ ｪＢの始め設 ＧＺｊ 害、倒自 ￮ｪｩ が

へって西づら二万z と改め庭闘を匙り 、心字のi也を掘り

数多〈のｾ物をぜ ｩ つ＿こと云ょ、。

イ11 . し虫徳太 rの方の記践には、浩寺の乙とは多

くあるが、凶方i児、西教院君事の名は見詰らぬ。又

少窓凶fir J i の記録 lとは 、建物を趨? ここ主は明記 しで

あるが、地庄のこ- とはない。却って佐! 輔の形式は

ぶ窓岡帥より iLi <、建久年! : ' . ] 、揖州大守中} } j l :uil iL 1  

が、法然上人を招いて、用k雌臓土、欣求j手ゴ二の心

を現す常に、西方寺、磁土ぞ1: の二つを己主つに頃に

! 必凶が完成しにものと推される。( 金森三玲氏に

よる) 従って iili 泉は宗滋的な心乎の池でな〈 、平

安制式池J昆舟逝式である 。

芸評窓国仰は この寺に 入り、地庭陀数多〈の小建

物ｾ急Ｚ速に作つに。西 ｾｅ Ｑ 主 ご縮謹亭、指 ＩｵｊＱ 在 、 瑠

璃殿、 j草比亭、対日南亭、合同船等の建物で あるが

これによって林泉K 一層の美しさを添えにので 、

作庭と誤られTこのであらう。

発 l亡角室1日J時代にあっては、京都第一の催閣で

あっ ?こ らし〈 、光厳上皇は 4 回も行本 があって ‘

花見、舟遊をされ、足刊義I摘も紅葉見lζ 玉沢て居 る

し、足利義政! とい fこっ ては 、E 長元年よち克正 6

年迄、 8 年間に 13回も来遊し 、替は花見、夏は蓮

花見、秋! ま紅葉見 l亡民じてゐる。義政が東山胞を

作るに あ? こつでも岡地、石組、建物などすべ て西

芳苛Ｚｾ枝倣し＿このである。

I也Jえ舟遊式の民Eに封し 、向上門を通って 、石 段

を上れば石組の庭 主なる。指Ｊ庖 ｾｉｉｾ 心として、

;;{-Iにおli 瀧の雄大な石組がめれ l請に須捕山石組が

める。 いづれ も美しい苔が敷つまって 、西芳寺を

訪れる訟の人は、この石組の庭を見逃しではなら

ない。

か〉る名国主名越探も 、l位; 仁の首Lで、兵火にか

〉り 、建物一切が焼失して荒廃し ? こ。後本願寺の

注如上人が 、池 ｬ 在 ｾ再興し＿こ記録もある。

湖南ｩＱ ｭ と就てはｾ・Ｇ［ ［在 、閣山 ｬ ｩ 年去に よると、

名J 也日ニ黄金池ー 結所ーレ泊之亭日ニ合同

コミ直二閤之南北 一 立二亭南名二湖南斗七名τi 草北ー

とあり、又義 堂，(i ijl 仰の空輩集! とも

湖南葎北7K1!!li 涯

とあるから 湖南; 与が揮北亭主相会I してめつにのは

事責であらう。しかしどんな建物であっTこかかは

詳でない。

慶長年I i 1J 、千，少越が阿佐し? こ現在の消「南高は 、

ｦ 立むも少し遠ひ、ｾ方も迫ってゐるらし い。即ち

出闘を比する錆のｾでな ｴ 、又茶事の震の茶室で

もな〈、少低が凶芳寺K 隠岐ーして生活する需の生l_:

i とであるから、現代の佐宅建築にも取って以って

川ふべきも のがあ るわりである。

ｊｾ 後元結年 ｲｬ Ｍ ｉｉ 亡森伊勢守宗治 ｾｩＮ る 者修理主＿ 川 ｬ へ

克 K 嘉永年中に龍厳なるものがよL立としTこが 、近

年修t ; f j の| 授に柑皮立とされにのである。

絶 91亡、湖南; 手; を好んfご、千少隔につい て簡単

に述べておぺ。少耐は利休の第二子で 、利休なき

後を継いでゐるが、貰は利休の後妻宗恩の連れ釦了・

で長男の道安とは周年の天文15年の生れである 。

利休が秀吉の怒りにふれ、切腹させられ るや、

今迄、秀吉に取ち入る 1語、手IJ 休を利用し、利休と

( 以下75貫へ綴( )

6 5  X I  
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木造充肱梁はいろいろ指導され、その可能性が

設 されにので、 トラス組構造の手法を用ひて解決

されるべき 問題として底〈注目されるに至つ に。

第二義的な梁を造る事など問題ではなく、大きな

架構すらこの方法で貰現されて ゐる。] fl 材の! 底力

を侮達する接手l乞は躍や釘や図形棒ヂぺルが考へ

られてゐる。 最早や賀行のみがEをされて ゐるので

あって、その施工に蛍つては鋼又は竪木で造られ

? こ関形棒ヂ ぺJ しが箪材の結合 l乞使用されてゐる。

充腹梁も他の構造法主同 じく 長所主 短所 とを持

ってゐて 、ト ラスに比すれば材料 3 損失の大き い

こ主が扶黙であるけれど も、長所 としては共の如

き重要性を有 してゐ る。

1. 短〈 弱い木をウ エヴに用ひ得るこ主

梁

Zentralhlatt der Bauverwal tung  

1938年 輯 1307- 1314頁

西 回耕
議楽

2. 梁の丈を木造トラスのもｾＩ う 至Ｅに減少し得

ること。そ の結果と して同じ安I l ¥l を得るの

に低い建家で梢む こと 。

3. 線ての部材の機械的結合は唯時II¥J と努力の

節減になるのみ'でなく、ぴつ? こりと街着 し

て滑ることのな い最適の接手 となし得るこ

色。

4. 木材の膨脹牧縮や締:仁の不正(iUil こ依る挽み

の皆無。

5.  木造トラスが有する棋な部材を無〈するこ

U c依ってよ り良き匙喋 的効果を期し得る
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穿孔ノ深す 最初ノｾ孔ノ探す

第 2 薗 11 3 圏 第
4

圏

( 第2.3. 4闘〕ヂベルの長さ及lsfli i I Eぴに穿孔の深さ。

がノj 、なることは必、伝手I j である。

充腹梁は普通 I 型断面であって. ウエグは、 2. 3

枚又は 4枚の湾板又は厚板を梁丈一杯l乞11嵐広重ね

て造つにものであり、フラ ンヂは夫々 2枚又は多

〈の木の除から出来てゐ る。梁構造は支校に竪 〈

結合されるが 、その前 le部材の組立がなされる。

ウエヴを造るには上の他に次の事柄が巧ほされね

ばなら ぬ。即ち 梁の個々の議板叉は厚板は正確に

等しい強度を持つこと。且つウエヴ板の含水率は

等 し〈て出来 るfごり18. %から 20. %より大でな いこ

主である 。

棒ヂベルは前以て同じ直径に明りられに孔に入

れられる 。ヂベルに は 2 種類あってその l は締て

の木材を貫通する もので 、他はウエグ材を貫いて

ー・部分のみフランヂ材に喰込んでゐるも のであり

後者は外古:il からは見えない。棒ヂベルは鋼又は竪

水で造られが僅 20mm位迄の小さいものは鋼又は

純金属で浩ら れ、 20. 25.  30， 35. 何mm の大 き

いものは通常竪木である。之 l宅用ひられる 二本; の種

類と しては臨力ノj 、なるとき樫又は 山毛棒、肱力大

なる主きは Bongossi (i西アフリカ産、通名 Ochnac

eaりが使用される。

ヂベルにmひられるこれらの木材はすべてよく

選博され養生きれにもので、節も裂目もなし施

工l請に滋度20. %以下tc乾燥される。それは孔にぴ

っ? こり主よ〈統治: し fこヂペルでも淑気が入ると狛

幾分除々にフランヂ材やウエヴ材ーから流れ出るか

らである。デ、ベゾレの教は静力撃的要求から決定さ

れそ の配置はウ エヴ材の繕目には無関係になされ

る。 火は電気手持穿孔機で明げる。錐は孔の商を

組3軟にせ今裂目 を作らする木の醸維に滑かな孔喜子明

げる にめ に銑利でなげればならぬ。

梁のヂペル は総て静力率的に計算される。即ち

チ、ベルはフランチ材中型込まれウェグ似 l亡

依る曲げ iご抵抗するのである。フランヂ材

を貫通するヂぺル l工大低小さい直径で、少

くともウニヴの厚さの 41ft:の fミき は フ ラ

ンデ材の中 i乞入ってゐる。

( 第 2 岡) 之 l亡反して隠れてゐるヂベルは

大低大き い直径のもので長さ最小 ウエヴ仰

の Ｒ 倍ある。第 Ｓ 固 にお［ ｾ、ては直径約 ＱＶｭ ｭ
迄のヂぺ J レが木製梁のフランヂ材i亡一方か

ら充分な深きまで孔を明りて入れられである。ヂ

ベルの長 さは総連の如〈最ノ
j 、ウエヴ厚の 2傍 あ

る。穿孔の場合に日月 ｾＱ こ孔の明い＿二部分はヂベ ｊ レ

打もが情む主共 l乞木で塞がれるのである。

強〈ヂベル打をする場合はフランデ材の; 0 / ; 損を

出来る Ｑｾ り少〈ずる＿こめに穿孔が二度になされ

る。( 第 4 岡〉先つ' 最初に 8 mmから 10mm まで

の直径のが明げられ、次のヂベル穿孔の先導をす

る。第 1穿孔が全部消t d: 上のフランヂ材が取り

除げられれ てヂペル穿孔が初められる 。ヂ ペJ レを

使用する主きの失敗の縛てはフランヂ材を一緒に

締めるときに起る。車一部材の自由緬裂の長さを

以て底力締めの場合の締め付け距り k 見倣す。

ヂぺルの許容積載強度は滅入強度及び轡I泊強度

から決定されるが、計算に於てはヂぺ J レは孔に密

造 し 説 入 臆 カは各ウヱヴ月 ｊｾ ｃ 分 ［Ｈｦｩ ｾれるといよ、こ

主が限定される。垂直荷重を受ける梁の水平方向

のフ ラン ヂにヂ ベル会 用ひ? こる 場合の( フランヂ

! 底力の方向の〉 梁の許容方を次に例を以て説明し

ゃ れ

1. 7K平 と45
0

の角をなし互に直交する / ) 、板をウ

エヴとする梁のヂペル。

a  フラン ヂ材中に貫通したヂ ペル。

許容強度は第5圃の如し。

α〉ウエヴの誠込強度よ b

g  =  1f:J v 2LDal  =  56.  5L D 

s ) 水平方向の曲げより

間定* 態κ 於い て

31
2
一 戸

- MA = - MB = %必一- T - l を代入して

3( %1、2- 1
2

- MA  = - MB  = 弘必ー一一一一一 = - 0 . 145g1  
715 f  v .  " . J 5  

( IJ 

又は = - 0. 1025 12Du 1  

6 7  X I  
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第 6 国

a  

中 央 Ｚ モ ーメ ン トは ｍ ］ Ｐ ＮＰＵＶＲＯ ｾ 0 11 1  

但し σ1 = 80kg/cm
2 σ

d= 20∞kg/cl l 1コとす

ヂベルの断面係数を w とすれは

g =抗争 =士 13800w ( 2J  

ν) 垂 直 方向の曲 げより。

フランデ材中 のデベ、ルの垂直の肱ゴJ は得ら

れない。水平方向のHUげの最大値はこ の場

合 は霊 直曲げに影響 きれなし、から 、ヂベル

の許容カには唯前者のみが問題になる 。

maxMv  = 0. 0595/20 l1 t よりの元うおば小 さい

;IF. 芭モーメ ン トー それは二重 ウエザのみに

起るがーがウ エヴ材について採用 される。

b. 隠れて入って ゐる同端支持のヂベゾレ。

許察強度は第 61品の如く な る。

α)  ウエ ヴ材 の蹴込強度 より。

、計算には公式 ( 1) を泊 用ナる 0

s ) 水平凶V について

M= 」= i DU1( % +川 = 0. 159 1:!00] 

2y 2  

誠に σ1 = 80kg/cm:! σD = 2000 とし て

g = ヱ旦主ー = _.1_ B900w 

0. 2251 - L  

x I 6 8  

C3J  

り 丞 i庄のl自j ，デーについ て。

何ら 評容胞: 力を輿へない。

2. すべて水平 と45
0

の傾斜をなし三重の交叉 し

7こ) ;. から 成 るウエヴを干J す る決の ヂ ペ):." 0  

(  A  rii4i参!! 代)

タト日!l J ＲｦＵＱＮＺ の ｽ Ｍ ￭ が同じ υ きで Ｇ ， ｩｪ じ Ｉｪ ｬ ｾ ｊ の Ｑ Ｍ Ｇ Ｍ Ｑ 1  f51.:が

反主J 方向 とし、外側 2枚の) ' / . さと 中 l枚の) 以さの

比ぞ 1: 1とする。 この; 場合の許得力をづむめる。

日) 減込強度について は公式 ( 1) に依る 0 ・

。) 水平の 凶げにつ いては公式 ( 2) 叉は ( 3)

に依る。

ν)  iffi [ [ のfl l! げに つL 、ては み Ｚｾ 5  1溢11ζ依り

- V l  + V 2=  + V3 =  - y. t = 土]l，.g= 土 でJ =

守'L-r Z

iOσ = 土O. 1  77 100  1  M v  =  O.  177 10σ l O. 25 

1= 0.04421
2
0σ1 

垂直及水平荷重に依る 合 成力の曲げモ ーメ

ン トo

a. 付税 宙 開 ｾのずＺ ベ ルはデＮ ベ ル中心 ｦｌ 於い て

maxMv  = y 広百克戸平反百石F 120 占I

ｾＢ Ｐ Ｎ ＰＷＱＷ＠ /20 (T ， 

び， = 80kg/cm:!σ 。=2000kg/cm立 として

三 ー - ＺＮ＿ ｾ＠ ，--=-， =  ]j:_! /9700w ( 4  J  

10. 0717y 2  

b.  隠れてゐ る陶. 端支持のヂ ベルでは

maxMr = ト'0. ＱＵ ＹｾＫ＠ 0.04422  =  I:! Od， 

戸 0.1 651 1001 

σ1  =  80kgi  cmU  00  =  2000kg/  cm として

g = - i Z EL = = 1/ら8550w

10. 1651/ 2  

( 5J  

3.  Ij トft!l J 2炊のウエウ守カ¥7K-<'王と 45
0

のf頃若手}をな し

中のJ;ーが垂直でゐる梁のヂ ペ) 1.-
0

( B 悩! 参JW

外 tJ!l J 2牧の原さと 中のほさの比が . 586: 0414

とるす。

Wf本強J1i は火の値と なる o

'l ェヴ片の減込 限度‘ から

L 0 5 8 6 Dσ ]  = 0. 415/00]. = 35. 2/0 

1/ 2  

a  フランチ.材に貫通し? こ刷拙問定のヂぺ J し。

FH端匝l定の: J l k態 よ り

1.41- 0.  3461 

- MA = - MB  = 1，匂 0. 3461 一一一一一一一

1. 41 

=  - 0.  OS4/ :.l 011l  



外側 2枚七内側の停. さの比をァ0. 414

・O. 586 止す。ウエヴ片の減込強反ー

から 許脊d温度を計算するには此庖1て

も公式( 6  ) が油用される。

a. フランヂ村qq亡貫通、固定さ れf こ

ヂペル 。南 部 同定の欣 Ａｩｾ より

1  5. 88/-- 0. 334 I  

- MA = - MR  =一一，.- p

口 u 24 5  1. 41 

z ー 0. 9681:2Dd]

中央モ ーメ ン トの値は M = 0. 0467

ｉｾｄｦｬ＠

m σ 内1 =8印O均/μc m
2σ

句0 = 2却0叫?卯o1陥<g/弘Uピ;'川. '

W O

O  とし て

-

R

弓

・

突通ってフラ〉ヂ ｩ［ｪに悶むされ たｾｾＡ， ｷｵｲ ヂベ Ｇ ｌ ウエ ｖ の 応介

ミ

ミ

g

-

初 日 f$，0  7，8  I.JJ 

ウヱヴ想 7 単位 cn'

，' ，エリ丹q ， '，;"<1伝 ｃｾＮ ｉｉ＠

Ｓ 官 ＱＧＱ ｾれて支持 さ れ た［品収Ａ牒 ヂ ベＧＢのｊ�，イ干

第 7 回線ヂペルの済容翠度審議むる圏

'!JJA!ーモ { メント lよ M = 0. 01812Dσ1 

fJ J 80kg/c m5 σ o  =  2000kg/  cm己 主ー!!" l土

g 一一三旦主一 一 ｾ Ｍ 153501'1 C7J  

0. 1305r t  

b. 限れてゐる l' 日端支持のヂ ベパ。

Ｗｫ千 ［ 及 ，ｾ ｷＺの曲 げよ り の許森 Ｇｽｅｈ 立は

maxMr  =  1/0.  072:.l +  0. 0515:2 I:.!DfJ l  =  

1DIJ .t O. 08851:2 Lσ1 

Ol  = 80kg!cmコσ リ = 2000kg! cmど とし て

ｧ］ ヱ旦主 ー ］ Ｍ ｾ Ｍ tj 360w ( 8)  

0. 212 / - !  ，-

4， 内側は水平と 45
0

の傾斜をなし外側は垂直 で

あ るウエヴを有する 梁のヂペル。 Ｈ ｃ 闘 参ＡＡ ｾ ｻ )  

= - f p.吃 = l h l 2150附 θ 〕

0. 16751 

b. 隠れに雨端支持のヂペル 。

水平及率直の曲げより許容強度を

:k む。

ml j xMr =  ). / 0. 1147:.l十 0. 051 i l DσJ  

= 01256 J Dd]  

fJ J  =  80kg/  cm:.l 11 d  ｾ＠ 2000kg!  cmゴ

とすれl士

g  = - f q一川乙 1 .  6620w 〔10〕

O.  303! '- 1  

えはを ｾ ＺｩＺ｜Ｚ 1:8J ，こよ り

g z - i  t 9360w 

11/  -2  

〔以_I ニをまとめると D !ioIi !の如 くなる。〕

師力感的見地から 吃腹梁はその外仰の Tこ

めに リベット打もの鋼板梁主同様に取扱

ふわりには行かない。本土lI 梁のウエヴは

多 〈の部l"; 'を": 集めて成立つてゐ て、 ぞれ らはフラ

ンヂ部分κ 於て連結されてゐるに過ぎな い。 それ

紋ウエヴ中の謄; 力 j状態は此以上探求IP，米今、ltS主1:

木逃ヲE漉梁の力撃は菱 11網桃込としてJI ! l 扱はれる

のである。結局線ての木造部分の臨 力一接手に於

いて色 ーは?こ Y 繊維方向l乞起るのみである。 これ

らの見解は;梁端のウエヴの後手を: i F ; 直のフランヂ

に同定する ? こめに云は Y 不可避なもめである 。. 1:

と F のフランヂに於げるウエヴの後続I ' C 封しては

ヲE版梁又は変目網緋迭と してのこつの計算式が同

じ大 きさの総力を輿へることは勿論である。

定腹設を屋根梁fi:: 使用する例は第 9 附に示され

遅
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綴 務 的 な る ウ エ グ 厚 寸 法

板 F主ぴ ヂ パ ル 孔 の厚 きは 0 1 N 71 :て依る。
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川

博

縮 機 的 ウ エ グ厚寸 法

て I Oる。誌に梁張聞は 23. 5m梁間隔は 3. 77cm建

家長 さは約88mで、梁丈と 梁mH: の比は 1:1 1. 5 で

ある。ウエヴは3枚から成り、外側の2枚は7 k奇 t

45
0

の傾斜をな し厚きは各々 2. 4cm で内側のもの

は雫直で厚きは cm である。支黒占近〈のウヱグは

柿張として摘雨側カ 3 ら2cm厚の 巾j貰い薄板を常て

られてゐる 。ウエヴ材聞及びウエヴ左フ ランチ‘と

の問の力の体遺 l亡は何10mmの鋼製 ( Moni er eisen) 

ヂベル使用されるがそのヂベルはフランヂを貫通

してヂペル と同じ直 何なの孔に入ってゐる。フ ラ

ンヂは約 70cm 間 隔にボルト で締 められ深丈の中

央に横ってゐる水干の木は天井受に役立ってゐ

る。叉 梁 中 火 Ｍ の関 口 は天井 と 屋 根の問の 宰 ｮｾ ｋ 跨

るやうに出来 てゐる。更に下弦材の梁中央 lてお げ

る接手は注目に値する。接手としては雨端とも棋

形断商をしてゐる二重模形め材がフランヂ聞に狭

まれてゐて、 J妥乎附近の力の停建に1t して は同i践

に便 10mmの鋼製ヂベルが用ひられる。梁のウエ

ヴは垂直な支柱で間隔1 . 4mから 2m毎K 支へられ

てゐる。その支柱としては直毘な材が選られ フラ

ンヂと同じ 巾l亡フランヂと共に締められてゐる。

第 10至13阿 第 2 の例を示す。こ〉では母: 毘も

妻梁 色梁 と同じくヲセ腹梁である。母屋は長 さ10cm

1<' ， 7 Q  

第 8.

で 2cmx 2= 4cmの厚さの二重のウエヴカ ふら

成ってゐる。ウエヴとフランヂは弾断力ノj、な

る個所では 145mm長 さの釘で、又現断力大

な る所では僅 10mm の銅 製デ.ベルで接続され

る。 屋根梁は張問45m桁行 10mの三錠式構造

である。ウエヴは三重で外側 2枚は各 2cmJi l  

で水平 と 45
0

の傾斜 をなし内部のものは黒白

で厚 さ 5cmである。上弦フ ランヂの節鮎附近にウ

ヱヴの補強として狛雨商から 2cmJ 亨の 巾の闘い添

;阪が付せられてゐる。都合 この?1官分は五手(1亡耳i 1) 

合ってゐる。母屋の取付判ーをづたねてウエグ IC は ス

チフナ ーが入ってゐる。フランヂは大材を使はすも

に14cmX 16cm断而の木を 4本叉{ ま 64.:1おめで作ら

れてゐ る。力の体連:の?こ めにウエヴはウエヴとフ

ランヂの接合と 同じく 何 30mmのボンゴ、ジ製同形

ヂペルが第 4 阿の如〈押入さ れ る。ラl字通の普力感

計算の他 l乞各ウエヴを納子とし? こ菱円網t1l i : 埴・とし

て充版梁を計算する方法も研究され、 fこめにツ シ

ンヂの ￟ｩｾ 開場 所 のウエヴの 政 下如何及びこの ｩ 詰所

に於ける肱力の俳述が明かにされ? こ。 ツランチ材

のiff 乎はすべて同様な位置 K 作られ、 その肢千は

添阪でなされ 、 接Ｚ千の逆 ｲｉ材 は よ ＼ｬ｀ ｻ 力 ｦ･ｩｾｾ 述ず

る? こめ にフランヂの接介板にぴっ ? こりと付けられ

る 。 ＡＺｩ ｬ 張 力は 千ｾ 30mm i ) Bongossi ヂ ベル によっ て

先づ接合板へ悼へ られ之( 乙依って力の悼建がなさ

れる。 竪木ヂペルによってJ妥合をなせば3加が了;ん

ど不必要であ る。

ヂペルで接合され? こ充J rfi 梁はずらり k しTこ美し

い木構造を何等の支障も な 〈完成 しTこ。充腹梁は

我々の信頼に足るも のであ り永却艶ら ぬも のでゐ
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る、ブc: 1i u於がも干今月1ひられることは史 l亡大なるr : a

ＺｴＡＱｾ興へるこ左であらう 。 Ｈ 以上 〉

Ｚ ｾｉ の哩 ｾ Ｂ

I  ｾＭ ウエグ厚き f再f、.i:: c m

a  ＺＮｾ ウエゲの積み重ね路線 ｮ 与も Ｑ l: fl_{il: c m 

し= 持チベノレ の支勤l1J:¥広告 ー1. 41 f円、iL Cl11

0 = 柊チベノレ の出〔径 '!{1.位 c m

d  = 対角線方向の廊 カ

ＨＶＵ 頁よりつｾＮＩ ( 商芳守の 湖南 卒一 一岡田孝明〉

親交を結んでゐ? こ諸大名、公卿は 、千家のこ k な

ど 打捨て〉願るものが な くなっ ＱＺ 。少賂もｾ ｦｊ生氏

卿 l亡預りられ、味気ない月日を諮っ Tこが、後、前

rII ;f. iJ 家、徳川家康のどりなしで 、i立安 eJ U亡汗さ

れ?こ。

しかし長男の道安は、ｾ創的で脊智 ｉｃ 富み、茶

もよく Il :1ボ仁が、足が惑か?こ ので、相続せす' 二1 J : l

の少施が後目相続して知行 500 石をもらひ 、且 小

川通寺ノ内上 J k本 法よか前l亡、土地をもらって 、大

7. ＮＧｾ Ｑ す角線方向の張力

官 」 フランヂｉｉＡＮＮ ｾ カ

( d z.g はれもヂベ ルに作用す る 、 単 位 岡 〉

、、 ー持 チペル の筋商係数

σ1 = ウ エ ヴ 板 の 許 容 減 込R自iカ度、 a鋼及び 8 0 nl( 0田 i は

Ｘ Ｐ ｫｆＺＯ ｣ ｭＺＺＡ 樫及び 山 モ様ｾＧＺｬＺ ＴＰｫ ＡＨＯ ｣ｭ Ｂ

ヮd 一体 ヂベノレの i!i fJ以的詩草寺仔出f[llj カfft

ｭ ｻ ［ｊＺ ＲＰＰＰｫｾ Ｏ ｣ｭＢ＠ Bon官。5S; };t 500k胃Icm"

m及び搾は 2k宮Icmコ

1.'!{寺ごl苅lとあっ仁科宅をヲ IL 、て再興し7このである。

少俺は淑手! l な性質であっ 7こと伴える。共子宗旦l乞

秀吉が、利休より後牧し 7こ茶採など多数を興へ7こ

ので、 i位早千;誌の前迭もう々 4きなりと 思って、宗旦

に ｩ ｬＺＺを譲 り、西ヲ Ｗ 毛でｉＧｃ ｾ誠実して湘南 下手を再 興し、

老後を ｾ￭ Ｑｾ か ｬ 乞暮し 、 慶長 Ｑ Ｙ 年 Ｙ 月 Ｗ ｪ］ｪ Ｖ Ｙ 才で渡 し＿こ

法披は少施宗惇，r ; r :':1二、慕は大徳寺衆党院の利休の

芸lζ 向ってた二つ 円の某でめる。
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時 報

新 技 術 関 艦 案 要 綱

優 省 形的展開を許さず、般に閑家統制の 組 織 要 綱

高度閥防関蓄えの俊jf，I J擁立 を岡 史主主 下 にのみ J羽し 1U: るのである 。 しかも 一、 一般事項

前 の危局 l亡民主しそ完成すべ き今 回、 現代技術はーに科摩に依存する と同 名 手持大 日本 技術報関合引ｾｾ穏〉

図 家関民の 総 力 ｾ 揮に 首 り 季ＡＮｾＺ 技 術 時に 、そのft fJ1.のJ易を級官専にお いて 目 的 金 技術者を網羅す る統一級絞

の使 命彼 ｾｊ の 如 何に ｚ 立大な るかは こ 見 出す ものであっ て、総決 とは筏、j j {: に よ り、 科感設やfif の綜合愛l昆を 関

与に安言 を要しない。科療技術燃 は . 不可分の関係にある。また 他商技術 り 、 技 術 者のｊｩｦｾｾｽ奉 公 を 株 主主 し、

低 に耳現時化し、 閥際的封鎖下 にお け は絞併におけ る 推 進 嬰 *ーとして潟立 以て技術職主主 よ り臣溢焚銭大政翼

る科痕 技 術の 統 制的 ｾ ｍ の 如何が 施 せる要肉を 構成 し以て終併に対 して 主主の貨を家〈ゆるを 以 て目 的と す

縄問豊Eの安危 に隠す る ことこのとき 獄自の立場からその合期化 を促主主す 組織 法 定 回 線 と し、 前然加入 に よ

より大な るはな い。す なはち内に技 る。蓋し これ技術新総j j ，ij が終音寺新特 る金日本技術者J kび本合 の趣 旨に

術翼賛侵侮j を象へて問民組織の一君主 制 に 対 し 密 接 な る脇係を Ｑｾ ち つ Ｈ ｬＮＮ 、 fをす る任意加入者を 以て組織 H壬

を完成し、以てf t { ( 大J i t I i a共策関建 し かもそれ白線と し て ｾｬｾ 立の立 湯を ;蕊加入によるものは特別合 貝と ナ

設の世: 界史的使命達成 K 協力 する は 確保せねばならぬ所以である。 事業 左 のよ也 り

今苔々技術者のCT-::t江ーで なければな ら 右の趣旨にぶーきこ与に務純制技術 ｬ 技 術者の 職分来 公の拶 ｾ 1をに 附す

ぬ。 悶慢を 結成 し、 以て絶対無! t の岡骨理 る事業

決定置は認識に よって深 められ、組 煎念に したがひ技術職域の立ぬより 技術者職域組織の凝立

織に よって 貧銭化 されねばな らぬ 。 斑 民翼賛へのfjf，［注 力 た らん こ と を ｊｾｪ 技術者 の授録、配給叉 i;l: 1!lI J I.'!. へ

今日 科峡技術は統制j を週 じて のみ軍基 し、 左 の賀E主要綱を掲げ て高皮肉防 の協力

展を遂げ 、愛燥 を保言をする 統制に よ 関家鶴制の一翼確 J '[. に協力せんと j ‘ 技術教育ーの振興 、技能教育の桁

つて のみ関家総動員の- ; mとして組 るものである。 呼

織せられ る。而し てこの褒股的統制 l 技術翼賛検制の建設に つとめ 、Jj. 2 科俗技術の綜合否華民及び その貨

は今や技術 行政の一元イヒ を要諦 し、 てお皮肉防関家骨豊百;IJ の確立に協力 践に関する事業

以て中 栴的技術 行政機闘のお1] ，没を要 す f斗思技術の餌究 、官民技術師究

望す るとともに 、5互にこ J.. I'こ該技術 1. 技術者の職域来公飢殺江主に統ーがJ 陶聞 の連総統一 ー

行政機関 への協力組織のお: 合化を要 lliHiHJ理常IJ の様立に協力す 後明の喫ー働及び事業化 、注業ぷ

請す るものであって 、まこ とにこれ 1. 技術の jH: 界的水準への予IJ j 霊法問 、 おける技術の徹底化

こそは我闘技術の軍基展動員に到する 及び大 Ｎ ｴｦｾ Ｚ ｭ Ａ 資源にプ ＧｲＮ ｈ 却 する ｮ 本 ｦ ｬ Ｇｊ !，勾民 科感知識水 準の 向上 、技術i

絶TJ 不 可般の要件でなければな らぬ 技術の狗創に協力す 認 識の符議、関民生活・の科専¥1仁

差 し既 存関績の改組統合による一元 l 技術関策の樹立に を主役 し、 その惨 技術イ七

的大技術開憾の翼 賛組織 を1(>兎し、 透徹底 に協力 す 3 技術政策の調発研究及び その賞

以て?を日本技術者の総力後揮 を確保 1. 技術教育 の振興 につとめ 、またう子 現に関する 事業

すぺ所以 またこ 与に存する。 務者 の技能向上 に協力す 技術政策の調発 研究 、技術 調子f

1f tふ に刻下技術開策の規準はわ が 1. 技術新検i刊の策践面 よ り科患の張 費ｾ，干の 蒐 集

校術7!d 棋を世界的優位 に高 め るとと 輿 更新に 1thカす 閥土苫l 墳の技術的事項 、火時i Jni，

もに 、大東亜資源に 立脚する夜明濁 ト技術 新世界. 制の建設商より約済新快 共祭間開設の技術的事項君事

創j に基いて技術の 阿本的性械を砕・立 :! nJの議反促迭に協力す 4 技術に 闘す る出版 、相殺 その他

するにら る。而 してかふ る技術の会 1. 関民 の科感知識技術日忍識の啓裂に の枇舎 的事業

有事成的宣豊島差は 低往の 自由主主主秩序に 努 め、生活の科修技術 fじを促進 し ニ、 役員 Jt・他

おけ るが如 !き無 政府的放任による崎 て生活文イヒ新償制j の形成に協力す 役 員 特記事項1r_ーの通 り

ｾｉ＠ 7 q  



総 裁 技 術 院 〈 綴 稀) 糟裁と

す

曾 長 t支術院総裁之を 任命ナ

理 事 長 主主事長は事ー君主局長と し

本舎の 一般的事務を統轄す

常務理事 ? 哲務王盟事は事務局の部

長 とし、 本合の一般的事務 を分

捻執行ナ

顧問及参輿 脇係大臣そ の他を廠問

に、胸係官吏その他を参奥に推す

ることを待

聖ｾｾｪＺ合理 事長 、 常務理事 、 郊合 長

綜合技術日干究都合長、Zえぴ支部長

は理事のまを絡において理事舎を構

成 し、 玉主要合通告を若手裂す

協議員曾畿 地方支古事選出による合

員代表者を協議員 とし て協議員合

議を構成 し、 総理に 闘する事項、

合則の俊英、その他合長にお いて

必姿 と認 めたる 蕊要事項を協議す

協議員合設は重要合務決定に封す

る協力機捌たるとともに 、合員総

ぷの表明機閥たる もの とす

協議員命議は毎年一l凶定時に 、ま

た必要に臨じて臨時に之を防1 <

三、 都 合

結合WJ 技術部門の種別に従ひ左 の

部舎を設け 、合員を専門} ) リに部l必

せしむ

良 ， 体 Ｗ ｊ ， ￟ｴｴ 部合 、 鎖 ｾと郎合 、 化 製剤［

合 、機械部合 、定 以都合 、建築制:

合 、土木部合

部舎の職能 都 合 は 滋 該 挙 門 に 属 す

る技術者の登録 、 図絵 ｾｩｬ て 闘する

事著書その他本舎の事業に して首 核 玄 技術政策委員合

専門に月起するるものの事'ljj を分鎗 技術政策委員合 政府諮問事項並 に

本舎の荻極的活動に 必要なる重要
J  

閥、 研究郎曾 事項を調査研究するため技術政策

研究部 命 摩 命 的機能を遊郁せ しむ 委員舎を設 く

るため研究部舎 を設 け、合 只の任 技術政策委員舎は調査研F究の必安

;ば参加に より 之を組織す を生じたるとき之を設置 し、 湖査

研究部曾を分ちて分科研究古官舎及 併究 の終 了したるとき之を解散す

び綜合研究部舎のご とす ¥ るものとす

分科研究部舎分科研究部舎は部合 【 骨 ｾｊ 】 特許制度改革委員合 、 職 時 食

l亡止 って運営せられ、滋該部舎に 溜政策委員合 、努務者住宅政策

属する専門科修技術の研究に従」、 委員舎 、石悲有量産政策委員曾

分科 ｦｊ ｦ 究都 合への参加は Ｇｾｾ ｜該 ＦＨ Ｑ ょ 六、 事 務 局

閥係部舎の都合員 l亡限らず:金合員 事務局 本合に 事務局後 設 く

の 自由とす 事務局の官官局左の通 り

化祭都合蹴係分科例究都合 総 務 部 組 織 部 研 究 部 霊童明部

【例】化事工業研究部合、電気化製 事業部 東 亙 都 連 絡 潮5・

研究部命 、合成化感研究部台 、 七、 支 部

燃料化運呉研究部舎 、繊維化修Wf 支部別 地域別組織単位 とし て左の

究都合 、窯業研究部金 地方支;郊 を泣き、合員を地域別に

' 必然都合側係分科研究部合 Ｑｾ Ｑ 属せ し む

【例] 電力研究部合 、電機研究部合 北海溢支部 、東北支部 、闘東支部

照明研究部合 、電製遜信研究部 中: 掠支部、近畿支部 、中 閣支部 、

合 、電気物理研究都合 九州支部 、議i簿支部 、朝鮮支部、

綜 合 研 究 都 合 綜 合 的 科 摩 技 術 の (tff 胤東洲支部

先に従』、 支 部 の 機 閥 理 事 合 、協議員合談、部i

r'B' UJ 交通研究部合 、動力研究部合 合 、分科研究都合、綜合研究部合、

J号務研究都合 、凶防技術研究部 技術政策委員合 、事務 局毒事は中央

命、生活科 ，Ａｽｾ研 究部合 、 人口 問［ 本部組織に仰 ひ設世ナ るものとす

究都合 、技術経済研究部千昔 、技 組織糊地方支部は府豚分舎を絞て

術政策研究部合 、凶土計輩研究 各職場に ffJ るまで細自に分化し、

部合 、都市計費研究都合 、段付 与門部合別 との聞の級品]'t関係 を以

工業研究都合 、来型開設研究部 て猿然たる統一的組織繍を形成す

狩 るも の と す ( - -六 ・九 ・ー〉

一 一 一

静 岡 市 復 興 震 域 計 重 懸 賞 募 集 規 程

一、 五 fi' .1血の市s，; <D1言fl[ H屯及ぼす影響と防火 術 、信仰l、m上命生活ーを &1映しその特

昭和 15年 I 月15 日突如静岡市の謝i の必嬰性に鑑み遁笛なる郊外に強主虫 色を護揮 したり 、俗 本市 に於て多数

心 を襲ひたる勃火の望号め名 ｾｮ 聖護院 を選定 して之を移剥 せしむべく 2十，:; 寺院の復興建築をなナに笛 り汎 〈様

を初 め22の寺院類焼 の厄に巡ひ陶貸 し焼失寺院 中十 ケ寺 の集閥移仰の tk: 式構想を斯界に求め昭和 の 時 代 特

を始め 多数の史料 、 文献 、 望書術品 ｾ［ 定を J見たり に現時の j伏勢下 に於て之 に 遁 臨 し

を烏有に隠 し墓石を荒躍進せ しむるに Jmも我閣の建築抑特に寺院働閣の 而も安材を去をも 合理的に 集約使隠 し

歪れり、 ままに於て木市は 特に王寺院著名 様式機忽は谷崎. ' .f - ¥: : によって文 化、築 て寺院 の移 民生を溌湯 し Ｑ ｩｩ ｦ ｦ ｊｬ の殿昔ｾ と
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して大衆敬仰の門 たら しむべ〈 一新

機輸の機式を 表現し以て守院復興 に

意義あらしめ むとす

而して 1t1J をは市[ の中心 よ り約三粁

東方に位置主 し標高約四十米 の丘陵を

合みたノレ約三誠 二千坪の地域 にして

中約九千坪の陵地 には本市 の忠策絡

を建設す ると J さに繍屋聯l家長 、橋大

隊長 、其他日宣言戦勇士の陸軍基地と

する ものなり、此地ー併は東北に笛

士 の量E峰 を1叩< . の浮地にして此慮に

十 ケ寺の寺院 、葬祭場並に共同遜闘

をNeし涼然調和 した るー鍵域の貧現

をj羽せ む とす。

三、 設計計M: i ' C 闘する 号事項

1. 計宝住地岐の現況

位置 静 岡市 ifi' 谷地内谷涼 l勾 l瓦

端 前山北側

地 積 約 三 蔵 一 千 四 百;坪

右地域は愛宕 山の東 κ 巡る丘陵商I

山を 合み、 其の北側一帯巴川排水路

に 亙 る 平 坦 な る 地 域 ( 八百分之 . -BI

形閣参照〉に して西南に丘陵を控え

東北は肉i翻せる耕地に 迩 り将来は前i

級住宅の建設を殻想せらる る住居JlI!

岐に し て 、 防空建築規ｊｬｉ ｊ ｬ 庖行ｗ［ ｪｾ 売に

風 L 、更に風致地区と して指定せら

る、都心と の交通は静岡電気車娘道及

国道 、北街道パス の利 (足ありて夫々

十数分に して到達 し符らる ‘

が} 陸軍基地及忠2産主誌 を建設 する丘

陵 地、 並 に ＿ 霊 宕 山 東側斜阿 ｾ 約一［質

問千七百坪は本募集計鉱区域には包

含せ ざる もの とす。

二、 計訟の要旨

1. 計鷲区域面積 約 Ii'A6千7百J f

(8百分之 i 現形闘参照〉

イ、 寺院諸内地及!司附戚1 &地

宗 稀 | 撹 内 地 | 附 属 墓 地 | 話十

日 蓮 宗 | 妙 音 寺 |
550坪

4与

| 家 林 寺 |
455坪

多

! 妙 像 寺 |
400坪

。
| 倉 長 寺 | 3馴 I 180坪 |

480J"， 

d忌

| 浮 紡 寺 |

450J司・

臨 済 宗 | 菩 提 樹 院 |
510jif-

'" 
| 少 林 寺 |

4与

1- 採 取 守 |
540坪

4各

| 安 筒 守 |
260坪 | 5(l Oj平|

日寺 宗 | 糾 う時 |
4∞坪

計 3. 100坪 | 1. 910主r 1  

ロ、附j ; . i ;N:;地は 夫今寺院主E内に隣

接附属せ しむる もの とす

円、 葬祭場敷地 1.20¥l坪

ニ、m図〈共同墓地〉及道路

Ｑ ｾ ｩ［Ｔ百 Ｙ Ｐ ＭＢＱＧ

ホ、1:付凶墓地問絞は大般の絞i.f を

示 す ものに し て多少の 鑓 ｾある

も妨げなし

2 ミ5・院建築 荷 積

ィ、本蛍建築面 積 30坪乃 至40坪

山 7 8

ロ、民i 裡建築面積・ 40坪 乃 至50JtF

3 葬祭場建築面積 250坪程皮

イ、祭場主家は梅子! 市 500 人 を牧

容 し得る限& . のもの とす

口、管:(I;l_ zy. 務所( 30坪〉は別総 と

す

4 構造 、意匠

木構造l亡して、説 [1': は M本精神

を慢 し現代の寺院建築と して迎

11 . ' なるものたるべし

う門、塀

古ー肢の門 、塀は寺院建築に相応

し きものに して構法は任意なる

も、鍛筋 コンク リート主主は 之を

遜け ること

6  1妥関及J首路計' i I l

寺院間風墓地以タトの共 同墓地は

- tyJ 地と して計拾 し、 銭剤内道

路 は従来の選路への接績及都市

計ｬＡｩ街路と の 浬絡を考 ｬｾ するこ

と

三、 Ｘｌｾ 募に闘する事項

1. 総募者は大日本帝閣に倒絡を有

するものに限る

2. 態 募悶築は各種: J t 左記聞商及説

明書を具{ 帽するを要す ー

fす¥ 5JIJ 要求問書:

密主主計霊 平面図〈縮尺800分之 1)

・烏隊問 ・設現香

寺 院 ( 日蓮宗 、臨済宗の中

何れかー ケ寺の本堂及

脱裡〉

半 面 凶 ( 記i怠闘を 完全ぬ

Ｎ 縮尺 Ｑ Ｐ ｾ 分之 Ｑ Ｉ

立商闘 ( I E商及側面 ・

縮尺50)} 之1 )

断面図( 縮尺50分之 1)  

矩計図 ( 本堂主要都 ・

縮尺20分之 1)

説 明書

葬 祭 場 平 面 図 ( 縮尺 100分之 1)

立面図( 正面及側面 ・

縮尺50分之 1)

3. 用 紙

阪市悶( 縮尺 50分之り

説明:議

大判製凶i頃 紙 ( )  

4. 仕上 げ

嬰人仕上げと し震域昔十議闘及同

鳥隊問以外は着色せざるものと

す

5.寸 法711. 文 学

尺 、問、 " &閣字 を胤 ひ原位置に

記 入する 乙と

ＶＮ 説 明 書 Ｈ字紙ｾＧＱｪ大Ｉ



i設計の姿旨は各種目毎に簡単K

之が織要を記載するものとす

I . 沼南及I ! t 拐容には総て置名に 1¥;

ふるに H音量量ぐ簡字ーキに限る 〉

のみ各業毎に官己し別に暗携を 表

記せる封筒に 位所、氏名〈共同

感募の場合は代表者を明記する

とと〉職業、勤務先及暗銃を明

記せる紙片を封入し闘薗と共に

提 出の乙 と

8.腹募に要する一切の費用は機募

者の負傷とす

9. 同一疎募者に して数集を提出す

るも妨げな し

10.感募闘'袋提出期日及入選資支

j羽目

ィ、 臨募凶栄は昭和 17年 i 月31日

正午 ｾ［ ｩ 亡 静ｼ河市臨時復興局に到

着 するを要す

ロ、 米査の結果は昭和 i 7王手 2 月20

日迄に決定し滋選者 に主E知ナる

と共にＱｲＮ ｾ ｲＮ新聞紙上にま ｅ 表す

新 関 東 京 朝 日 新聞 、東京日日

新聞、 2責望更新聞 、報知新聞 、新

3定知、包古屋新閥、古手l崎新鋭、

静岡民有

11. B 1 J 募要項及参考岡高は害事附市

臨時復興局内 rm.IJ主計m懸賞募

集係」宛申込次第還付す

12. 8 i i 主主に闘する質疑は昭和 17年

l 月15 日迄に l綴岡市臨時復興局

内「型聖域計重量! 懸賞募集係 J 宛遮

f話料封入「懸賞質疑」の四字表

況の書面を以て問 ひ合せのこと

図、 1 . t 金

賞金は1. r : fi 己の通りとす

1空宇 (  1名〉 3千倒 也

各 l千5百岡持

各7百聞也

各2百聞也

2 士号; ( 2名 )

3勾; ( 3名〉

選 外 佳作 ( 5 Y，) 

豆、 番手査に闘 する事項

1. 泌事長設計図案は左記の; ま査員之

を審査す( 五十音11鼠〕

文部l省宗毛主局宗務課長

文部書J r. 官 背 戸 精 一

静岡市長 翁ｾ誠次

東京帝閥大観殺授

ヱ 与 博 士 内 問 俳 三〈

女: 総省宗激局保存謀

文 部 技 師 大 岡 .  

東京帝岡大. . 敬授

エ集博士 声静岡 日出 刀

内務省掴土局計盆孫

内務技師 北 村徳 太 郎

内務省防空局施設課長

内務技鮪 中穆誠一郎

2. '，係盗の結果に対 しては説明を 71<

め叉異議を 申立つることとを待

ず

3. 首選図案( 選外佳作を含む〉 に

闘し磁募者の有する一切の権利

は; 首選と同時に静岡市 長に崎属

するものとす

4 省選以外の感募国策は宮方の澄

用を以て総募者に返i墜す

5. 省選したる l剖案と錐も貨施に醤

りでは之を取捨鍵更するととあ

るべし

6. 古手間市は日経募図案の保管及還付

に閥し十分なる注意をなすと離

も薦一揖傷等を生ずるもその資

に任ぜず

一 一 一 一 一 一一 一ー一一 一 一

7 9  x. 



ス ペ { ン の 家 具 ゅ う 船

( 主として郎、 17，18 世紀の)

スペイシ家具の碗究のー鯨j

日本の一部の l省級に好まれてゐ る

スペイン家具に関 して申よげる 事に

致 レま す。

スイインの家具定説明する前 1-:: 、

第ーに地理的 、庭、史的の説明から申

上 げま せ う。

御承知の主Rl 1 、スペインは 脳: 掛|の

西南滑にある閣で ナが、同じラテン

民族でも 、 フランス 、 ィ9 リーとは

大分異なり地理的にも EE熱帯の様な

地形や又は 山が峨々と鈴へて、高原

地帯であったりしてゐる ので 、こ の

特殊の地形が、ヨ ー ロツパ の中でも

スイイン初自の文化を育てあげ、地

理的影響がスペイン民族 l亡輿へるも

のは深〈 且 つ 大 き い も の で あ りま

ナ。北はピレネー山阪の錫に交通は

不便になり、{ 也閣との文化の交流も

少 し 首府マド リー ドは 、 シエラグ

アダマラ山阪の中央にあり 超高主と し

て居られたのであったで唯南のアン

ダル シア地方の卒原が早〈から、 現

在のヂプラ ルタル害事を経由して ア

7 リカ及世闘各地の文化と僅少の交

流を してゐたのでありまナ。

ヨたに歴史的に見まナと・ ・・・・現代の

スイ イン人は混血民族ですが… ・ ・血

統的 にはイベ リア入、 ローマ人、 ド

イ ツ入、 ムーア人の血 が交り 、古代

スペ イン は ローマ共和図及 ロー マ帝

闘の下 l亡ロー マfヒされ 、多くのイタ

X I 8 0  

f:& J毛

リア の主f 服者 の下に ;支配さ干し、 ヨたに

はパパリア人が西ヨーロツパな征服

すると 二世 紀にi!P りこ のパパ リア人

に征医 されて 居りま した。 筒紀 711

年、スペインはサラセン人( マホメ

ツド〉 に より叉々征服されまし たが

西紀 1::38年 グラナダ主閣が建設され

ましたが 、ス イイン 人はフランス の

後援でキリス ト数徒がカを 集め各所

に反抗を し遂に西紀 1492年グラナダ

王舗は滅亡致 しました。乙の年乙そ

コロンプスがアメリカ を登見 した停

でスイイン人 のスペインが出 来たの

でありますが、こ の: ikv、問、ローマ

入、パパ リア入、ムーア人又 は フラ

ンス人等の スペイン文・化に奥へた影

響は建築は勿;治家，) . 1 にも非常に大き

いもの が b りました。この l t でもサ

ラセ ン人 の奥へたサラ セン文化、所

消ア ラベスク ( ・八 R A B E S Q U E )

の給検・様のを量主主や( カット君主照〉グ

ラナ ダのアノレハンプラ ( A しH 八M

B  R A ) の宮殿 などは サヲセン建築

の 精粋 で 、 これ ｾ・ のサラセンＡ量｛の輸

焼、百日合、渡飾は ・・・( その蹄形r } fを

の虫uきはJ ' t に ゴν ツクの先舗 をなす

もので あります。〉… 刻、に家具に 奥

レザー 7 -1 :r 以 内 定 ー ク

へし影響は「皮革」と「鍛 金具細工 J

の二敗であって他閣 の家具 より「皮

本」を豊富に使用 し、 この質 もよ 〈

/  

現代まで 、その生命を保持 してゐま

具

ジ

リ

の

そ

家

J

制

鍛

ひ

は

打

d

h

侠

℃

r

ば

比

に

し

へ

J

横

正

例

検

終

り

一

様

を

致

・

背

平

等

に

に

ケ

唐

ス

J

分

刊

製

イ

具

部

刊

銭

レ

金

る

着

プ

繊

ゆ

附

白

骨

「

ら

プ

、

金

。

あ

h

金

型

す

の

川

帯

X
也

の飾 り附けも 、ムーア人好さかの幾何

態的なもので興味深〈見る事: が出来

ます。そ して、との、ムーア人の影響

も十六世紀に入りますと 7 7 ンスや

イタリーの文化と平行して著書化進展

してゆきゴシック か らルネッサンス

にな り、パロック時代のスペ イン家

レリ ーフ

具は彫刻 も強 〈線が復雑で殊に 浮j彩

は他国 のパロック家具より強〈、彫

スクロ "  

り方も深〈螺旋を盛に 使用 してゐま

すが 、 ロコ コ夙になると矢張りフラ

ンス 同t去に 、スイイン ‘ ロココ 家具

は、小型になり優美に なって 参 りま

した。これで家具の庭、史的説 明は終

りま しすが 、 ζ のムーア人 ( マホメ

ダン〉とキりスト数徒時代時代の拳

術は( 私己lJ.・はマヂヤr ル C MU D E

J  A  R ) 文化と し申まずは) 、スペ

イン家具の歴史上重要な事である事

を申上げます。

さて以よで 、説明申 上げ た様にス

ペ イン の家具は地理的にも歴史的に

も他の欧洲の家具 と非笥に 異 なって

ゐる事がお! t ' 1 j りにな った と 思 びま

す。

Fょに 日本の一部の人 身にスベ イン

家具が好まれるのも 、 その型や線の

内に東洋的なものがある偽ではない

でせうか。東洋 と西洋の家具の混血

児 が スペ イン 家具である と云」ト説明

もI f l 来ると存じます。

では 、 ス イ イ ン の 家 具 ( 1  6  tlt. 紀



17"IlJ: 紀、 18也・紀、 を主と して〉と は

如何なるもの. でるるか、 ζ れを兵俗

的に説明致 しませう。

手 ユ T " ' - 1ル チスト セクU ' リー

種類は 、椅子、卓 、権、 投 机、空宇

で、 これ以外には、立認品入の有名

な「グアノレゲノ」と云ふ家具で CV

AR GUE NQ) 、 ζ れは、トレド

市の附近の市のグノレカ・の名から来て

ゐます。( 第一回) イロハエホへ ト

チ

次にJ 正らご積るりまして、波形

E却に 員住金具の持主主りのあるのと( 第

ご闘イロハエホ〕脚が四方に l封j いて

第 1 圏 〈イ) Cロ〉

第 1 圃 ( ノ、) Cニ〉

第 1 圃 ( ホ) Cノ、〉

第 l 圏 ( ト〉

第 1 圏 ( ナ〉

木製ぷ足芸のあるの と( 第三間〉の

ご種に大別致します。

椅子及績は貨に多穏多様で、その

数の多い事及型の異な ったの が多い

事では世界に冠絶して居 ります。と

れば後述致しますが本備で示 した椅

第 2 圃 〈イ〉

第 2 圃 ( ロ〉

ｾ Ｒ 圃 〈ノ 、 〉

8 1  XI  



.2圃 ( =- )

.2掴 ( ホ〉

第 S 園

子は代表的なものですがそれだけで

も貨に多様である 事がお剣 りになる

と忠 ひまナ。

キV ピゑク ト

外 に 戸 棚 ( 第 4 図イロ ノ、〉 扉( 第

5 闘イロノ、 ニ) 疲主主( 第 6 凶1イロノ、

.4圃 (ノ、〉

X r  8 2  

第 5 圏( イ 〉

"，， 4 薗 〈イ〉

ニ〕 空宇 スイイン家具と - flRで卵j るも

のがあり ます。

家具 の皮革ゃt荷物は 、本製( 第 7

岡〉が ー評好ま れ ましたが 、;j;{i やヴ

エル ヴエツトの物が( 第 B問〉があ

ります。

第 4 圃 ( ロ〉

ｾＵ 掴 Ｈ ロ〉



JjJ 5 圃 (ノ、〉

第 5 掴 C"' )

第 6 圏 ( イ〉

第 6 園 C"' )

J J 6 圃 ( ロ〉

第 6 圃 (ノ、〉

ウメール4 ソト

材木は 「くるみ J が一番使用され

レヅ V ウ ヅV

人 の製作態度は1置に 、正直で注意深

〈、一箇の椅 子、ー筒の茶卓に:金心

会ｭＡを 打 込んだｾＫがよ 〈 列 り ます 。

191J へば現在、和、共の周閣にあ る机な

り戸棚な りを見ま しでも 、市場で相

官t信用ある家具商の作品でも その 引

出 しの側板や底板は、 松 やベ ェア板

それ に次い で、治 、和:木 、t'$が後の JJ 8  園

時代の家具に見られます。他に l 架」

rJ4j 「松I i 川 ひば J や ボル トガ を使って居 ります が、 笛時のスペ イ

君事 7  園

ノレ の港から総入 された マホガュー j製

のも見受けら れ ます。それですから

日本で綴にスペイン家具の模作する

場合上記 の材 木 を使用 されれば差支

へあ りませんが「くるみ j で製作さ

れれば一番 原作 に近いもの が出来得

る事にな るのであ ります。

ｾＨにスイ イン 家具は非常に良材 が

使用さ れてゐ る上にその製作する !政

ン家具は表面は勿論 、側板も底板 も

同等の厚 みと同種の材木を使ひ、そ

の引出 しの成板の裏まで丁寧に塗 り

勝きあげでありま す。叉 、 自の とど

かない所、例へば、テープんの天板

の袋も 、椅子の裏も磨き上げて ピカ

ピカ光って法 ります。との事は考へ

採に よると馬施工f.世{の標本みたいに

考 Jへられますが糞術品 と云ふものは

表 裂がない・ ・・・・と思へば 、 とのスペ

イン家具の製 作 ｾｬｴｴ の方がＱｆ しいと

自分は恩 ひます。英閣の椅子な どは

，唱.，.

背板に 、主置に立証止な彫刻が あ ります

が 、その椅子を 後から見る 、 とまる

で簡単 な彫 り方が してあ ります。こ

れで 、スペイ人 と築関人 の図民性の

相違を見る1 > が出来ます。一方は馬

路D_' 前で 、一方は必要の ない所は手

をぬ〈と云ふ1札利的な所が 、 こんな

小さ い 家 具 に も 見 出 す 惑 が 出来ま

了。
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第 9 圏

ではとれで、ズイイン家具 C 総訟

を了へ、部 分的なお明を申上げ ませ

う。

第 ー にスペイン裕子から ｌｾ 上 げま

せう 。

スペイン の精子は前主sした採に多

種多様 なものが あ ります。古い願ゆ

ら申上げ ますと 第 7 図の型 が一番古

いので第九闘と同世紀のもの卸ち 16

i ! t紀型 ですがとの椅子の足の滋る Wr

には色々の彫刻が あります。第 7 園

第 9 闘の以外に 第 1 0 陪1 ( イロノ、〉

の採な彫刻 の あ る の を 街JTまに入れ

ます。第 8 悶と向型のものが多数あ

P ますが、 との型を 代表致して置き

ます。椅子の中で 、ス ペインで「シ

ロン、 デカデラス」と云ふ X 裂の椅

子が、 16 世紀のもの〈第 111薗〉

17i ! t 紀のもの( 第12岡) ( イ、ロ〉

がありますが、とれなどは、伊大利

の家具と酷似して居りましてローマ

系のものとそっ くり であります。材

木は r <る み」であります。 16-j!J: 

紀のものでは( 第 13 闘イロハ〕の

様 な背板の高いもの が出来て参りま

した。 17 世紀になる とイ タリーの

‘ｾｾ＠ .  

ものに似た側椅子が出来て参 P まし

た。第 13 闘 の精子は 、 ζ の胸部の

X I 8 4  

「ねぢり脚」の型は般! i t fc 申しまナ

とポルトガル ｾ ｑ になります。十七世

のスペインのIJ、精子でどざい まナ。

とれ等の椅子 の型は同時代のヨーロ

ツパの家具に多くの類似品があって

文化の 交流が次第にはげし〈なって

第 10 圃( ロ〉

第 11 園

民麗闘

第 10 園 ( イ〉

第 12圃 ( イ〉 i J  14 圃

第 12 圏 ( ロ〉

' * た事: を想ふ事が出来ますが、との

多くの椅子の中で皮革の椅 子 C第 13

図〉の背板の上部の金物邸ち後腕の

頭部の尖った 民総金物・・とれをチ

ヤツトンと申しますー・・・ に、純 粋な

イベリア風の裂 を見出 します。とれ

等 の椅子の後期のものを順序をつ け

て見ますと絵材製( 14図〉ルイ 14

ＱＡＡＺ 型 ロココ 型 ｏ￭ｾＱＵ 悶〉カタロニア

ン塗の如き l順序に なりまナ。

ペ チ

第二に長椅子は ltiii で説明致 しま

F ナス リ ーベ チ

すれば第 16闘は寺院椅子で一番古い

7-' ス

型で 、 とのペンチに は肱附がな いの



第 13 図( ロ〉

ｾ＠ 13 園 ( ハ〉

を御注意下さ い。

.、

P ‘、

‘eレ 一

ω叩柑、、川ぺ よよj  

第 17園は一寸見ると 英 関 同 時 代

(  1  7世 紀〉のと蹟似して居りまナ

，f;弘ル

が、背板の板 を注意深〈籾安芸する と

英閣のものと相違 して ゐる事がお針l

りになると思ひ ます。 18  i世紀にな

ると「栗 J と「松」で作られたロコ

コのシノアぜリー( 支那型〉のベン

チがあり ます。 ( 第 18悶〉第 lヲ聞は

1  7  i世紀のものですが背板の浮彫に

百姓が葡萄の取入れをやってゐて左

第 14 図

努 15 圏

第 16 圏

右に2吉時の建築物が見 られ ます。檎

材で作られて居ります。

テープル

次 に 丘 」 ヰ 乏 を 説明申 上げませ

う。

卓に就いて前主s致しま した様に大

ｮＥ｟ プ ｾＮ Ｎ ｾ ヴ グ

鱒二種類 の 型があ りまして波形脚と

スプ . - .' トレツスル フグ

四方に 張 り出した胸の とがあり、波

ラベ ル

形の方は古代ギリシヤの竪琴の形を

取ったのでライル型とも云はれます

第20悶

大卓には四本腕の と六本脚 のがあ

りまナ。

17 園

ｾ＠ 18 園

19 園

努 20 園

大卓は 17  -1止f呂レ オ ン ( L E O  N)  

で出来た 、三倍の引出 し附の四本胸

の「 くるみ 」テ ープ ル。

第21闘は 、ナ グアノレCNAVARRE)

で 出 来 た ( < るみ材〕の大卓 。 1 7  

ヘ リ グボーン

世紀のもので 、ごっ 引 出 し に 緋 1 f

の模様のある 、四本脚の卓。

第22掴は十六世 紀 〈るさが材。型l t I :
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四本脚でイ ベ リア風の唐車線j設が彫 ｾ ＮＮ Ｈ ン人の生活後ｊＺ ｴ によるものであ

刻 されてゐ る。 ります。極端なのは床面にスレスレ

第23、第24は六本 脚 で、23悶は く にあるの があ ります色( 第22悶〉

手 ープル

るみ材 カス テール C C A S T E I L ｾえに Ｂ ｾｩ の中で 、 中車 、 Ｏ Ｑ 、卓があ り

第 21 園

大市f 間際ご符あ りますが説明の "，T; 1'J i

を避けr-l 況を参照 して if&きませ う。

第 25闘 ( イーへ〉

旦£の中に丸テ ープノレがあり英闘

のダ ーピー シイ ア型ヨ ークシイア 型

に酷似 してゐますが胸部の彫形が媛

E) で作ら れた 17 佐紀の大卒で. i t って原 ります。 C第26[:! ィー ロ〉

何躍 的な 彫刻のある四つ引 出し 附 止阜は 、茶卓 や スツ ーんがあ りま

第24闘は 16 世紀の後期か 17  iil: すが精子と同*:fi ｾこ イ タ リ アのダンテ

紀 の初期の作 品で引出 しが前方に 六 スカ Ｍ Ａ｣ｾ リや又は 、 サゲオナロラ測でよ

第 22 園

• 23 圃

第 24 圃

ヶ、後方にーケあって 、 その茨議' ゐ

彫 刻 は ス イ イン 湖 特 の 却 で あ りま

す。

以上の大卓は 、特長 とし ては 、天

板 が大事型原 < 21吋以上 あ りますのが

帯 iifj で、組 立方法も 、英 闘やフラ ン

スと 異 なっ て居 ります。他の と競べ

て{ まい位置にある 事 です。 乙れは ス

X I 8 6  

第 25 圃 ( イ〉

- " ，，- ＮＮＮＮＮＮ，ＮＺＺＮ［ｉｴ ｾｲ Ｎ＠
、

第 25 薗 ( ロ〉

第 25 圏 (ノ、〉

第 25 国 ( ニ〕

ｾ＠ 25 函 ( ホ〉

ｾ＠ 25 園 ( へ〉

く似て ，腎ります。 Ci $3]f凋ィ、口、

ノ、〉

次に完走差益 です が、 ポノレ トヵ・ル風の

ものが多 〈 前主 ￟ の廃廷のＮｲｾ良の如 〈

i氏手な綾殺なものですが宗教上 の関

係で 、 渡来のＡｩｾ都に美 し〈 マ リア の

{ 象などを テ ンペヲや泊約 でm; iいで あ

るの が あ ります 。



第 26 圏 〈イ〉

第 26 圏 〈ロ〉

この他のスイイン家具は 、引出 し

附の戸棚 、 何時棚 、 ｾｻｬ ｈ 捌学積 々ありま

すが、今伺では 、 これで綿況を 打ち

切ります。

一一ーo一一

要するたスペ イン の 16世紀 171ぜ紀

181仕組の家具は 貨に立汲なものが

多 〈見るべきものがありますが 19世

紀から混代に至る問 、 スペインの哀ー

微に比例 して 特例ＺのあるものＱＮｾ量生

なく P段、前社紀の初l式を踏襲してゐ

るに過ぎません。

第 27 図 〈イ〉

第 27 園〈ロ) ( ノ、)

闘がｾなれば文化も主主民 し、 謀術

の撃は飢漫と吹き筒lれ ます事は 、家

具の H 界からも知るおが出来ると存

じます。

新興 スペインのｾに新し い家具 の

出来る秋の来る 容を信 じて己みませ

ん @

これで 、エペ インの家具の説明を

終 ります。

停 車 場 の 印 象
Ｑｦｻｾまの跳援もよいが 、 ニュ ーヨーク

か. b夜行 で朝早 〈着いた時な ど、膝

『建築 とf牛舎』 の昭和 15年 4 月鋭

に掲滅された 、中筋腕芳氏の ? 都市

のＺｸ［ｉｬ ｾ ｾ と題する 一 文・は 、 誰もがう

っかり 見おと してゐ た鮎に角寄れて房

り、 ￣ｩ 時建築家や都市計 ・ ｾ ｬｻＮ 家ｻ中間に

話題を投げたものであるが 、氏の云

ふととるの 『都市の玄関口 として停

車場建物の正面やfPl 場は飾られるが

その都市 に踏みこむものに最初の印

象を奥へる本笛の意味の玄関たる 、

都市域に 入ってから 停車場に 到るま

での車窓の景観が告書り省みられてゐ

ない』 といふ諭は 、我が閣だけでな

く欧米務都市においても 、13 けると

とろの指摘であ り、ま乙とに興味あ

るものといふことが出来る。

そこで 、 乙与に

相 同

恐Z 有平内の ｾｦ￬ ‘車内で Ｗ 時頃までも眠 り

"， LI ' :  をむきぼり 、悠キと起き出て 、 この

『都 市が奥へる印 象は 、 百ｾｩＱｊ Ｚ した

列 車、船 舶、航空主総な どの主主からの

ものが最も強い。都市の玄関とは 、

笈に交通機陶の窓である。 』

とい」、跳 i院を設けて 、雪E者の i部外

岡における見聞を述べ 、i被去に蔽は

れてゐる図々のありし日 むをを也憶

してみたい。

ワシントンの停車携

アメリカの首都 、最長の街を飾る停

車場 として耳心づかし くないもの。ホ

ーム金憾に 上家が かけ られ、民々と

したコンコ ースは :些既に装飾 されて

ゐる。前庭の槌込に立つ甑像を透か

して袋を つく 関合議窃堂を眺める と

なんといふか、 アメリカ湖特の気分

が感ぜられる。市域に 入ってからの

nnかな級感をたの しめることは 、ヲ

シントンが ｩ ｊｦｾ行者に賊る大き な 賂物

といへょう。 よい玄関であ る。

程近 くiE取は東西に? をつてゐ るが

J;C障 りになる訟の事しり もない。附 近

にはさ史地がil l! 山、政府建物の将 来 計

5Eに供へて重量され 、いさふか落活き

を欠〈未決定性風景ではあるが 、右

すれば都心に達 し、 中央の大選路は

悶: v，f館と 美 しい森の跳めに導 〈。そ

の市街をみおろすテレスに立つては

マジヨノレラ ン7 アンの;巧みな設昔「に

感吸を惜しみ符ない。日台にある停・

車場ながら 、;世路の按IJs よろ し きを

得てゐるためか、息苦 しいよ うな勾

西日はひとつもない。

サンフランシスコの渡船
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渡船場ながら 、停車場と金〈後ら

ぬ雰園祭を持ってゐることは少し物

足らぬ。メインス トリート の突笛 り

にあって、全市を走る大抵の電車は

一磁この/fIi 場に集って来る。集って

来ては 、 ターンテ ープ ルに載せられ

て、線路を獲へては戻って行く。 大

遜りのマ l ケッ ト街は複々線だ し、

左右からのml l i も集って 、かなり混

雑するのだ 、人道から車道を越へて

波鮒場の 2 階に主主する架道橋がかけ

られてゐる。

渡的場建物は中央に高塔があり 、

型の如く時計がはめとまれ 、 2 階に

はこの閣の主要物産が陳列されてゐ

る。

= ューメキシコ隣近の図舎建

サンタ ヒー 線で 、 グランドキヤ=

オンに l 日手前の小躍、と L の建物

と物資土人との特 異の様態 が ｾ ＼印

象された。スパ= ツシ ユの商影を多

分に合み 、井戸のつるべ受餓物の 、

デテイルが如何にも風土的 だ。なか

でも 、7)( 瓶はまと とに古雅で郷土色

堂かなため 、放客の視線が盛に注が

れる。よだれをたらし持って隠 P た

いような顔があ ちとちにみられた。

乙の地方は雨 が少いのでホームに 屋

根がない。また そのホ ー ムも列車が

とまるからホームであるといふだけ

で、別 に高 〈なってゐる わけではな

く、 王宮;!J: が踏み台をおいて乗降させ

る。 E奥歯ではおなじみだが 、われわ

れには想像 しが たいのんきなもの。

シガゴの停車場

大陸横断列車は必ず ζ L で乗 り換

へねばならない 。線路はと与を起動

とし て八方に敷かれてゐる。従って

停車場も頗 る大規模であり 、多種多

様である。工場のよ うな もの、銀行

とまちがへそうなもの 、貸事務所を

検機替 した ような もの、などなど、

種々雑多の デザインである。貧に雑

然として騒々 し〈 落着きがない。お

まけに右往左往 す る人身の顔色も泊

XI ae 

E析がならぬ。街全憾の空気が冷い。

放人 にとっては不。除快な玄胸先きで

ある。

= ユー ヨークの

ペンシルパエア停車場

ペンシルパ= ア ・ホテ ル、、とは遣

をはさんで相対し 、 正 面 に 直 径 凡

そう 尺もあらう花尚石列柱を建てま

わ した停車場で頗る! 任意。地 下織の

闘係から 、正面入口から民間に通ず

ると ζ ろ、東京探 とは反主すで 、階段

を降りるとそ乙に大[ 夜間があり 、中

央に案内所を置〈。更に階段を下っ

て旅客はホ ー: ムに遣する 。JV苫食堂

便利な位置を占 b 、底舗を連ねた地

下道は向ふ側のホテルに綴 〈。便利

な玄関である。附近には高層建築物

林立してゐるため 、停車場がまfl って

低〈見へ、繁華な割合K 落着きがあ

るのは妙。正面に炭場 がないのは 、

一寸物足らぬ感があるが切るい石迭

のかも し出す明朗さと 、巧みな自動

車捌きとは 、人を惹きつけるものが

あ り、青年五苦いた手頃の停車場だとい

へょう。

ロンドンの停車場

ロンドンに も多 〈の停車場がある

が、何れも保守的でうすぎたない様

な焦がする。ピクトリャ 、 ウオータ

ロ{、 チヤ ーリン グクロスなど、作J

れも欝式で、成場に袋飾月号を建て芝

を植込む 程のｾ地も な〈 、 見とう し

が;f' !リかず 、中には 、 とんなととろに

あったのかと護見してあきれる 程の

粗末なものもあり 、一慌にナ L けた

感じで 、印象頗るよろ しく ない。

たどし 、 メリボ y はたった一つの

例外である。大 して大きくはないが

前にあるグレ ート・ セン トラ ル ・ホ

テルと、互に車寄の胤を延ばしあっ

て接縦してゐるなど、雲や雨に使示J

で焦が利いてゐる。コン コー スが狭

いため K 切符: 貿易が ! ケ所に要約さ

れてゐて 、異閣人には特に都合がよ

u、。

我々は終端軍事に着いても 、重い特

物に雨手をふさがれながら 、それと

は比淡にならぬ程小さい切符を落さ

ないように指聞につまみ 、大きな荷

物と小さな切符: に注意を記 りつ L 、

妙な絡好を して改札口を通るこ とに

慣れてゐるけれども 、ロ ンドンでは

列車が終端軍事に近づくと ｬｬ￮ ｾ 誌が切符

を受取ってくれるので 、降 P るとき

は荷物だけを注意すればよいこ とに

なり甚だ便利である。ピグ トリヤ停

車易などでは 、 こう して降りて来た

客は 、横付け されてゐる自 動車の ス

テップに 直 ちに足をかける ζ とが出

来 、頗る闘滑なる勤線。上にある快

感を奥へられる 。

パルセロナの停車場

サンフラン ・シス コと 問じく 、ffti

い際前を電車は複々線で湿ってゐる

停車場の位置が一目で剣り 、入口も

E 商に限られてゐるため 、 まごつ〈

ととな〈、 総鐙 に簡明なことは場内

から市街をすかし眺めることが出来

るのと共に良い印象を奥へる 。

精巧な機械のような複雑な卒薗計

訟は 、殺人 σょに異劉からの〉に と

ヲてはあまり有難くない。

リヨンの停車箔

パリにも詩型山の停車場 があるが 、

割合に印象のよいのは リヨンであら

う。高峰があって 、土地不案内の者

にも容易に褒見せられるのはよいが

狭いととろに入口が 3 ケ所 もあ り、

通りぬけが出来るので 、却って迷い

やすい。

ベ= スの停車場

改札口を出て 、コ ン弓ースを横ぎ

ると 、選路があ り、その前が河岸に

なって 、 ゴンドラが客を待ってゐる

とういふ特異の| 育絡に出舎はすと 、

印象論は珍らしさに吹きとばされて

しまふ。赤帽は荷物をゴン ドヲにか

づき・とんで 、1n J とかあいそしながら

ともの方を趨〈押 してくれ る。 40一

年前、 京橋河岸にあづた御宿のま



紛がやはりこう して、とも を押して

お也・鮮の ひとつふたつ送 りこんだ、も

のである。俸はって来るのは宿屋の

客引の軍 ばか り、電車の車し りも 、線

路もな く、 書5五まい たよい印象を 奥 へ

られる。

ヘーグの停車場

停車場と して は 3 流ど ζ ろであら

う。 オランダでは 、やは りロ ッテノレ

グ ムの停車場が相嘗な簿へを持つ。

護軍前早 〈から、スチームで列車を

あたふめ 、旅客に封するサ ー ピスは

甚だ良 い。

南京銭遺の停車場

上海 、 もと の南京銭滋のf宇車場は

4流以下のものであるが 、抜大な成

揚をも って ゐる 。人力車が前後左右

から 、だらしなく 寄 って来る のは不

快であ るが 、それを 取締る後官の竣

搬 な態度は 気もち が よい。命令に従

はぬものふ車から 腰掛をとりはづし

て、商E賓の出来ないように して しま

ふ 、と いったやり方である。

ベルリンの停車場

大噴7j( :.亡nJi !を うばはれる。夕暮の; 蛍

光線に映じた 7Jcl¥w. りの主主しさは 、ま

ととに 、 ヨーロツパ的な 、南ヨ ーロ

ツパ的な 、i ，: l Tt l な美し さである 。

とこ ろが建物は駕式で 、ZJ ! 凡であ

る。印象 l亡残 りう る忽のものでは な

い。然ーし 、停車場金僚として 、都市

の玄閥と して は如何にも巧みな記1を

である。拙い建物に金をかけて美化

するよ りも、そ の節物は翠なる ijJj泡

引として 、そ れを引きたてる設備を

することは賢明な方法であらう 。 と

とでは 、と の大噴水接のままコりに 、

立汲な彫刻を一一五匠が波打ちとん

だ らう 作品を 一一ーおき ならべてゐる

マルセーユの停車場

凡そ我# がマノレセーユなる 名のも

とにす る想像にそ〈やは ない存在であ

る。大i壊の玄関第 1; 歩に みる 停車場

として、 然 し印象は 頗る深い。何し

ろ海岸に浴ふた街の一角はるかの丘

の上 に位置してゐる ので 、百に近い

石の階段を登らねばならない。事選

にf白ふた人近はあるにはあ っても 、

まが りく ねってゐるために 、大抵の

放行者は気ぜわしくこの石段を去る

まるで愛宕山に馳けよる波な策がす

る。

カイロの停車場

大したも のではないが 、挺根源立さ

するエジプトをみる如き心地pつする

もの。殿場尚 ) j に伶られた担保は 、

この閥の澄i反を象徴ナるものである

i1j: 界の綴泊客を集める停車場として

又熱帯地の停車場 とし て遡切なるも

の と思はれる。

さて 、か く綴じ来って恩はれるこ

とは、 ｾ 川 、 停車場の位置の選 定 、

第 2 、前商j資場の虎主事 、第 3 、市街

交通機関 との聯絡 、第 4 、 その 閥土

の縛統の建築、第 5 、建築の卒商民主

迎 、など が停車場建築の要駄であら

う。そして 、交通機関の窓からの眺

望を都市計鐙の考慮に お〈ことを忘

れてはならない 、 といふことが頒り

に考へられる。

ベルリンでは 、中央停車場が、案 「ナチ ス建築と石原海運産業J

9ト大き〈ない。然 し使利には出来て

ゐる。ツオーの停車場は 、東京だと

紳聞か 、 新橋とい っ たところ。遜 ｪｾ

躍で甚だ筒患で喜E領がよい。

ゼネーブ、ルザンヌの停車箔

スイツツルでは、ぜネープ、ルザ

ンヌが印象が強い。何れも ｬｾ ￍｪ函に相

賞美しい成揚 があり、内部も要領よ

〈設計 されてゐる 。さ すがは客扱ひ

に慣れた閣だと思はせられる 。たピ

建築様式がドイツ風で、風土的な特

色を持たぬ ζ とは放存には淋 しい。

設計のよい惑いは別として 、 スイツ

ツんにそれだけの考へが無いのか 、

あっても出来な い事情があるのか。

自閤語を持たな い閣の建築は こうし

たものかなどと恩はれる。

ローマの停車場

停車場を出ると 、まづ中央JPi 場の

六改造九月畿に「ナチスの建築j と

題されて東大岸田教授は 、ナ チス ・

ドイツに新し〈 岩IJ &された建築様式

について紹介されてゐる。建築 、殊

に世話タトのラぞれに ついて識ることの砂

い一般枇舎人への、建築造型批判 l良

の唇事互に常に多大の音量犀 を惜まれな

い教授に 、深い傘革立を捧げるもので

ある。

女たど、と の論文では一九三三年以

来ドイツに於て、所調合理主義建築

( 間際建築〉でな い、ナ チス建築様

式がお ｉｊ 生されたと云ふ皐なる＼ｲｊ ｾｪ 置を

述べられてゐるのみ であ り、われわ

れ紛の溢を専攻する者にとづては幾

小 泉 嘉 四 郎

分もの Ji りない! 感がした ζ とも 、掲

載誌の性質上 また 止むを 得 ない ζ と

なのだらう。

ヲをわれ------建築皐徒と して良に御教

示を仰ぎたいE占は 、ナチス・イデオ

ロギー から如何に してwr の様なナチ

ス造型様式が生起せねばならなかっ

たのか、J! IJ ち「ナチス・イデオロギ

ーとナ チス造型様式との必然的関聯

性」の問題と 、今一つ「造型文化霊童

l長の視勤よりの ナチス 建築様式の史

的批判」と云ふごつの駄である。

安 上のごF占が論議究明されることは

われわれ日本の建築暴徒が「建築に

於ける日 ;本的性格j 乃至日本的建築

8 9  x， 



様式を 探究せん とすi る際、貴 重な る 本誌、六 月続 に もその潟農が掲載せら 安低 〈おし被 さっ た屋根、奥ま っ た

他山 の石とお り符るでみらう。 れた。 が近代都市大阪の中央に 何故 薄暗い窓、必要以上に重厚な柱形 、

万台 とのーご題O1J を具鐙 的に錫げれば に ζ Dやうな数世紀前のヨ ーロ ツパ こ う云 った形態が 、空に大型旅客機

「濁乙ι 建築は濁 乙民族の血 か ら の回舎の建物を想はすやうな建築が が飛ぴ地下に高速従事の走 る近代都

生れたもので なければならぬ J 建てられるに 到っ たのか、少々 了解 市の構成細胞 とし て褒l良性を持ち符

と云ふ命題への解 答と しては 、 し苦 しめ させ られ る。 るであら うか。

ゲノレマン 的 な建1E従って中 i止が1 ・んとの建築は 、石原産業の「伺 j と 女乙の古代田閥的外廓闘と 、その内

な浪漫主 ｦｾ ｩ 亡 ￬ ＵＺ ' 様式を想像し してみれば或ひは優れた建築かも知 郊の 、近代 ピジネスを運行すベ 〈常

勝ちでるるが 、現貧にみる ナ テ れない( 笈際壁面の仕上と か色彩と 言語が交換 され タイプラ イターが叩か

ス巴J 建定わ中には古典への復路 かはみごとなものだ〉 が、 とれを大 れ てゐる風景 との対照 は、到底 アナ

がはっ き りと認め られる。 医市 の「金鍾」 として の見地からは ロジカ ルな もの と云 ひ難い。

と数へられてゐる 。 ζ 与に指摘され 砂からず疑獄がある 。 Cl 941. B. 25)  

である が如く 、ナ チスは 、そ の民族

主 義的イデオロギー にも拘 らず、建

築 に於て はゲルマン的雌 様 式 を 探 荒 木 正 己 君 の 死

らず、古代 ギリシア 、ロー マの古典

株 式へ復節すると 云ふー臨の' " 盾を

合 んでゐ るのであるが 、 この ζ とは

如 何に解懇すべき であるのか と云ふ

問題が残 されてゐる 。 昭和 16年 9 月17日午後 10時57分 、

安 また 、ナチスの建築は f銭とガラ 荒木君は若 〈し て遜った。

スとコンクリ ート 」を 基調 とナる現 彼の死によ って我々の うけた 打撃

代機式か ら離れ、 「石 に遜る 」 ζ と は大きい。就中残念なのは 、彼が俗

に よっ てカと 記念牲を求め てゐ るも 物共の横行す ると の世界に最も依 け

のであると云ふ事笈が教へ られてゐ た も の を 持 ち な が ら 、 逢に夫を諮

る。 然ら l-f こL に、 近代建築材料 々し 〈展開する事な 〈逝って しまっ

「銭、ガラス 、コ ンクリ { トj は そ たｾｾである。彼は病を得てから長い

の本質と して力と記念性の表現能力 問此獣 してゐた。だが沈獣 してゐて

を欽除 したものであ奇のだらうか、 もどこかで彼が主主きつどけてゐる 事

ナ チス建築は「石に遜る J 乙となく だけで我 々にどれ程心強さを奥へて

とれら近代材料の手法を以て しては 〈れたか知れない。併 し今や彼は居

「威力 J と 「記念性」を表現するこ ない。成 〈青年日本にとって 、叉我

とが出来ないのだらうか、 と云ふ問 建築界にとって 、彼の死が如何に大

題への考究がわれわれ現代建築皐徒 きな損失であるかは 、彼を識る放も

に課せれ て来るであ らう 。 にとって明白である。

* 寺苦Z在浅祭主主悶に して未だわが閣建 併 し繰言はも平予告E金である o ｾ，皮

築界権威者 側よ りのナ チス建築様式 の法; を生かすことは 、我々同志が穏

に妻せする態的検討 、 史的批 ｾｊ を 聴 く に新なる綾悟を以て我建築界を革新

機舎を持ち得てゐないが、 この黒占に し、 育てあげて行 〈現食 の行動以外

つ いてもまた 、われわれ後進の蒙を にはないからだ。

感 かれ るべ〈 教授の御護淳あらんと たど私は此の機舎に 、彼の短 かふ

とを願ふ次第である。 った生涯 に、彼 が主主建築界に投じて

x  x  x  x  x  行った種子を ーー その芽生えを迷き

女大 阪の ピジネス ・セン ター江戸期 将来にまつ事 しか出来ない としても

に 194 1 年度の事務所建築 とし て その種子を 一一 ふ りかへってみ 、之

石原産業海軍株式曾枇 が竣式 され、 を とり あげてお 〈義務 を感ずるので

X I 9 0  
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ある 。

こ L に簡翠な泡憶を百己さう 。

療生時代の彼は世主 りス ラスラと 図

面はかけな かったゃうだ。 しか し彼

のす 「れた理智は、 我々同僚に事物

の正 しい認識の しかたを教へた。彼

の鵡界は常に 主 ｾ ＼ 股 〈 すみ切って ゐ

た。だから彼の! f 4 : 言は時に脊絡に問

えたが 、そ の卒明さの中におどろ く

べき 示唆を合むでゐた。在製中のデ

ザム活動では 、彼は常に住居政策 、

建築生産の議問題に最も准歩的な而

も確貨な理論 を以て我 4 をみちびい

た。その理論的到達の今も猶邸か し

さ成果をふりかへる皮に我々は彼の

果 した役割の大きかった事を知るの

である。

卒 業 の 前 後 ( 昭和八年頃〉 、東 京 と

大阪の青年建築家厨の問に建築科麟

研究舎( 日本青年建築家聯盟 J A F

を前身とする〉 といふ図般が活照 し

てゐた。彼はこの「建科 j K 封 して

ーの書簡を書いた。夫はお どろ くべ

き粉級 と遜 確 さを もてコて 建科が 自己

の使命の埼外の狭騒な技術的問題に

浸頭 してゐる事を批判 し、 首 l時の暗

きj社舎情勢の中にあ っては背年建築



家主主の集 りは自己の溌削 とし た生活

と意慾をま づ築きあげる事が何よ り

も大切 である事を指摘 した。

彼の番簡は特長ある惑筆でか L れ

てゐたが、夫は多 〈の人 に緩まれ讃

むだ人 々を説得せずぽ止ま な い透徹

した高さをもってゐた。建科が青年

建築家クラプに獲燥したのは笈に彼

の投じた一石からであ っ た。青年建

築 家ク ラプはその後事情によ って薄

命に終った。 しか し新興 建築家聯甥

以後 、 J A F 、建 科、背建ク とたど

られた建築運動の玉造反史が今も 猶多

くの研: 討されるべき問題をもっ事を

解す る人 に とっては 、荒木君のうえ

つ けた種子が非常に主主撃たものであ

った事を知るに難 〈ない。

卒業後間もな く 彼は大阪府建築 Ｚｬｬｉｾ

に就i段した。彼のま里論は苦手察的E主将

の末総事務にきたへられる事によっ

て夏に一段と領域を積められ、 その

水準を高めた。彼の建築に対する熱

建 築 技 術 者 覚 書

主主は都市問題に 、建築行政に 、活資 今日技術 と科穆は従来の 見方から

に溌燥 して行った。彼は好む匂大言 すれば、儀 りにも花々 しすぎる照明

推諾する事はなかった。 しか し時あ を浴びてゐる。一時は卒和的技術 と

って設する袋詰もよ く遁確な封象の 見えた建築も 、技術家動員自穆の先

把握と透徹 した斑玲に裏づけられた 隙を承った。住宅生産に しろ、都 市

子ままの 言であ った。彼は大阪の者き 計 ?をに しb 強力な生産蹟充と関土防

建築家建築技術者の中にあって光輝 衡の支柱を得てゐる。そ して嘗ては

みる存存であった。 技術家的理1ｾ慢 であったも Ｎ のが貧羽化

彼の此の光源は貨に卒明な泌しな の途上 に在る。嘗て技術専問の車生

いが 、し かし何物にもくもらされる 主主 ですら 職場を見附 け得なかった乙

事のない批卵j 締紳の12 さに愛してゐ とを想へば、今日の技術家の不足は

た。我々は今乙の得がたき平7・在を失 陥 tl tの感を抱かせる。 その謂はど絞

ったのである 。 しか し、 我々は彼の 勢の嬰化に封除 して技術者み しての

死と共に そのおき批判精神を失っ て 建築家の採る又は採 らんと する方向

はならないのである。突を我々のう 傾向は如何なるものであら うか。

ちにうちたて 、彼の志を生かす察、 傾向の一つは技術Z有能の偏見であ

彼が果すべ くして 果 し得なかった事 る。之は技術の過重言平僚か ら生じそ

を微力以て 2費税する1 : } ) : が彼への我々 の結果技術それ自術身叉は技至上主

の果し得る最大のT i : j青である。 殺の f去頭 となる。之は技術の枇合性

彼の9Gを憶ふたびに私は我々の相 が忘れられて 、結局は自己を卑小化

肩にかふ ってゐる責務の11( さを感ず さす 。技術者の2量的不足の震に生ず

る。 C2601. 10. 15) る技術の質低下は その傾向に封する

拍車 と成 P勝 とである 。技術が最士合

的関心を昂め て行 〈の K 逆比例 して

自己疎外化が行れはる 。技術者 の生

一一荒木工E 己君を議みて弔す一一 活上に於ける傘大化等は問はない と

しても 、例へば建築生涯の工業化 と

いふと とを採り 上 げてすら 、それの

もつ綬済上の限界段、関民生活の低

下限度等 身の考慮が見失はれ勝ち と

10月 ラ日、僕は 9 月28 日附けの荒

木正己君の告別式の報知を受取って

金 〈漁 期 しなったこの訪れに生渡の

恨事を舞えてゐる。いま世紀の 鴛鳴

は昔話き 止 まず 、 ク債依の車事換タが・

切の上にの しか L つてゐるこの吟、

荒木正己君の死は 、わが建築陣径の

大きいマ イナ スである 。 それ ほど建

築家荒木正己君は建築と耐: 合と 二つ

に分けた主主ひ方が出来るならば、ク枇

合少の中' に喰ひ込んで立ってゐた。

彼は適切な決 して上とりのない批*11

も、彼の it 霊長も共身 、底力ある指導

の灯であ り、 勇気の泉であった 。建

築 家 とし て彼は問題を 、建築の立場

か ら提出 して、 C' i i i i 然な乙とである

が治) 建 築 といふ片 々たる枠から ノ、

l凸I 橋 ;5 男

ミ出 して、iJ j J ; た々る枇舎の中に投げ

制して、そこに解明駄や目 標を 作り

上げてそうした方向の下に再び自己

は、建築へと仰って来る 。 この 情熱

と洞察力 とが、彼をす守れた建築家

とした。如何なる些事にせよ彼は技

術家と しての関心を 寄 せる。それが

何時の間にかヨ リ高い枇合的な車現在町、

的な問題の中での技術家の仕事と し

て提出される。とれは。ナ守れた 、

民ぃ 、偏見なき智識と見識とに{ 失た

ねば出来ないことである。との採な

一人の建築家の死は 、殊に今技術の

踊士合的関心が: f fJ つってゐるとの時、

如fnIK'惜し心、ことであるか 、 との;f;.Jt

な一つの灯を徒らに泊、えき してい L

か !

なることは 、大いに聖子戒せねばなら

ぬこ とであらう。

第ごには 、先に主sぺた「理想の食

現イヒ j が正に途上に有 り、 又は主主に

就かんとする時に首って 、従来の正

しい技術への態皮の放棄或は怠慢で

ある 。今乙そ ブン張らねばな らぬ土

俵極迄来て 、あっ さ P と纏利を放棄

すると とである。印ち従来熱心に技

術探究の路にいそ しさか 、技術と枇舎

との相互関係を正 し 〈見極め 、そ の

下に種々の主張提案が倍されてゐた

のに不拘、そ れの放繁は何庭か ら生

ずるか ?、 確に委材の入手難、代用

品、構築方法の制約、言十按上 の諸jfjl J

9 1  XI  



限規定等々 が 一原因を なしつ与はあ

るが、より 根抵的には 、嘗て荒木君

が指揮 した如〈自己の技術上の特有者

擁護と して、そ の特権の故に自己の

生活上の意味まで合めての存立の維

持の矯めの 主肢が 、偶々技術の 上の

進歩 と歩調を合せて居り 、今やその

協調が尉札始めて来たことに由来す

ると見る可きである。即ち奥Eまある

こと乍ら 、技術者居の生活上の貧困

は 、 彼等を腐 って 、 技術の新 し きｾ

ｊｾ の分 野 へと 駒を走 らせてゐたわけ

である。技術の進歩は 、か L る生 活

者腐の支持な〈しては図旅なiD{ ら、

叉彼等の故に 、障害される とすれば

誠に墜史は皮肉である。とまれ、技

術と祉11 との 結合のために悶ひ来た

った技術者一特にと与では建築家ー

の一部分は 、 との未含有の僚イ直の喝t

換J切に 、然も技術の飛躍のれの前夜

とも云ふ可き時 l亡、者干の自己中古憾

の達成【生活及び総苦手事等のー踏の

安定化 、満洲その他への進出 等 〕の

故をもって股落してJ行 〈のである。

そこで必然、第 3 の傾向 が残さ れ

る。 @[J ち今日の如き時期に民主 して、

依然、従前の累積された問題の上に

新l良! 潟を計らう とするものである。

それは 決 して技術茂 )/1自主義ではない

叉自己主主活のみに捉れるヱゴイス ト

でもな い。常に置土舎の中の技術を 、

社舎の き霊化後浪につれて 、従前の能

的 ｩ ｊｩ ｉｾ の 左 足 ｊ 芭からＮＲＧｬＺ現化の規 ｪ ｴｬ へ と 徐

々に診行せんとするものである。注

:立すべきは 、その規遣は決 して一朝 .

ータの産物でもなければ、又今日の

生産披充の故に 、産れ来った新夜明

XJ  9 2  

でもな い ことで ある。大量住宅生産

方 法、単位家族と住居の問題、規格

統一、新構築方法、又は都市計鐙に

於ては緑化の問題、工場分散の問題

土地区劉整理の行政施行等キ 、今 日

迄の主張乃至は 研究課題に過ぎなか

ったものがー謬、主主翠を開始 したと

示ふ形でるる。

そして、 それらの諸問題は夫々の

枇合的 、経済的に色々 と研討 されね

ばならぬ ζ とで、そ の成否如何は 、

やがて技術家の枇合的立場をも改幾

せんとするもので ある。今は重要な

時機である。飽〈迄もさきるととのな

い、技術家的良心の下に 、技術ー産

業 ーj枇舎の閥聯を抱まねばならぬ。

而して、 今 日何事も然る如〈 、 ζ の

技術のより滋反の仕事も 、決 して個

人 の濁りよがりのカが篤 し得べくも

ない。

技術の重要性が今日では技術者側

のみならず、祭政者側からも叫ばれ

てゐる。極言すれば寧ろ今日のこの

: l I 土板?は 、ーつ の政策 として採 り上

げられてゐると云った方が遡切であ

って、技術家は寧ろそれに附隠して

起ったといふ消怪酉を持ってゐる。

とれば技術者の立ち 遅れであった。

嘗て r 技術者遣は色々の技術上の要

求の下に自分 自身 の 力 の み で 起 っ

た。それは法科高能主義に対する 、

技術至上主義なる自己内部に対する

又は新 しい世紀に呼ぽんとする主阪

と、そ れを阻まん とナる既成勢力 に

封する職閣であ った。 そし て今A士大

な技術パレ ー ドの瞬間 、我々に反省

が あって良い 。 ｾｰ ち法科斑能の精神

K 打ち勝ったか、技術至上主義を克

服出来たか 、果亦、新 しい般勢に棒

して、 主張はｾ現 化す るか Ａこれら

の貫徹とそ 、技術の周民的要請に良

に主主へる越である。 そして今も又嘗

てと同じことが云へる 、技術 と舵舎

との融合の僑に 自己 の主張達成の震

に技術家は 、結集せねばならぬと!

と。よからの岡家的至上命令に答へ

る下からの駆カとして、 結合せねば

ならぬ。そ の結合のも とに、今 日現

象 してゐる技術パレ ー ドの中、 何が

本物であるかを剣l定せねばなら ぬ。

x  x  x  

との時、 荒木 君 は 惜 し〈 も逝 っ

た。彼は慈験苦闘の中から 、口ごと

に、か与る技術者を望んでゐた 。彼

の仕事の字分は 、か L る視野氏ぃ建

築家の集 りを作らうと した。幾度か

出来よっては 、亦消えて行った波の

中で 、彼は落施せずつ ピけて来た 。

それは技術と技術 、又は技術 と政治

との医別を明穏に峻別し得た 人 の仕

事でるる 。 との直別を知 らずしては

雨者の融合統一 、技術者の結束は有

り得ない筈だ。今 、婚に 、通 〈世 犯

の雷鳴の中に 、ナ r れたオ能の持主

e 荒木疋己君と告別せねばならぬ 。然

し君の駄じた技術界一建築界の灯は

消、 しではならぬ。それを i縫ぎ差益旋す

るのがわれわれの仕事と成った 。そ

れは叉君を何時迄も我々の座右に在

らしめ、絶えさf る勇気 と指 導 と結合

の泉とせねばならぬ。

心の友、荒木正己君よ安かれ。

(10月12 日於盗湾〕



一 一

常 務 曾 ( 第20回〉

時 10月 6 日午後6時一7時30分

所 陳列場

出 席 者 理 事 : 今 林 副 合 長

常 務 池 田 主 記、北 垣 主君E

中西主記、薮中主記

柄本主計 、芝問主計 I  1 制 J 金募集に闘する件

松久保主計、大下編 I  ! 記念字業項目に闘する件

緑 、小体編輯 |  陳列者毎車字事舎 ( 第12rul )

時

所

要方
嗣

燭委
ヨ

司

件

幹

る

り

す

よ

倒

舎

に

事

合

幹

例

展

月

宅

事

川

住

-

A

内

L

談

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 井 上

即j 幹 事 長 中 西 、松 本

常任幹事 須 賀、松 久 保、

重苦中

寄年 事 今;体

9  ＩＳ Ｒ Ｔ 日午後 ｾｉ 石 Ｐ 分 ＭＸ 時

20分

陳列J場

出席者 明石常三郎氏タト12名

見 容 先 大 阪刑務所 、妙 閣 寺、南宗

寺

]. 午後 l 時20分 一同大阪刑務所に集

り二階講堂にて推名所長よ り約30

分に亘り諮演を聴取後所員の案 内

により所内を限な 〈見穆

1. 午後 3 !t寺岡p. f r を隣 し徒歩にて第ご

合場たる妙閣寺2に至る 、途中' R球

院に土佐烈士の墓参をなし妙閣寺

境内にて岡氏よ nn士の切腹情況

を聴き大蘇銭外資物斧貌後電車に

求の件 |  出 席 者 常 任 幹 事 秘、矢岡 |  て第三合場南宗寺に向ふ

3. 昭和 16年度後算大綱方針の件 |  幹 事 野 中 、百問、若 I  1. 荷宗寺にて寺併の案内により茶室

4.静岡市より 復興鍾域計鐙懸賞募 |  山 |  並に庭園及徳川家康の墓所と偲ふ

築規定合誌に掲載方依績の件 I  1. 展示合開催に闘する具憾案作成の |  る所など見犠盛合極に午後 5 時致

5.合員詮衡 |  件 |  定の見事を終了解数す

報 告 |  陳 列 場 幹 事 会 ( 第 13図) I  1. 引綴き有志晩餐合員は常事にて大

1. 新強制第 8 部合よ り答申の件 |  時 10月3日午後6時 10分 一71得 !  被丸万に集合入浴後合会種 4 懇談

2. 日本技術協合より新技術閣骨量案 I  10分 |  の上午後 8 時3D分除快漣に閑合一

要綱送付の件 |  所、 陳初場 |  閑散舎す

3. 級本道三郎氏よ り「ヂペル J 害事

演速記録主主付の件

4. 出位、政後、l徐縁報告

5.焼夷磁演習経過報告

記念事業常任幹事雀f第う回〉

時 9月2ヲ日 午時4時30分 - 5時

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 井 上

副 幹 事 長 中 西 、松 本

常任幹 事 須 賀、松 久 保 、

重苦中

1. 寄附金募集経過報告

2. 住 宅展覧曾経治報告

3. 昔日念史編纂経過報告

4.1費爆演習経過報告

5. 記念事業項 目の件

配念車業幹事曾 ( 第 6 回〉

時 10月20日午後4時2::>分- 5時30分

民1m : 者 幹 事 長 池 田

幹 事 松 久 保、道図 、吉

回、若 山

卜 援示合名手 ｾＮ［Ｑ 決定の件

2. 陳列場出品場所主主更の件

陳列場車字事曾 ( 第 14回〉

30分 | 時 10月2) 日午後61守30分 ー7時

見 皐 金 ( 曾聖書幹事合〉

時 10 月14 日午後2時2J 分 - 4時

所 大日本養豚株式合置土河内燦

場

出 席 者 池 田2変氏外22名

1. 午後 2 時20分一同参集大日本主主豚

株式合祉取締役畑中喜三郎氏並に

30分 |  設計者たる阪急電銭株式合枇地所

所 陳列場 |  課より河西淀技師出張の上雨氏の

出 席 者 幹 事 長 池 田 |  案内により養豚合共他の存者設備を

常任幹事 減、矢回 |  説明を聴取しつ ｾｉ 順次見感

幹 事 1I、，体、中西 、野 I  1. 午 後 3 時30分見与終了絵所にて畑

中、松久保 、道

問、若 山

1. ご日合秋季曾合の件

2. W' ![ 列場者! 毛年度予量: (; l : の件

見 皐 含 ( 合勢幹事合〉

日 時 9月27日午後 I1時- 5時

集 合 所 大 阪 刑 務 所

中氏より同場の計ZE等に 闘し説明

あ り一同重量E京事業に封する認識を

す「にし稗役する虎多か りき

1. 牛後 4 時中西主自己常務幹事長に代

り謝僻を述べ一同拍手の上解散

曾 勢 幹 事 曾 ( 第 6 回〉

時 10月f6日午後4時- 5時20分

9 3 川



所 1 陳列場

出 席 者 常 任 幹事 大 下、北垣、坂

口

幹 事 岩 尾 、 岩 佐 、 左

谷、鈴木

1. 11月見o! J ¥K 闘する件

2. 講演合開催に関する件

材 料 委 員 舎 ( 第 16冨〉

時 10月4日午後6時30分- 80時

30分

所 。陳列場

出席者 委 員 長 総 久 保

幹 事 楠 瀬

委 員 前 野、道周

l. 建築穣合より 主主付ありし笑に付検

討

港 側 委 員 曾 ( 第 2 回〉

時 10月22 日午後5時40分- 7時

10分

所 陳列場

出席者 委 員 長 玉 置

幹 事 務 見

委 員 浅 野、昨上、 平野

l . 建築翻係法規抄築第 2版出版に胸

する件

11 = 音E 曾 ( 第 3 回〕

時 10月3日午後6時 10分 - 9時

40分

所 陳列場

出席 者 主 査 川 口

幹事 伊 議

委員桐本、諮問、 浅野、

繍回 、黒田 、坂口、

末氏、菅原、塚本

l . 出席委員各自所属の管繕機構に つ

きｾ明

第 = 音E 曾 ( 第 4 図〉

時 10月24 日午後6時- 9時305}

所 倶幾部室

出 席 者 幹事 伊 藤

委 員 桐 本、楠瀬 、浅野、

時

所機楢中るた

耐

腿官

悶

h

m

M

M

楠

監

的指
抽

出の築建

闘に闘する件

第 三 部 舎 ( 第 4 回〉

時 10月2日午後6時一8時30分

X I 9 4  

所 陳列場

出 席 者 主 査 池 図

幹 事 池 田 谷

委員 ' 矢木、薮中

l. 建築設計事務所の業務範聞に闘す

る件

第 三 郎 合 〈 第 5 回〉

時 10月23日午後6時- 9時30分

所 倶祭部室

出 席 者 主 査 池 問

委 員 矢 木

l. 従来の研究討議せ し祷問題を歪念

液鑑め答申案を作成すること

第 四 宮 官 舎 ぐ第 4 悶〕

時 10月8 日午後6時- 9時

所 倶粂部室

出 席 者 主 査 渡 部

委 員 井上、 岩尾、木村、

小西、清水、西望書、

松久保

l. 資材、金融、適正債格等 の問題に

闘し 東京聯合協議告と併行して検

討

第 五 郎 曾 〈第 3 回〉

時 9月29 日午後6時一8時 10分

所 陳列場

出 席 者 主 査 松 本

幹 事 谷

委 員 中 西 、野中 、堀内、

重左中

L 東京に於ける聯合協議舎の経過に

っき中西委員よ り報告之に闘聯 し

て懇談す

第 六 部 舎 ( 第 2 回〉

時 10月10日午後7時一7時40分

所 倶集部室

出 席 者 主 査 坂

幹 事 篠 原

l. 現行建築教育制度内に於ける教育

の重裁を如何にすべきか

第 七 都 曾 ( 第 3 回〉

9月24 日午後2時- 4時30分

倶 楽総 定

出 席 者 主 査 佐藤

委 員 河湾、七僚 、島問 、

山本

l . 瓦並に壁材に闘する研究

第 七 世 事 曾 ( 第 4 回)

時 10月10日午後! 時30分 - 2時

30分

所 陳列場

出 席 者 幹 事 奥 村

委 員 大 西 、河湾、七線、

島岡

1. 材料の総本的問題に付て

第 八 郎 舎 〈質事 4図〉

時 10月13日午後 l 時一2時30分

所 練列場

出 席 者 幹 事 妓 口

委員 内問、永岡、件、重量

国

l . 英後の情勢に闘 し懇談

建築界の種倒閣題碗究の件

時局に封臨するため建築上の怪i ! i l J

につき調査研究協議を なす を目的 と

し、本年 5 月以降東京に於て毎月設

図之が協議舎を開催 し、 11百本舎 内

にも建築新償制委員舎を設置 し迄に

卸隠する準備を皇室めつするるが、目

下 の所未だ何れ共結論に到逮せず着

々研究 中な り此慮 に共機梼並に今日

迄の経過大演を 列喜医すれば左の如 し

建築聯合協議委員合〈於東京〉

構 成 建 築 事 命 、日本建築協曾

日本建築士舎、建築業協曾

委 員 以上四曾聯合

( 日本建築協合〉井上新ご 、片岡安

鈴木一幸、竹腰健法

( . ，. 土舎〉石原信之、中村侮治、松

岡軍卒、山下議員11

( 建築業協合〉鈴木甫、武2苦笑一 .

島田直車、富永長治

Ｈ建築ｾ曾〉北海五郎、佐野利器 、

内E喜多f中、中溜誠一郎

( 其他〕伊藤滋、藤間金一郎 、小林

悶次、鎌回隆男 、堀越三郎 、吉岡

安三郎

. 門官官、曾

本年七月以降右本委員舎に於て左

の専門部舎を設置する乙とを協議 し

目下専ら各部舎の研究に全力集注



第 l 都 合 行 政 に 闘 す る 専 門 都 合 小笠原善清君 高知l係長岡郡西豊永 高源 定一君ｾ島市富田 ｦ 中 ノ 町 Ｔ

第 2 "" 密着電 村寺内 の4

告書 3 "" 設計 根 本 繁 土 君 中 河 内 郡 矢 田 村 矢 田 桑 原・ 勇君 岡山l玖玉野市 平日 田

第 4‘ 4 施工 部 1016 2046 

第 う多 技術祭圏慌( 主として摩 柏 本 源 松君 〈勤務先〕臨烏組 塚 本 吉 平 君 西 宮市六湛; J : JIT73  

曾協合等の園鐙〉 辛 木 貞 夫 君 奈 良 市 法 蓮 佐 保 町 ( 清水品且〉

日本建築舎に於ける新償制委員合 697  中 野 古 瀬 君 満 州 第7104部 隊貨近

既報本業合理事監事た りし 役員各 波溢 家三君兵庫県系武庫郡瓦木村 隊

を以て構成し 片 岡安委員長 となり研 下瓦;体字庄司鼻500 安 宅 順 一 君 ( 勤務先〉北亙小松原

究 中本年七月の分 の59 町4 安宅工務底自信

第 l行政 、第2替鎖、第3設計、第4 石 崎 卯 液 君 豊 能 郡 中 豊 島 村 大 字 加 治 佐 三 四 郎 君 〈 勤務先〉竹中工務

施工、 第5技術関鐙、第6母島校関係 岡山303 底神戸支底

第7設備、第8建 材
伊 藤 長 次 君 吹田市垂水銅 山町 遠 山 EB吉 君 池田市石橋渡圏三傍

の八部専門部舎を設け目 下東京本委
360地の2 通リ

員舎 とは別 に夫々熱心に研究中な り
前 田 善 場 君 住 吉 直 卒 野 西 之 町 伊 藤 弘君 ( 勤務先〉大阪市建築

以上
145 前回茂喜方 部第一建築課

曾 員 動 静

永 岡 三 次 郎 君 東 成 区 猪 飼 野 中 7 の 谷口 謙 三 君 京 都 市 伏 見 直 深 草 大

15  亀谷八島町26

｛ＡｾｾＡｊ＠
民口 ↑宣夫君 神戸市須磨直酉垂水 安 井 芳治君兵庫県系飾磨郡成畑 町

霞ケ丘 1590 鴻池組成畑作業所策

今 西 茂 雄 君 〈 勤 務 先 〉 府 立 西 野 回
付

曾 員

吉 武 章 夫 君 山 口J際柳井町西樋之

籍 出 主主君 兵庫豚加古郡高砂町

工業容校

震周 勘 治 君 ( 勤 務 先〉第一相互佳

上 ( 遁山組〉

農 人 町 ｾＴ ＱＵ
小西 一良 君 西淀川 E宝塚本町141

吉岡新三郎君 ( 勤務先〉徳島理系板野

宅株式合員土

郡松茂村央海軍建築

鈴木喜八郎君 ( 勤務先〉住友鎖業株
石 塚 保 君 臨i島県幕田村郡三春 大

官官工事事務所

式合員士技術部

町 121 石塚鍛治方

長 瀬 . i背 燈 君 新 唐古5市江 口2の844
久志間源司君紳戸市灘区大何回丁

地 方 舎 員

山理系健太郎君東淀川直下新 庄 町

3の96
奥名 ;{i IM主 君 松 江 市 西川津町 1272

896 

中口 昌一 君 ( 勤務先))11西航空機 高 橋 議男 君 高 雄 市 大 港J甫183の4

平 野 忠 雄 君 吹 岡 市 千 里 山 833

株式含批 問 中 稔 朗 君 香川l採仲多度郡高見

常磐J ! I 内

小津 慾ー君紳戸市宇字国丸山町 島村 1544

剣 持 ｾｉｪ君東京市目黒 区緑ケ丘
l の 17

梶 垣
J l 君奉天大 手口I亙葵町21 イ

2420  
桂 川 弘 君 ( 勤務先〉日本電力株 3 山根長見方

石 井 一 君 岸 和 田3市 市上 町1087
式合批 岡 本 茂 樹 君 東 京 市 中 野 直 上 町23

高 橋 伊 幸 君 豊 能 郡 中 豊 島 村 大 字
手宇野 貞三君 ( 勤務先〕柴回組

{中 忠 博 君 東 京 市 芝 区 高 輪 延 町

長興寺 188
山 本 義 樹君 東 区 伏見 町5の35 24 

斧 貞 一 君 泉 北 郡高石田T北521 森 里 好 久 君 ( 勤 務 先 〕 住 宅 佼 国 大 杉 本 美 夫 君 舞 鶴 海 軍 建 築 部朝 様

西野 正義君 差是能郡雨量豊島村大字
民支所 宿舎

原田 885 中 原 茂君主任京市中野区上/ 原 熊 I 野 茂 君 守 口 町 字 手 代 町 188

宇 賀 神 行 ー 君 西 成区粉郡東 ノ町 町29富士見議内 荻 原 利君 金 津市宗叔 町3の36

5の155 j l ! l 荘内 免 出 鼎 君 天 王 寺 区 細 工 谷 町74 清水組金潔出張所内

天 野 茂 徳 君 吹 関 市 東 旭 町 1417 中村亀太郎方 川 淑 沙 君 ( 勤務先〉尼崎市長州

増閏 昌 彦 君 北 河 内 郡 枚 方 町 大 字 宮 漂 白 彦 君 名 古 屋 市 千 種 区 国 代 大門 l の! 大限製疏株

梼業3315 町南国商29古川梅 松 式含枇

縦 波 江 久 遁 君 吹 田市片 山藤ケ丘50 方 宣車山 新 造 君 黄 海 道 鳳山郡文弁商
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青草津塁京城土木合費 烏 影 岩 次 郎 君 東 京 市 向 島E王寺島町 野 口 修 二 君 西 部 第 8部隊森海隊

舎踊土馬洞作業所 7の19大 山l Y: 司方( 瞥 本部

木下 正午君主 満洲閤演江省日合爾演 視線建築課〉

市 F合爾苦言銭道局建築 玉 木 久 三 君 天 王 寺 直 石 ケ 辻 町92

係 山内嘉 兵 衛 君 兵 庫 蘇 武 庫 郡 住 吉 村

森 田 康 次 君 札 幌 市 北 海 道 風 土 木 字小椋1786
曾 員

部監理課 吉原佑三郎君稲岡勝大牟岡市右京

上 野 佐 一 君 旭 区新森小路南 3 の

村 中 義雄 君 徳山市西松原 2 町49
58 ( 安全索議株式曾

中西 甚作君 ( 勤務先〕住宅塁手闘関
藤 原 新 太 郎 君 慶 尚 南 道 線 海 邑 紅 梅

枇〉

岡支所
町11京放土木合衣食

地 方 曾 員

大西次郎君( 勤務先〉住宅管園大
最土出張所

新 海 倍 郎 君 東 京 市 本 郷 直 禰 生町

阪支所
林 野 一 雄 君 京 放 府 南 大 門 通 2 の

3のにのm虎( 内務省

西 尾 寛 治 君 東 京 市 世 田 谷 直 よ 馬
5京城電気株式合枇

防空局企強科〉

町 l の418 ( 日産土木

総務部管繕係
高芝 Z重一君 三重県議尾鷲町林町

株式曾祉〕

吉 本 敏 夫 君 京 城 府 都 染 田IJ 144 京 〈第一相互佳宅曾j社〉

金 築 源 市 君 島 根 豚 簸川郡関宮村

披土木合資曾枇内 夜 原 信 衛 君 静 岡 市 浅 間町2の46

字図富( 松江市内中

特別賛助員
( 静岡市臨時復興局

原町鴻池組山陰 出!!If

小鍛 冶 慾 二 君 住 吉 区 阪 南 町 中 l の
移特t課〉

所〉

9 杉浦正雄 /j
西川 正 一 君 北 海 道 空 知 郡 砂 川 町

伊 藤 序 牧 君i 住吉直阿倍野筋 2 の

後 藤 敏 郎 君 東 淀川直本庄川崎町
大倉土木株式含枇

33鹿島組大阪支底内

4の5
〈大倉土木株式舎枇〉

草野疋男君八幡市穴主主字赤池竹

森 田 政 浦 君 商 直 新 町 南 通5の28 特別賛助員

中エ務j吉出 張所

伊 藤 祭 吉 君 東 淀 川 区 本 庄 川 崎 町
古車通賛助員

建官官宰一郎君 岡山市南方西本町

白井手リ夫君 西淀川区{ 事法町南2
5v l  ( 土木建築業〉

659 

佐 藤 金 誌 を 君 横 須 賀 海 軍 建 築 部
の39

斉 藤 義 輔君 東 京市勉町医丸ノ内

新 井 佐 定 君 靭 鮮 馬山府石町121 臼井 正 三 君 ( 勤 務 先〉海軍工廠内
!の l 中央 ピル興亜石

威川 重量作君 岡山市海岸通! の3倉
清水組作業所

泊株式含荒土 ( 奥亙石

政綿織株式曾枇岡山 片 山 一 郎君 京都市上京区等寺院

泊株t章式最土〉

工場新築工事場大林 北町列島 原伸之方
普通賛助員

組岡山出張所
上井 茂 介 君 兵 庫 燦 三 原 郡 賀 集 村

演 回 鴻君 八幡市大字穴生竹中

伊 藤 銭 街 君 ( 勤 務 先 ，中閣興業株
大倉土木株式合枇作

工務応出! l & 所〈竹中

式曾最土上海江海路荏
業所内

工務応〉

家間a! 虎
熔 川 光 太 郎 君 豊 中 市 大 字 腕 閃 1233

久 下 逸 夫 君 静 岡 市 安 東 l の38 武

高 木 浩君三重握手、四日市市錦町 の3 -東畑建築事務所

問方( 静岡市復奥局

加 藤清方 分室内

移事車線〉

西;益 口武雄君 満洲図新京特別市 概 今 井 英 雄 君 東 京市世間 ケ谷区東

［竺一一二台Ｇｾｾ町3の12奥銀合宅3披 玉川町 165(大阪 ピル

i河国 明 雄 君 名 古 屋 市 昭 和 区長戸 ヂング東京支底〉

町3の32
佐 藤 保 信 君 東 京 市 芝 直 新 橋 5 の

曾 員

米 永 貧 一 君 ・ 満 洲 安 奉 線 宮 原 順 孝 32西i崎主主殺方
杉野有之良君 71 < 野久野A 君

街42の14盟主 柴田 耕一定 〈勤務先〉 日立航空機
山本久吉君

71 < 谷英男君 〈勤務先〉逗化省公署 株式曾祉企強調l建設
地 方 合 員

):.t 業片建設科建築段 課
中m i告三君

日 比 安 卒君 繭岡市薬院古i泌町4 3寝間 銀君 ( 勤務先〕池回忠治建 普通賛助員

の3 建築毒事務所 宮本 1 i 夫君
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［ヱ…ｾ
合 民

主南 悶 昌彦主主 ( 諮 名主量投〉

根 本 繁士君 〈吉富名茂良(1)

鬼玉 充弘 君 ( 古書名安 弘 )

¥ .JE ｾ ，＠ c  j  

特別賛助員

1笥丸傍右君( 昭和16年8月11 日逝 去〉

「議ん で哀悼の主主を表す〕

l  i ー と 註 曾

第 24斡 第 l l競

毎月 l 回 l 日議 行 定債⑨ l冊 50銭 ( 郵 稔2銭 〕

l :l 冊 6図 ( ｾ＠ 24銭 〉

昭和 i 6年10月25日印刷

夜行・編輯

印 刷j 人
戸

昭和 16年11 月l 目玉造行

}II 
弘

大 飯市北道朝日ピ ル日 本建築協 館内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 昂リi前:

大阪市西直江戸郷南遜 2 丁目 13呑地

五並 行 所 紋 日 本 建 築 協 合

大阪市北区 中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話畏北漬(23)4501番 ( 9)

振替口座犬阪 3 9 9 7 5 番

目本 出 版文化1弱含曾員呑 銃22 20 43

凱 給 元 日本出版配給株式合jil i:

東京市 ijIIjl 同区淡路町二 丁 目 九 番 地

禁 鱒 載

ヱド放に掲載せるものは 一 切 こ れ を無新にて

特 設 し又は 翠行 本に 上 十やその他の 複製 行 銭

をなす ととを禁ず。
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